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　人間わたしたちには翼つばさがない。

　ドラゴンに空を奪うばわれたからだ。







プロローグ







　偉えらい人が言っていた。

　ドラゴンという種は、あらがえない運命の象しよう徴ちようである、と。

　テレビに出ている大人の台詞せりふ。十歳さいになったばかりの天あま星ほし大おお句くには、言葉の裏にある機き微びなどはわからない。ただなんとなく「あらがえない」という部分に大人の諦あきらめを感じて、幼い反発心を燃え上がらせた。

　なにが運命だ。そんなものはない。あったとしても俺おれは負けない。

　そう信じて疑わなかったのだけど――。




「おい……翼つばさ、これって嘘うそだよな……」

「嘘じゃないです、兄さん。現実です……」

　街路に立たち尽つくす幼い兄きよう妹だいの眼前で、




　――東京タワーに隕いん石せきが落下していく。




　炎ほのおの尾おを引いた隕石がタワーに衝しよう突とつすると、タワーの上半分が爆散。飛び散ってきた破は片へんで大句は頬ほおを切ってしまう。

　ドラゴン族による決戦魔ま法ほう《隕石落としメテオストライク》だ――。

　呆ぼう然ぜんと空を見上げると、おびただしい翼よく影えいが舞まっている。彼かれらは口々に《火炎の吐息フアイアーブレス》を放射して地表を焼き、破は壊かいの魔ま法ほうで建物を削けずり取とっていく。

　あたりからは悲鳴と怒ど号ごう。爆ばく発はつの振しん動どうと何かが燃える匂におい……。

「に、兄さん……どうすれば……」

「生きよう。つまりは……逃にげるってことだ！」

　おののいている暇ひまなどはない。大句は妹の手を取って駆かけ始める。

　ドラゴンと戦える『騎き士し』たちはまだ到とう着ちやくしていない。それまでドラゴンの嫌きらいな海水でもかぶって、地下シェルターに避ひ難なんして――。

　しかし、幼い兄妹は十歩と進むこともできなかった。

　ずしん、と重々しい音をたてて、巨きよ体たいが舞い降おりてきたのだ。

　行く手をさえぎったそれは、爬は虫ちゆう類るいのような体に、蝙蝠こうもりのような翼をもつ四足獣。燃えさかる炎に照らされて、赤い鱗うろこがますます赤く輝かがやいている。

　ドラゴンのなかでも極きわめて凶きよう暴ぼうだと言われる赤色竜だった。

「ひ……あ……」

　怯おびえた顔でがたがたと震ふるえだす翼。

　大句もまた心臓が締しめ上あげられるような恐きよう怖ふを感じる。生まれて初めて相対するドラゴンだ。もちろん、怖こわい。

　だが――。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、翼。ここにお兄ちゃんがいるだろ？」

　一転、大句の幼い瞳ひとみに勇気が宿った。愛する女の子いもうとがいれば、男の子おにいちやんは勇者になれるのだ。ドラゴンなど恐おそれはしない。

　単なる強がりではなかった。立ちふさがるドラゴンを前にして――大句の内ない奥おうからわき上がるものがある。お腹なかの底がぞくんと脈打っている。そう、大句には力がある。

　ドラゴンが人類にとってあらがえぬ運命の象徴だというならば――。

　勝てばいい。

　運命を越こえればいい。

「見ていろ、翼。お兄ちゃんが――――人間の力を見せてやる!!」

　ジリジリと迫せまっていた赤色竜は、大句の空気が変わったことを感じ取ったのか、全身を躍やく動どうさせて一気に飛とび掛かかってきた。

　大句にはもう、カケラほどの恐怖もなかった。

　あるのは、目の前のそいつを喰くらいたいという衝しよう動どうだけだった――……。




　……――大句が震えている。

　すぐそばには、襲おそいかかってきた赤色竜の亡なき骸がらが転がっている。

　大句が倒たおしたのだろうが、そのあどけない顔には、安あん堵どの表情も誇ほこらしげな表情も貼はり付ついていなかった。

「どうして…………どうして……」

　呆然とつぶやく大句の視線をたどると――地面に横たわる、最愛の妹。

　華きや奢しやな体をくの字に曲げ、手足はだらりと弛し緩かんしている。目はうつろで顔は青白い。

　目立つ外傷はない。血も流れていない。

　しかし、胸は動いていない――。

　大句は頭を抱かかえ、掠かすれた声で妹の名前を呼ぶ。

「……ば、さ……つば、さ……つばさ……」

　反応はない。

「うわあああああああああああっ」

　触ふれさせなかったのに。守ったはずだったのに！

　なのに、もう――妹は動かない。

「翼ぁ……」

　大句の黒い瞳から、涙なみだが零こぼれ落おちる。




　そうか、そういうことなんだ。

　運命と向き合ってはいけなかったんだ。







第一章　桜と満月のボーイ・ミーツ・ガール







（クソッ。もうここまで飢うえはじめたか……）

　満月の夜――。

　月光が、半はん壊かいした東京タワーを照らしている。

　ドラゴンによって蹂じゆう躙りんされ、無人となった港区の街だ。

　ひとり路地を歩く大おお句くは、破壊の爪つめ痕あとを目にして、涼すずしげな眉び目もくを曇くもらせる。

　五年前にこの地を見み舞まった惨さん劇げきの記き憶おくが蘇よみがえったからだが――しかしいまは、感傷に浸ひたっている場合ではなかった。

　腹に手をあてると……ぞくん…………ぞくん……と心臓がもうひとつあるような感覚があるのだ。

　捕ほ食しよく衝しよう動どうだ。

　この衝動がわくと、過去の記憶にさいなまれて、全すべてを投げ出したくなるときもあるが――。

（俺には俺の、生きる目的がある）

　まだ自分というものを放棄したくないから、できるだけ早く、ドラゴンを喰らわねばならない。

　焦あせりのため、スニーカーの底が地面を強く叩たたいた、そのときだった。




「――あたしは希望の翼になる!!」




　突とつ如じよ、溌はつ剌らつとした女の子の声が静せい寂じやくを破り、大句は足を止めた。

「《全ぜん力りよく天てん翔しよう》っっ！」

　ゼンリョクテンショウ？

　訝いぶかしんで眉まゆを寄せると――声の響ひびいた方向から薄うすっぺらい物体が漂ただよってきて、大句の頬に貼りついた。

（桜の花びら、だと……？）

　季節はちょうど桜の咲さく四月だ。桜の花弁が舞っていてもおかしくはない。

　だが、場所がおかしい。近くにある芝しば公園の桜は、ドラゴンの吐息ブレスで一本残らず焼かれているし、こんな廃はい墟きよに植樹する物好きがいるはずもない。

（あり得ないよな？）

　胸が騒さわいだ大句は、導かれるようにビルの角を曲がる。

　五叉さ路ろの交差点、という開けた場所に出て――。

「――!?」

　大句のような『騎士』は、身体能力が常人より増強されるため、視力が良いし夜目もきく。

　だから、闇やみのなかでも「それ」をきちんと視し認にんすることができて――心臓がトクンと高鳴った。

（うん。あり得ない……）

　大句の瞳にその光景が映り込んでいる。

　桜吹雪ふぶきと、差し込む月光をまとって――。

　大木のように巨大な武器を突つき上げながら――。




　女の子が空にぶらさがっていた。





※






　――運命の出会い。

　一いつ瞬しゆん、そんな言葉が脳のう裏りをよぎって、大句は渋しぶい顔になる。運命なんて言葉は大だい嫌きらいだからだ。

　ただ、思わずそう言いたくなってしまうほど、可か憐れんな少女だった。

　年とし頃ごろは大句と同じ十五、六。ふんわりと長いストロベリーブロンドの髪かみに、卵型の輪りん郭かく。小顔のわりに瞳は大きく、豊かな睫まつげをたたえていて、愛らしい西洋人形が命を得て動いているかのよう。

「え、誰だれ？」

　浮ふ遊ゆうする少女も大句に気づき、空中で視線がぶつかった。

「………」

「………」

　しばらく沈ちん黙もくしていた少女だったが、花のつぼみのような唇くちびるが楚そ々そと開かれて――。

「ぎゃーーーっ！　お、おまわりさん、不ふ審しん者しやですっ！」

「ま、待て。俺は通りすがりの『騎士』だ！」

「あ、そうなんだ……」

　一瞬、素す直なおに頷うなずきかけた少女だが、

「待ちなさい。あんた、黒いジャケットに黒いパンツ、黒いスニーカー……黒ばっかでなんか怪あやしくない？　ほんとに騎士？」

「失礼だな！　そういう私服フアツシヨンなだけだ！」

　黒は無難でいいんだ、と仏ぶつ頂ちよう面づらになりつつ、大句も少女の格好を見る。

　両手両足は西洋甲かつ冑ちゆうふうの重装甲だが、胴どう体たいから腰こしは『キャミソールのような薄布とひらひらなミニスカート』で覆おおっているだけで、引ひき締まったお腹や柔やわらかそうなふとももはむき出しだった。

（『騎士衣』か……。この子、俺と同じで騎士か）

「や、やだっ。なんかいかにもえっちそうにむっつりしてる！」

「あ、あんたを見ていたんじゃない。武器を見ていたんだ」

　少女が頬を染め、ふとももを閉じたので、大句は慌あわてて視線を少女の細ほそ腕うでが突き上げている武器にズラした。

　バカみたいに大きい、騎兵槍ランスである。

　ガトリング砲ほうの持ち手から槍やりが伸のびているような形状で、槍の両側面に、桜色をした楕だ円えん形けいの翼が二枚突き出だしている。この翼が浮ふ力りよくを発生させているのだろう。

　槍のまんなかに目を向けると白い仮面のような『貌かお』がついており、持ち手の端はしからは大量の桜の花びらが噴ふき出している。

　特とく徴ちようからいって、対ドラゴン用の巨大武器――『アスカロンアームズ』で間ま違ちがいない。

「ふふ、あたしの子に見とれているようね。この子は全長六メートル二センチ、重量五・一トン。６―５シツクスフアイブ級クラスの……」

「いや、別にスペックは聞いてないが」

「《チェリーブロッサム・フューリアス》っていうの！　かわいかっこいい名前でしょ？」

「かわいかっこいいかは知らんが、飛べるアームズとは驚おどろきだな。そんなの、人間が作り出せるものなのか……」

「作り出せるからここにいるんじゃない！　ふっふっふ」

　それは、種のルールを逸脱していると言えた。地を這はう人間が生み出せるアスカロンアームズは、陸戦用だけのはずなのだから。

「あんた凄すごいな……」

「そう？　もっと褒ほめて、えへへ」

「ああ。ただな………………止まったぞ」

「何が？」

「花びら」

「えっ？」

　少女が慌てて騎兵槍を見上げると、数秒前まで吐はき出されていた花弁が、ピタリとやんでいた。

　アスカロンアームズは肉体で直接操あやつるのではなく、『精神連結によスピリツトマニる思念操作ピユレーシヨン』――簡単に言うなら命令をして動かす武器だ。命令を処理する際、『精神薬やつ莢きよう』と呼ばれる物体を外部に吐き出す仕組みだが、命令を処理しなくなれば、当然、何も排はい出しゆつしなくなる。

「あんたその武器ちゃんとコントロールできてるのか？　なんだかイヤな予感がするんだが……」

　と――不意に、それまで直上を向いていた騎兵槍が、くるん、と斜ななめ下したを向いた。

「……おい。槍が唐とう突とつに俺のほうを向いたんだが？」

「……ぜ、ぜんりょくてんしょう……」

「それは武器への命令か？」

「違ちがうの。あんたへの応おう援えん。あと、あたしから言えるのは」

「言えるのは？」

「大急ぎでそこどいてーーーーーーーーーーーっ！」

　少女が甲かん高だかく叫さけんだ瞬しゆん間かん、空中で停止していた騎兵槍が突如――大句めがけて流星みたいに突っ込んできた。

「きゃああああああああああああ！」

「や、やっぱりこうなった！」

　大句の視界で騎兵槍がみるみる大きくなる。まずい。武器が巨大なのであっという間に距きよ離りを詰つめられてしまう。このままでは体全体を押おし潰つぶされて即そく死しだ！

（クソッ）

　ためらう余よ裕ゆうなどなかった。本能に突き動うごかされ、大句は咄とつ嗟さに右手を突き出し――。




　数瞬後。

「……え？　あれ？」

　空中にいたはずの少女が、アスファルトにお尻しりをついている。

「あたしの《チェリーブロッサム》は……？」

　巨大な騎兵槍は『本来の形状』に戻もどっていた。

　指二本ぶんほどの小さな水すい晶しよう六角柱の金きん属ぞく片へん――アスカロンとなり、少女の横に転がっている。

　大句はふう、と安堵の息を吐き出して、

「おい……死ぬところだったぞ？　飛行能力は凄いが、うまく操れないんじゃ宝の持もち腐ぐされだな」

　真ま面じ目めな顔で苦情を言うが、少女はそれどころではないようだ。

　頬をヒクヒクさせて、自分の体を呆然と見下ろしている。

「やだ……なに……これ…………」

　なにこれ。

　少女か凝ぎよう視しするそれらを形容するなら――。




　触しよく手しゆ、だろうか。




　大句の右手から白く発光する管のようなものが無数に伸び、少女の首元や手足に絡からみついていた。何本かの先せん端たんは、少女のお腹に埋うまっている。

「お、おまわりさん、この人やっぱり不審者です！　右手に触手を隠かくし持ってたの！」

「これは触手ではない。『調律器官』と言うんだ！」

「何よ、それ!?」

「世界でおそらく俺だけの能力。肉体は傷つけず『精神』にのみ干かん渉しようすることができる」

「じゃ、じゃあ、あんた、あたしの『精神』になんかしたのね!?」

『精神』とは「魂たましい」と「心」を合わせたような概がい念ねんだ。

　突とつ進しんしてきた少女のアスカロンアームズが金属片の形に戻ったのは、大句が調律器官の力を使い、少女の『精神』とアスカロンの連結を解除したからだった。

　このまま少女が大人しくしてくれれば、大句はすぐに調律器官をひっこめようと思っていたのだが……。

「あ、あたしは、こんなものに負けないんだから！」

　少女は激しく身をよじり、調律器官をつかんで振ふりほどこうとする。

　しかし暴れれば暴れるほど白い管は柔やわ肌はだに絡みつき、両手はアルファベットの「Ｙ」、両足は「Ｍ」のような格好になってしまう。

「ふん……ん……んんんんんんーーーーっ……」

「おいおい、そんな力むな」

「ふぐぐぐくぐぐぐうううっ」

「あ、こら、そんなに暴れると――――!?」

　――ぶちん、という音がした。

「えっ？」

　異変に気づいた少女が下を向くと、調律器官が着衣の留め金を外していて――。

　少女の体から、騎士衣の胴どう衣いやスカート、さらにはショーツまでもが一いつ斉せいにこぼれ落ちていく。

「え、嘘おおおっ」

「むむっ」

　目をそらす余裕はなかった。

　量感と造形のバランスがとれた双丘やお尻。瑞みず々みずしく張った乳白色の肌はだ。宇宙の中心とすら思える、可愛かわいらしいへそのくぼみ。

　これらが「胴体はほぼ全ぜん裸らなのに手足は甲冑」という様式美のもと、ひとつになっている――。

「人類の叡えい智ちだ」

「な、何が叡智よ！　見るな見るな見るなばかあーーーーっ!!」

　耳たぶまで真っ赤になる少女。必死に大切な部分を隠そうとするが、調律器官で手足を固縛されているため、ジタバタとあがくだけになってしまう。

　大句は視線を外して謝あやまろうとしたが、どうやら手て遅おくれのようだった。

「ゆ、許せない。あんたぜっったい普ふ通つうの人間じゃない！　えっちな悪あく魔ま、えっち魔まよ！」

「えっち魔!?　それは酷ひどくないか！」

「うるさいっ。あとでやっつけてやるんだから。覚かく悟ごしろ、えっち魔！」

　少女が激げき烈れつな怒いかりを放つ。体が自由になったら、躊躇ためらうことなく大句を殺そうとするだろう。

（仕方ないな……）

　こうなったら、調律器官の力で強ごう引いんにでも少女の怒りを静めるしかない。

　大句はためらった。本当は調律器官など使いたくないのだ。我わが身みに宿された忌いまわしき呪のろいのようなものなのだから。

　だけど、穏おん便びん……ではないかもしれないが、無事に事態を切きり抜ぬけるにはこの方法しかない。

　大句は目を閉じ、少女のお腹へ手を沈しずめるようなイメージを浮うかべた。

　すると、それに合わせて無数の調律器官がますます少女の体へと埋まっていく。

　より深く少女の『精神』に触れるために。

「!!　なんかどんどんお腹がポカポカしてきてる！　や、やだ、なにする気なのよっ!?」

　大句は深呼吸をしてから、静かに念じる。
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（荒あらぶる心よ、静まれ――――――精神調律）

「や、やああああああああああああああああああっっっ」

　少女は絶ぜつ叫きようすると、びくんびくんと痙けい攣れんしながら仰あお向むけに倒れた。後頭部が鈍にぶい音をたててアスファルトにぶつかり、そのまま動かなくなってしまう。

「あ、おいっ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　大句は調律器官をしまい、慌てて少女のもとへと駆け寄よる。

　まさか頭を強く打ちすぎて……と最悪の事態を連想したが、胸のふくらみはかすかに上下していた。刺し激げきが強すぎて気絶してしまったのだろう。

　死んではいないが、放置するわけにもいかない。

　あまり他人と余計な関かかわりをもちたくはないのだが……大句は上着を脱ぬぐと、そっと少女の体にかけた。
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第二章　赤いトサカの竜







　天あま星ほし大おお句くがドラゴンという生き物を初めて意識したのは、三歳のときだった。

　テレビのドキュメンタリー番組で、昔の空戦映像が流れていたのだ。

「あ、なにこれ？　あ、あああっ」

　戦せん闘とう機きがドラゴンにミサイルを撃うち込むと、ドラゴンが何もしていないのに、ミサイルの軌き道どうがそれる。さらに、戦闘機自体も不自然な挙動をして墜つい落らくしていく。まるで見えない手に邪じや魔まされているかのよう……。

　この映像は、ドラゴンに通常兵器がきかず、空を奪われてしまった原因を端たん的てきに説明していたのだが――幼い大句はより根源的な疑問を抱いだいた。

「どうして人間とドラゴンはけんかするの？」

　その純じゆん朴ぼくな問いに、たまたま自宅に来ていた女性の騎士が、こう答えた。

「巡めぐり合あってしまったからだな」

「どうして巡り合ったの？」

「世界が『ななめった』からだな」




　一九六一年四月十二日。人類が有人宇宙飛行を初めて成功させようとしたその日。

　世界が――ななめった。

『大接触の日エクソダスデイ』。

　地球のある『次元界プレーン』がほんのちょっと傾かたむき、「お隣となり」の次元界と次元接触したことをこう呼ぶ。

「意味わかんない」

「ふむ。まず、これを説明するには多次元宇宙について知る必要がある」

「た、たじげんうちゅう？」

「そうだ。こう考えてみろ、天星君。『世界』とは何もない空間に、びっしり整然と並んでいる四角い箱だ。そのなかのひとつが傾いたらどうなる？」

「隣とぶつかる」

「その通り。上と下が両りよう隣どなりとぶつかるだろう？　ドラゴンたちはこの『上』からあらわれたんだ」




　次元接触した結果、超ちよう高こう度どの空に次元の裂さけ目めができ、ドラゴンたちがあらわれた。

「対話ができないので、奴やつらがなぜ人間を襲うのか半世紀たっても不明だ。気まぐれな破壊の本能に従っているという説が最も有力だが、真相はわからない」

「とにかく相手が暴れんぼうだから、けんかになっちゃうんだね」

「ああ、そうだ。人間は戦闘機で『けんか』を挑いどんだ。結果は――さっきテレビで見た通り。『エーテル』の影えい響きようを受けてしまい、負け続けたんだ」

　次元の裂け目よりあふれ出たのは。ドラゴンだけではなかった。『竜族の粒りゆう子し』とも言われる、『エーテル』もまた流れ込んでいた。

　このエーテルがとても厄やつ介かいなものだった。ドラゴンの思念を波のように伝でん播ぱさせる性質があり、『精神』をもたないものは、銃じゆう弾だんもミサイルも航空機も、ドラゴンの思念によって軌道をゆがめられてしまったのである。

　空を奪われ、武器もきかない。当然、窮きゆう地ちに陥おちいった人類だが――。

「救いの主があらわれた。今度は『下』から、な」

「海のこと？」

「そうだ。海底にできた次元の裂け目から――『精神をもつ金属片』アスカロンが我々の世界に流れ込んできた」

「せいしんをもつ、きんぞくへん？」

　アスカロンは自律行動はとらないものの、命令を受けて動く『精神』をもっている。また、人間の『精神』と連結することで、『精神』に刻まれた情報を読み取り、形状を武器に変えるという性質があった。

『精神』をもつアスカロンアームズはドラゴンの思念に抵てい抗こうできる。まさに人類の武器となったのである。

「まあ、詳くわしくはもう少し大人になってから調べるといい。いまは、人間にはそういう頼たのもしい友人がいるとだけ思っておけ」

　こうして、ドラゴンと戦う『騎士』が誕生した。

　以来、半世紀。はじめは欧おう州しゆうの一結社だった騎士の組織は、いまでは国際連合侵しん略りやく外来生命体対策機関――通つう称しよう・『騎士機関オーダー』として世界各国に支部を置くまでになっている。

「ちなみに私も騎士だが……残念だな、君と私では年の差があるから、アームズを並べてともに戦うことはおそらくないだろう」

　大句は驚いた。自分が騎士になることが前提の口ぶりだったからだ。

「え？　おれ、騎士になれるの？」

「もちろんだ。なぜなら、天星君。君は――」

　その女性は鋭するどい目を細めると、笑って告げた。




「ドラゴンと戦う運命にある」





※






　憐あわれな姿をさらす東京タワーの真下――。

　地面に腰を下ろした大句、その横には気を失ったままの少女が横たわっていた。

　腹に手をあてた大句は、眉を寄せる。強くはないが、脈打つ捕食衝動がある。

（まだ生きるんだ。俺には目的がある……）

　深呼吸をひとつして、焦りをおさえる。

　ドラゴンさえ喰らえれば、大丈夫。自分はまだ、自分でいられる。この少女が目を覚ましたら、ドラゴンの生息地に近い山のほうに向かおう。運が良ければ、アホの赤色が一体くらいうろついていて――。

「……いやあああああああああっ」

　突如、絶叫とともに少女が跳はね起おきた。

　大句が顔を向けると、藍あい色いろの瞳と視線がぶつかる。

「ようやく起きたか」

「……あれ？」

　少女がまばたきをしながら自分の体を見下ろすと、体を覆い隠すように、大句の黒いジャケットがかけられている。

「……あ」

　気絶する前のことを思い出したのだろう。少女はキッと大句を睨にらみつけ、

「あ、あんなえっちなことして、あんたのことはぜったい許さな………………」

　途と中ちゆうで言葉を飲み込むと、きょとんとした表情になっていく。

「あれれれ……。なんで？　どうしてあたし、許していいかな、むしろ、殺しかけちゃってごめんなさいって気持ちになってるの……？」

「調律器官であんたの『精神』を静めたんだ。ああしないと、あんたは親の仇かたきみたいな勢いで俺に襲いかかってきただろうからな」

「…………」

　少女はジャケットで胸むな元もとをおさえながら、まじまじと大句の顔を見つめていたが、ふと、その視線が地面に散らばっている着衣に向けられた。

「と、とりあえずショーツ穿はいたりするから。あ、あっち見てて！」

「う、うむ」

　後ろを向いた大句の背中越ごしに、しゅるしゅるっと衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。

「……びっくりしたけど世の中にはそういう能力を持ってる人もいるってことなのね」

「ああ。決して怪しい者ではない」

　我ながら苦しい言い分だと思った大句だが――。

「うん、信じるわ」

「え？」

「なに？」

「いや……。それともうひとつ。調律器官については口外しないでほしい。人に知られたくないんだ」

「うん、いいわよ」

（……す、素直だな）

　少女があまりにあっさりと頷くので、大句は面食らった。

　世間知らずとまでは言わないが、世の中の汚お濁だくをまだ知らない純じゆん粋すいさを感じた。近くで見ると妙みように品があるし、良家のお嬢じよう様さまか何かなのかもしれない。

　……どうにも落ち着かなくなる。この少女とは、人間としての性質が違いすぎる気がする。

「着き替がえ終おわり。はい、このジャケットは返すわ」

「……じゃあ、俺おれはこれで」

　大句は後ろ手で少女からジャケットを受け取ると、背を向けたまま立ち上がり、スタスタと歩き始める。

「え？　ちょっと待ってよ。まだちゃんとした挨あい拶さつもしてないじゃない！」

　すると、すぐ後ろから、拍はく車しや――騎士が正装するときに、足元に装着する車輪――の音がカチャカチャと響いてきた。

「あたしの名前は未み々み桜おエル。東京支部に所属している騎士！　階級は九等位！」

「…………」

「自主的にドラゴンを狩かろうとここにやって来て、ついでにちょっと飛行能力の練習してたの。あんたも騎士って言ってたけど名前は？　なんでこんなところにいるの？」

「…………」

　大句が足を速めると拍車の音が激しくなる。

　それでも黙だまって歩き続けていると、未々桜エルと名乗った少女は腕うでを振って全力疾しつ走そうし、大句の前で手てつ甲こうのついた両手を広げた。

「もうっ。無視はないんじゃない？」

「……。俺は天星大句。あんたと同じ東京支部に所属だが、一年間ストックホルム支部に転属していた。今日、東京に戻ってきたところだ」

「そうなんだ。あたしはもともとロンドン支部にいたんだけど、去年東京に転属になったの。あんたとは入いれ違いだったのね。アマ……」

「天星大句」

「オーク？」

「オークじゃない。オ・オ・クだ」

「細かいわね。そういえばオークって魔ま物ものいなかった？」

　たちまち大句は頬ほおを紅潮させて、

「お、俺はオークじゃないし、調律器官は触手ではない！　エルフの姫ひめ騎き士しとか別に興味ないんだからな！」

「は？　オークと触手でエルフの姫騎士？　なんのこと？」

「……いや、なんでもないです……」

　うっかり、先走りすぎたようだ。

「で、こんな廃墟をうろうろしていたわけはなに？」

「…………」

　まさかドラゴンを喰らいに来ていると本当のことを言うわけにはいかない。

「海外にいたら郷きよう愁しゆうにかられてな。帰国してすぐ生まれ育った街に里帰りをした」

「里帰り？　でもこのへんって――」

　五年前、東京はドラゴンの大規模な襲しゆう撃げきを受けた。特に被ひ害がいの大きかったここ港区や、新宿区、渋しぶ谷や区く――いわゆる旧東京エリアは政府の定める居住区域から外され、人はもう住んでいない。

「言いたいことはわかるが、こんな廃墟でも故郷は故郷なんだ。たまに歩きたくなる。なかなか理解はできない感覚だろうが――」

　するとエルは勢いよく首を振って、

「ううん、いいじゃない！　ふるさとを思う気持ち、あたしそういうの大好き！」

「むっ？　そ、そうか」

「うんっ！　オオクっていい人そうね！」

「…………」

　嘘うそだと知らずに屈くつ託たくなく笑うエルを見て、大句は罪悪感をおぼえた。心苦しいがゆえにむしろ突き放はなしたくなる。エルの横を足早に通とおり抜けつつ、低い声で告げた。

「いい人だなんて勘かん違ちがいするな。俺は……そう、冷たくて乾かわいた男なんだ。あまり近寄らないほうが身のためだぞ」

「え……」

　エルの眉まゆ尻じりが下がったのを見て、大句もほんのわずかに顔を曇らせる。自分があまりにクールな態度をとったせいで、この素直そうな女の子を傷つけてしまったかと心を痛めたのだが――。

「ぷぷっ。真顔で『俺は冷たい』なんて言う男の子初めて見た！　変で面おも白しろい！」

「むっ……」

　大句は口を「へ」にする。ムカついたので足早に撒まいてやろう。

「ちょっと待ってよ。あんたクールぶってるけど、単に人づきあい苦手なだけでしょ？」

（こいつ、し、心外なことを……）

　大句は仏頂面になり、文句のひとつでも言ってやろうと足を止め――。




「待て」




　真顔になった。

　腹に手をあてると、心なしか捕食衝動が先ほどより強くなっている。

「もう、じゃあなって言ったり待てって言ったり。オオクって振り回まわすタイプね！」

　大句はエルの言葉には応こたえず、黙ったまま、腰のポケットから菱ひし形がたの計器を取り出す。エーテルカウンター――大気に拡散しているエーテル粒子の濃のう度どを測るものだ。

（濃度は――四・九一Ａｍアーメント……）

「何黙り込んでるのよ？」

「あんた、エーテルカウンターあるか？　あるなら、数値を教えてくれないか？」

「？　いいけど」

　エーテルはドラゴンとともに次元の裂け目からあふれ出た粒子で、ドラゴンが体内に取り込むと細さい胞ぼうや『精神』が活性化する。端的に言えばエーテルの濃いところほどドラゴンは強くなるため、騎き士しは常にエーテル濃度の数値に神経を尖とがらせている。

　エルは自分のエーテルカウンターを確かく認にんして――声を跳ね上あげた。

「……うそっ。四・九一Ａｍもある」

　その数値自体はさほど高いものではなく、ドラゴンへの影響も軽けい微びなのだが――。

「ねえ、オオク。このあたりの平均って……」

「ああ、もっと低い」

　次元の裂け目が高空にあるため、エーテルは高いところほど濃く、低いところほど薄い。港区などかつての都心地域は、平均で三Ａｍほどのエーテル濃度だ。

「おかしいわね。なんでこんなに高いのよ……？」

「…………」

　エーテルの濃い高空ならともかく、エーテルの薄い地表では濃度の上下はほぼおきない。自然現象ではまず考えられない。

　大句は強こわ張ばる眉み間けんの奥で、ある推測をする。

　突如、強まった捕ほ食しよく衝しよう動どう。

　不自然に高まっているエーテル濃度。

　それらが導き出す答えは。




　――何かが、すぐそばにいる。




　おそらく――強大なドラゴンだ。体内に溜ため込まれた莫ばく大だいなエーテルが鱗うろこの合間から漏もれ出し、周辺のエーテル濃度を押し上げているのだろう。

　しかし、それほどのドラゴンが近づいていたら、大句もエルも気づくはず――。

「そういうことか。やられたな……」

「やられたってなにを？」

「《隠密シークレツトリー》の魔ま法ほうだ」

　エルは大句に訝いぶかしげな視線を向け、

「……体も気配も消して、レーダーに反応しなくなるっていう、あれ？」

「ああ」

「それを使って……こっそり接近してきた？」

　大句が頷くと、エルは藍色の目を鋭く細めた。

「……どこよ？」

「おそらく――」

　大句が顔を上げると、つられてエルも上を見る。




　――青く輝かがやく双そう眸ぼうが、闇やみからふたりを見下ろしていた。





※






　不意に――。

　そのドラゴンは一瞬で《隠密》の魔法を解除した。闇やみ夜よがゆらめき、巨きよ体たいがあらわになる。

　大句たちが身構えるとほぼ同時に、あらわれたドラゴンは垂直に降下。道路に放置されていた無人のトラックが巨体に押し潰され、弾はじけ飛とんだナンバープレートがエルの頭をかすめていく。

「危ないじゃない！　この、デカいのっ!!」

　確かに、大きいドラゴンだった。

　もたげた頭は二階建てのビルより上にあり、灰色の鱗に覆われた胴体は、並のドラゴンより二回りは太い。

「灰色竜か……かなり頭がいいっていうのよね？」

「ああ。姿を隠すなんて知ち恵えがまわるくらいだからな」

　大句は警けい戒かいしつつ、その灰色竜の全身を確認する。頭のてっぺんに赤い色をした、魚の背びれのような鶏冠とさかが突つき立っているから、赤鶏冠と呼ぶことに決めた。

　赤鶏冠は大句たちに向け、なにやら口を動かしている。

　獣けもののような呻うめき声ごえと、牙きばをこすり合わせる音の組み合わせ。人間にはとうてい理解できるものではないが、常人ではない大句は――このドラゴンの言葉が変換されわかるのである。

『ホホ、妙な気配に降り立ってみれば――なんたる僥ぎよう倖こう』

　雄おすのようで男性の声に変換されている。甲高くて、耳みみ障ざわりな声だった。

『挨拶でもしましょうか。ごきげんうるわしゅう。翼つばさなき地這いよ』

「あいにく少しもごきげんじゃないな」

『ホホホ！　地這いが竜族の言葉を解し、我が脳のう髄ずいに地這いの言葉が響ひびくではありませんか。あなた何者ですか？』

「悪いが答える義務はないんでな」

　言葉の節々から感じる知性の輝き――。

（こいつ、最高知性種インペリアルか！）

　人間以下の知能がほとんどというドラゴン族にあって、人間並みの知能をもつ極きわめて希少な個体だ。賢かしこく立ち回り多た彩さいな魔法を駆く使しするため、最強のドラゴンとも呼ばれる。

「おかしいだろ。なんであんたみたいなのが、こんな海近くにいるんだ？」

『ホホ、それには我もこう答えましょう。悪いが答える義務はない、と』

　ドラゴンは習性として海を嫌きらう。山さん岳がくに住む彼かれらは、ここ港区のような、海の近くまではあまりやってこない。知性の高いドラゴンほどその傾けい向こうが強いと言うから、この付近で最高知性種と出くわすのは完全な異常事態だった。

『我はただ観察しているだけです。ずっと前から』

「とんだのぞき魔だな。だが、こうして降りてきたってことは何か狙ねらいがあると？」

　赤鶏冠は意味深にホホ、と嗤わらう。

「イヤな笑いだな。まさか土地の権利でも主張する気か？　あんたらは街を破は壊かいしても放置してるだけだろうに」

『これは異なことを。地べたに頓とん着ちやくなどありませぬ。竜族は空を征ゆくものですから』

「ならもういちど聞く。目的はなんだ？」

　赤鶏冠はごく短く告げた。

『――天』

「天だと？」

　大句は眉まゆをひそめる。「空」という意味ではないようだ。精神的なものなのか、それとも人間にはない概念なのだろうか……。

『ホホホホホホ。あなたたちにはわからない。わかるはずがない。「天」を知らない種――地這はいとはなんと悲しい生き物なのでしょうな』

「……」

　赤鶏冠の声は憐あわれみを帯びていた。演技ではなく、本当に憐れんでいるようだ。だが、それとは裏腹に、青い双眸は残ざん忍にんにきらめいている。

（たまったもんじゃないな……）

　海外から日本に戻ったのは夕方だ。その日の夜にこんなことになっている。「前ぜん途と多た難なんだな、翼つばさ」と妹に話しかけたくなって、大句はふと、妹の翼だったら言うだろうことを口にした。

「なあ、あんた、退く気はないか？」

『愚ぐ問もんですな。竜族がわざわざ地に降り立ったのですよ？』

「会話ができても、結局ディスコミュニケーションってわけだな、俺たちは」

『我には明確な目的がありますゆえ』

「その目的を俺が知る必要はない、と。ここで果てるから、と？」

『ホホ……』

　とたん、赤鶏冠が両りよう翼よくを雄お々おしく全開にした。

『よくおわかりでいらっしゃる！』




　瞬間。




　赤鶏冠から、頬がひりつくほどの強きよう烈れつな殺気が迸ほとばしる。

　大句は全身の肌が粟あわ立だち、震ふるえ上がった。恐きよう怖ふのためではない。

　――喰くらいたい！

　赤鶏冠と対たい峙じしたときから、捕ほ食しよく衝動が強まり、『精神』が《高こう揚よう》状態となっている。この昂たかぶる心のおもむくまま、貪むさぼり喰ってやりたい。

　だが――。

「猛もう烈れつな力ね！　《チェリーブロッサム》、兵ひよう仗じよう化して!!」

　エルの前で捕食するわけにはいかない。騎士としての正せい攻こう法ほうで退けるしかないだろう。

　大句は腰こしのポケットからアスカロンを取り出し、右手で掲かかげる。

「《セイリオス》、兵仗化！」

　たちまち、みぞおちから下腹部にかけて体の中が竈かまどになったかのように熱くなる。その竈から腕がもう一本伸のびるような感覚がわいて、アスカロンとの精神連結が果たされる。

　一いつ瞬しゆんでアスカロンが金属片の形から巨きよ大だいな武器へと膨ぼう張ちようし――。

「よし……いくか、相棒」

　大句の右手にあらわれたのは切っ先が二ふた股またに分かれた鈍色の巨剣だった。

　全長六メートル十一センチ、重量四・三トン。

　リボルバーのような回転機構が駆動し、鈍色の銃じゆう弾だん薬やつ莢きようを吐はき出だす長ちよう剣けん型アスカロンアームズ――《セイリオス・ドミニオン》だ。

「へえ。……６―４シツクスフオー級クラスってとこ？　なかなかおしゃれな子ね」

　エルも自分のアスカロンアームズを手にしており、六メートルを超こえる騎兵槍ランスと長剣が横に並ぶ。

『ホホホ、傀く儡ぐつ使いの地這いですか。では、余興でも楽しむとしましょうか』

　赤鶏冠との距きよ離りは二十メートルほど。

　アスカロンアームズのリーチならすぐに届くが、拙せつ速そくはまずい。相手は最高知性種だから何をしてくるかわからないし、隣には未々桜エルがいる。自分が下手をうって、この子を巻まき添ぞえにはしたくない。

　できれば、慎しん重ちように戦いたいが……。

「いいか、あんた、落ち着いていこう」

「うん、大丈夫。あたし落ち着いている」

「そうか、それは良かった」

「ええ、いつも通り――」

「そう、いつも通りに」

「――燃えている」

「は!?」

　エルの瞳ひとみがメラッと燃え上がっていた。

「やばい。いつも以上かも。だってこの灰色、超ちよう強つよそうだから！」

「おい、待て！　冷静に……」

　エルは大句のほうを向くと、きらめくようなウインクをして――。

「お先に――突とつ撃げき!!」

　大句が返事をするより早く、桜の花弁が盛大に舞まい上がった。




　それは実に騎兵槍らしい、勇ゆう敢かんな突進だった。

　そして実に気持ちよく――――外した。

　赤鶏冠が体をかたむけたため、エルはその脇わきをすり抜け、後ろにある雑居ビルに激げき突とつ。衝しよう撃げきでビルが崩ほう壊かいする。

「お、おい!?　大丈夫か！」

　土ど砂しやのように崩くずれるビルの中から――ぬうっと突き出でてくる騎兵槍の先せん端たん。

「もっかい突撃！」

　往路があれば復路とばかり、騎兵槍が赤鶏冠の背面めがけ突とつ進しんする。

　直線的な推進力は凄すさまじい。しかし、制せい御ぎよしきれていないのか、軌道が微び妙みようにズレている。

　赤鶏冠がまたしてもあっさりかわしたため、エルは大句のほうに戻もどってきて、そのまま脇をすり抜けていく。

「あんたピンボールか！　落ち着いて戦え！」

「落ち着いて燃えている！」

『ホホ、いかにも地這いらしい蛮ばん勇ゆうですな。我が手を下すまでもないでしょう』

　赤鶏冠は言うと、鷹おう揚ように頭を上空に向ける。

　すると――闇夜が揺ゆらめき、隠かくれていた二体の赤色竜が姿をあらわした。

「なによあれ!?　お供がいたってこと!?」

「魔法で使い魔ま扱あつかいにしているのか。シャクなやつだな！」

　組織や仲間意識のないドラゴンが、唯い々い諾だく々だくと命令に従うことはない。二体の赤色竜は、赤鶏冠の魔法によって『精神』を《従属》の状態にされているようだった。

『さあ、あなたたち。彼らを焼き尽つくしなさい！』

　赤鶏冠の命令を受けた赤色竜たちが口こう腔こうを開くと、そこに周辺の大気が集約されていく。《火炎の吐息フアイアーブレス》の準備だ。集めた大気は肺で元素変換され、猛もう火かと化す。

「ふん。空中火炎放射器ってところか……」

　赤色竜たちは上空二十五メートルほどのところにおり、長大なアスカロンアームズといえども、もちろん届かない。このままではいいように空から炎ほのおを浴びせられてしまうが……。

「引きずりおろせばいいだけだ！」

　大句は空飛ぶドラゴンに対する「騎士の基本戦術」を遂すい行こうするため、鈍色の巨剣を頭上高く掲げ命じる。

「咆ほえろ!!　《セイリオス》！」

　たちまち、刀身の中ほどにある『貌かお』の顎あごが開いて――。




　ウォオオオオオオン――……




　獣の遠とお吠ぼえじみた音波が、大気を震わせた。

　アスカロンアームズならば全すべてがもつ共有技能《戦咆哮ウオークライ》だ。別名、「魂たましいの叫さけび」。

『精神』を昂ぶらせる効果があり、人間が相手なら多少、興奮させる程度の作用だが、闘とう争そう本能が高いドラゴンは――。

『ホホ、『精神』を強ごう引いんに変えましたか！』

　空に浮うかぶ赤色竜の、死んでいるようだった瞳が獰どう猛もうに輝きだす。『精神』の状態が《従属》から《怒いかり》に切きり替かわったのだ。

　二体の赤色竜は牙を剥むき出しにすると、大句めがけ急降下を開始する。《怒り》となったドラゴンはひたすら突進してくるので、あとは地上で叩たたき潰つぶせばいい。

「《セイリオス》迎げい撃げき――」

　言いかけて、大句は命令を止めた。

　視界の隅すみに、エルの騎兵槍が映ったからだ。

　譲ゆずろう。もし妹の翼なら、この状況で譲るはずだ。

「危ない！　《チェリーブロッサム》、あいつらを叩き返して！」

　エルは大句をかばおうと、必死の形相で騎兵槍を駆く動どう。大句の前に騎兵槍を突き出し、そして――。

　フルスイング。

　大木のような騎兵槍が、六トンの重さをのせて、空から突っ込んできた赤色竜の頭部を打うち据すえた。

　ゴギャン。生理にうったえる音が響き、赤色竜の頭ず蓋がいが潰れる。もちろん即そく死しだ。肉にく塊かいと化した赤色竜は斜ななめ上うえへ吹ふき飛んでいく。

　憐れだったのはもう一体の赤色竜だ。飛んできた片割れに巻き込まれ、もろともビルの壁かべに激突。血の花をさかせて絶命した。

「うそぉっ、二体同時撃げき墜つい!?　あたしがっ!?」

『ホホ、小こ癪しやくな傀儡さばきですな』

　同どう胞ほうがひしゃげ死んだというのに、赤鶏冠は全く動じていなかった。《戦咆哮》の影響も見受けられない。最高知性種は『精神』の抵てい抗こう力りよくが高いため、《戦咆哮》がまず効かないのだ。

「雑ざ魚こは片付いた。あとは……あんただけだな」

　大句は白き巨剣の切っ先を赤鶏冠に向けながら――ある仕し掛かけを実行する。

「あんた、足をつけたままか。余よ裕ゆうだな？」

『ときには闘争に興じたいのですよ。飛んだら戦いになりませぬゆえ』

「闘争とは立派だが、さっきから何もしてこないじゃないか。あんた、賢いように見えて、実は大した魔法も使えないんじゃないのか？　まさかアホの赤色と同程度か？」

　挑ちよう発はつだ。

　この知性の高い灰色竜に勝つには、ふたつの条件をクリアしなくてはならない。

　ひとつ、空にのぼらせないこと。

　ひとつ、詠えい唱しようの隙すきが大きい、高位の魔法を使わせること。

　幸い、赤鶏冠はこちらをナメきって地上に降りたままだ。挑発にのって、「足をつけたまま」長い詠唱を始めてくれれば、好機が到とう来らいする。

（さあ、朗々と呪じゆ文もんを唱えろ。そのときがあんたの終わりだ）

　大句は赤鶏冠の出方に全神経を集中させる。

『…………』

　赤鶏冠も何か考えがあるのか、黙ったまま動かない。戦いの場に不ふ釣つり合あいな、奇き妙みような静せい寂じやくがおりる。

　一秒、二秒、三秒、四秒、五秒――。




『やはり、確実に殲せん滅めつするといたしましょうか』




「――!?」

　言うと、赤鶏冠は翼をはばたかせて、その巨体を飛ひ翔しようさせる。

（くそっ……飛ばれたか！）

　赤鶏冠は上空十五、六メートルほどの空にとどまると、口から劫ごう火かを放つ。最高知性種だからか、吐息ブレスの準備動作が異様に速い。

　扇おうぎのように拡散放射された炎が大句たちに迫せまり――。

「《セイリオス》、《防ぼう御ぎよ》だ！」

　猛烈な炎だが、大句は焦あせらなかった。《火炎の吐息》は、魔法ではなく「物理的な炎」である。魔ま法ほう耐たい性せいのない大句のアスカロンアームズでも十分防ぐことができるのだ。

　大句が白き巨剣を盾たてのように構えると、刀身から発生した不可視の物理障しよう壁へきが《火炎の吐息》を遮しや断だん。迫ってきた火炎は左右に割れていく。

　火炎を凌しのぎきった大句は、ふと心配になってエルのほうを見る。エルの騎兵槍も共有技能の《防御》はできるはずだから、きちんと凌いでいればいいが……。

　はたしてエルは《防御》の態勢をとっていなかった。

　――雄々しく飛び上がっていた。

「《チェリーブロッサム》！　いまこそ《全ぜん力りよく天てん翔しよう》っっ！」

「お、おい、無む謀ぼうだっ！」

「あたしは燃える人間弾だん頭とう!!」

　勇ましい。

　しかし――さほど勢いがない。ロケットのように「発射」した騎兵槍は赤鶏冠をしっかりととらえていたが、赤鶏冠は旋せん回かいしてその一いち撃げきをかわす。

　エルはめげずに次の命令を下そうとするが、ピタ、と騎兵槍が停止した。

「あ、あれっ!?」

「その飛行能力ちから、実用レベルじゃないだろ!!」

『ホホホホ、実に愚おろか！』

　赤鶏冠は体をコマのように回転させエルめがけ尻尾しつぽの一撃を見み舞まい、クリーンヒット。

　不幸中の幸いか、命中したのはエルの体ではなく騎兵槍だった。しかし、その衝撃でエルとアスカロンアームズの連結が解除され、騎兵槍が吹き飛んでしまう。

「やあああああっ」

　悲鳴をあげて墜つい落らくするエル。大句は咄とつ嗟さに空いている左手を広げ、落下地点にダッシュし、その体を受け止めた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、うん……」

　と――エルを抱だき寄よせた大句の脳のう裏りに、朗ろう々ろうとした声が響きわたった。

『虚こ空くうに満ちる光たちよ、紅ぐ蓮れんの槍やりとなりて大地を撃うち抜ぬけ――』

『古代竜ドラゴニツク族語エンシエント』による呪じゆ文もん詠えい唱しようだ。顔を跳ね上げると、赤鶏冠の頭上に幾き何か学がく模様のような魔ま法ほう陣じんが刻まれ、可視化された赤いエーテル粒りゆう子しが集まっている。

　赤鶏冠がついに破壊の魔法を使ってきたのだ。

「オオク、放して！　あたしもう一度飛ぶ！」

「おいおい、死にたいのか！」

「でもっ、これじゃふたりともやられちゃう!!」

　確かに、エルの言い分にも一理あった。

　赤鶏冠は地上十五、六メートルほどのところに浮いている。

　大句の《セイリオス》のリーチは六メートル強。赤鶏冠まではとうてい届かない。調律器官を使う手もあるが、これも八メートルほどしか届かない。《戦咆哮》もまず効かない。

「ヤバイな……」

　そうこうしているうちに、魔法陣に集められたエーテルの物質化が完かん了りようし、火炎で形作られた槍がせり出してくる。

　中位の破は壊かい魔ま法ほう、《火槍フレイムジヤベリン》だ。魔法耐性のないアスカロンアームズでは《防御》しても防ぎきれず、直ちよく撃げきを食らおうものなら体の半分は黒焦げになる。

　このまま上空から魔法を立て続けに撃ち込まれたら、確実に殺される。空から狙われたら逃にげきることは難しい。まずい。どうにかしないといけない。

　だが届かない。

　人の手は――空には届かない！




「――なんてな」




　大句は一転、クイと唇くちびるの端はしをつり上げた。

　捕食衝動が起きている大句は『精神』が《高揚》状態になっている。そのため、普ふ段だんなら絶対しないような表情を浮かべて――咆える。

「俺には反則技があるんでな！」

「え？　オオク？」

　大句は抱きかかえていたエルを放すと、《セイリオス》を地面に突き立たてて、

　――その刀身を忍にん者じやのように駆かけ上のぼった。

　精神連結している騎士とアスカロンアームズは引き寄せ合う効果があり、こんな芸当が可能になるのだ。

「あんたの敗因は、中ちゆう途と半はん端ぱな空にとどまったことだ!!」

『むっ』

　異変に気づいた赤鶏冠が詠唱を止めるが、もう遅おそい。

　大句は垂直になった巨剣の『頂上』――持ち手の端に直立すると、赤鶏冠めがけ右手を一いつ閃せんする。

「《セイリオス》が六メートル、手を伸ばした俺が二メートル、調律器官が八メートル――合わせて十六メートルッッッ[image: ]」

　稲いな妻ずまのように飛び出した調律器官が、次々と赤鶏冠の腹部にめりこんでいく。

『な、なんと！』

「甘あまかったな。その程度の空はこの手が届くと知れ!!」

『ひ、ひいいっ。やめなさいいいい！　この変態！』

「ドラゴンが変態言うな！」

　じっくり精神干かん渉しようしている余裕はない。手早く赤鶏冠を撃げき退たいする方法は――。

「あんたの闘とう争そう心しんを根絶やしにする！　――精神調律!!」

『ひぎぃああああああああああ』

　赤鶏冠は甲かん高だかく咆えると、調律器官を振ふり払はらいながら高空へと舞い上がった。

　戦意を喪そう失しつしたのだろう。命からがらといったふうに、西の空へ飛んでいく。

　次し第だいに灰色の翼よく影えいは小さくなり、夜の闇にまぎれ消えた。

「はははははっっっ!!　どうだ！　人間の力、思い知ったか！」

　漆しつ黒こくの空に響き渡わたる、大句の哄こう笑しよう。『精神』が《高揚》しているため止まらない。

　突き立てたアスカロンアームズに直立し、高笑いをあげるその姿は、闇の住人といった風ふ情ぜいだ。黒いマントでもなびかせていたらとても似合うだろう。

「はははははははははは！」




「なんなのあんた……？」




「――はっ!?」

　ぽそりとしたエルの声で、我に返る大句。

　恥はずかしくなって、少し身を縮めながら白き巨剣を滑すべり降おりると、待ち構えていたエルに顔を覗のぞき込まれる。逃げるように体を横に向けると、さっと回り込まれてしまう。

「触しよく手しゆでドラゴン撃退しちゃった……ほんと、なんなの……」

「だ、だから触手ではなくてだな、調律器官と言って……」

「なんかドラゴンと話しているような感じだったし」

「……。あ、あれは独り言だ」

「いろいろ、信じらんないんだけど……」

「む……」

　エルの呆ぼう然ぜんとした視線を受けて、大句は真ま面じ目めに考え込む。

（出会ってからいままで、怪あやしい行動を取り過ぎたか……？）

　エルはいくら言っても調律器官を触手と言うし、この人触手にょろにょろで気持ち悪い、とでも思うのだろうか。最低のえっち魔まと思うのだろうか。

　それとも――化け物、と思うのだろうか。

　かつて義母かあさんがそう言ったように――。

「……」

　大句は胸が痛み、涼すずしげな瞳を伏ふせた。

　エルはションボリしてしまった大句に対して――いきなり、左右の手首をつかむ。

「凄すごい！」

「……え？」

「凄い、凄い、凄い！」

　エルのぱっちりした双眸が、星空のようにキラキラ輝いている。興奮しているのか頬ほおも赤い。

「あたし助けられちゃった。あんたいなかったら確実に死んでたわ。ありがとう！」

「…………」

「えへへ、かっこよかったよ、オオク！」

「か、かっこいい!?」

　屈託のない笑え顔がおと賞賛。

　――嬉うれしい。

　でも、いきなりそんなことを言われても困る。

　だから大句は、ツンと横を向いて、

「べ、別にあんたのために戦ったわけじゃないんだからな……」

　そんなことを言ってしまうのだが、エルの興奮はおさまらない。ひとしきり大句を褒ほめ称たたえたあとに、赤鶏冠の飛び去った空を悔くやしそうに見上げ両手を突き上げる。

「ちゃんと飛べたらあいつを追いかけられるのに……。いつかあたしは絶対飛ぶ!!　飛んでドラゴンに勝つ！　運命に、勝つ！」

（……なんなんだ、この子は？）

　ドラゴンに空を奪うばわれた現代では、人はもう飛べないし、正直、あの調子では飛行能力をうまく操あやつれるようになるとは思えない。

　だけど――まっすぐな瞳で「飛ぶ！」と宣言するエルの横顔を見ていたら、胸のなかに何かが灯ともるような感覚があった。それが何なのかはうまく言葉にできないが……。

　そんな大句の内心など知らないだろうエルは、ただただ純じゆん粋すいそうにこう叫ぶのだった。

「全力天翔！」







[image: ]







第三章　飛行機雲







　天あま星ほし大おお句くは実の両親の記き憶おくがない。

　施し設せつにいた大句を引き取ったのは、シスターとして人望の厚い女性だった。天星という姓せいは、その女性から授さずかった。

　大句が二歳さいのときに、義母が妹を産んだ。父親はわからない。大句にとってそれはどうでもよく、大切なのは最愛の妹ができたということだった。

　妹の翼つばさは聡そう明めいで、優やさしく、年ねん齢れいのわりにとても落ち着いている子供だった。

　いまでも思い出すのは、ある夏の終わりの日。木立の茂しげる都市公園。

　夕暮れどきに大句がひとりで遊んでいると、ランドセルを背せ負おった翼が泣きながらやってきた。

「ひっぐっ……えぐっ……兄さ、ん……」

「お、おいどうした？　何があった？」

　事情を聞くと、クラスメイトに自分の考えを馬ば鹿かにされたらしい。

「――ドラゴンを殺したくない、だって？」

「は、はい……だって、同じ命があるんですよ……」

「……」

　翼はシスターである母親の影えい響きようか、博愛精神がやたら強かった。

　騎き士しの素養があると判定され、本人も騎士になるつもりのようだったが、あまりにも優しい。戦いに向いているか心配していたら……案の定なことになってしまった。

「翼も騎士になるんだよな？　殺さずどうするんだ？」

「他の騎士をサポートします。絶対、わたしは殺しませんから……」

「…………」

　翼は意地になっているようで、涙目で黙だまり込んでしまう。

　愛する妹には笑っていてほしい。大句は翼をなんとか笑顔にしたくて、ほら、と空を指さした。

「飛行機雲」

「え？」

「翼、前言っていただろ？　飛行機雲をいつか見てみたいって。それが夢だって」

「は、はい……。わたしの名前は、翼ですから」

　自分の名前に影響を受けて、翼は空への思いが強い子だった。

　ドラゴンがあらわれる前は空に飛行機雲というものが見られたと知ると、その細長く棚たな引びく雲への思いを一瞬で加速させた。

「ドラゴンから空を取とり戻せば、飛行機雲、見られるかもしれないぞ？」

「……そう、でしたね……。ごめんなさい、わがまま言っちゃいました……」

　翼は深々とお辞じ儀ぎをする。

　ひとしきり、兄さんを困らせてごめんなさい、と謝あやまってから、

「それで、あ、あの……兄さん、手、握にぎっていいですか？」

　照れたように言う翼に向け、大句も照れて頷うなずく。翼は気持ちを落ち着けたいとき、こういうスキンシップを求めてくる。

　互たがいのぬくもりを手の平に感じながら、大句と翼は夕焼けの空を見上げた。

　大句は翼が愛いとしくて仕方がない。ちょっとくらい困らせられるなんてむしろかわいいもの。優しい体温を感じさせてくれれば、それで十分なのだ。

　このぬくもりが俺おれの力だ、と大句は思う。

　翼のためなら戦える。翼さえいればあとは何もいらない。

　人が空を飛べなくても――大句には翼がある。

「兄さん……」

「なんだ？」

　すっかり落ち着いた翼は、大句の顔を、少しだけ潤うるんだ瞳で見上げる。

　夕日を浴びてほほ笑えむその姿は、ずっと大句の目にやきついている。

「ふふ、いつか、絶対いっしょに見ましょうね、飛行機雲」




　その年のクリスマス。

　翼は死んだ。





※






（…………。昔の記憶ってのは嫌いやなもんだな）

　騎士機関オーダーの寮。引っ越したばかりで生活感のない自室で、ベッドに背中を沈しずめる大句。

　ゆうべいろいろあったため、体全体に疲つかれを感じる。

　ぼんやりと右手を見つめる。赤あか鶏冠とさかを撃退するときは『精神』が《高揚》していたため抵てい抗こうなく調律器官を使ってしまったが、これは本来忌いま々いましい力だ。

　だがあのとき――自分だけでなくあの女の子も救うにはああするしかなかった。

「未み々み桜おエル、か……」

（――「あたし用事思い出しちゃった。ね、オオク。当然また会えるわよね？」）

　灰色竜を撃退したあと、エルは突とつ風ぷうのような勢いでいなくなった。

　その後大句は一人で廃はい墟きよをさまよったが、結局ドラゴンとは遭そう遇ぐうできず、いまも腹のなかで捕ほ食しよく衝しよう動どうがする。

「……」

　明日からはまたいつもの日常だ。まず騎士機関の支部長に挨あい拶さつをして、そのあとは学校へ。

　騎士のトレーニングは何日か休む申しん請せいをしてあるので、学校が終わったら山のほうにまでドラゴンを喰らいに行こう。

　自じ我がを保つためにもドラゴンを喰らわなければならない。

　大句はまだ存在し続けていたいのだ。

「俺には――生きる目的がある」





※






　騎士機関は対ドラゴン用の世界的な組織であり、東京にも支部が置かれている。

　東京――といっても、人が住めるのはいまや東とう京きよう湾わんにつくられた『水区』のみだ。必然的に、騎士機関東京支部も水区にある。

　その支部長執しつ務む室しつ――。

「ほう……この近くに姿を消してコソコソする最高知性種インペリアルがあらわれた、と。そして貴様は調律器官でそれを撃退した。戻ってきた日の夜に、さっそくそんな大活劇か。おまえは何かの主人公か」

「俺は自分の人生を生きているだけです」

　憮ぶ然ぜんと答える大句と対面しているのは、鋭するどい雰ふん囲い気きをもったポニーテールの女性。執務デスクの向こうで腕うでを組み、大句に射込むような視線を送っている。

　東京支部の支部長、皇すめ城らぎ礼れ威いだ。

　大句の全てを知る人である。そして大句に全てを教えてくれた人でもある。

「しかし貴様もひとりでふらふらするのが好きな男だな」

「……群れるのは苦手なので」

　大句は共にドラゴンと戦った未々桜エルについては言わなかった。なぜなら調律器官について知られたことも報告しなければならないからだ。どうしても必要なら、エルのほうが報告するだろう。

「挨拶と報告は以上です。俺はこれで。学校に行きますので」

「まあ待て。もう少し話せ。どうだ、一年ぶりの東京は？」

　礼威の背後にある窓には、水区の街並み――風力発電のレンズ風車と、煙えん突とつ状じようの海水噴ふん霧む機が立ち並ぶウォーターフロントが広がっている。

「……特に何も変わっていないと思いますが」

「つまらんヤツだな。まあ昨日の今日でこれという感想もないか」

　礼威は肩かたをすくめると、言葉をつづけた。

「貴様も変わっていないようだな」

　礼威の視線の先――机の上に一式の書類がある。ストックホルム支部から届いた、大句に関する報告書だ。

「向こうでも相変わらずの戦績、か……」

「はい。俺の目的に沿って生きています」

　大句の淡たん々たんとした返事に、礼威はジロッと大句を睨にらんだが、何も言わなかった。

　特に話すこともないようなので大句が退出しようとすると、礼威がふっとほぐれた表情になる。

「ああそうだ。貴様のいない間に、東京支部ウチに面おも白しろいのが入っている。今度紹しよう介かいしよう」

　大句は小さく頷きを返すと、そのまま出口の扉とびらへと向かっていく。

「そいつはやたら運命だの希望だの言う騎士でな。断言するが、良くも悪くも人に影響を与あたえる。早めに顔合わせてして、『対策』しておいたほうがいいぞ」

「そうですか」

　扉を開けようとした大句だったが、礼威の最後の言葉に一瞬だけ足を止めた。

「未々桜エル。世界唯ゆい一いつの飛行能力をもつ――『空飛ぶサクラヒメ』だ」




（ふむ、だいぶ生気が戻ってきたな）

　大句が退室していった扉に、礼威が鋭いまなざしを送っている。

　以前の大句は死にそうな目をしていたが、次第に生きる目になっている。

（もうひと押おし、というところか）

　何か良い刺し激げきでもあれば天星大句の心は飛び立つだろう。

　きっかけはなんだっていい。それこそ女の子と出会うなんてのでもいい。

　たとえば――未々桜エル。あの子と大句なら、ポジティブな化学反応が起きるのではないか……。

（さて、どうなるか。出会いもまた運命だから、な……）





※






　騎士機関から学園は電車で五分ほどだ。考え事をしていればすぐに着く。

（礼威さんが口にするほどの存在なのか……未々桜エルは）

　戦いぶりは少し無謀で、飛行能力は使い物にならない。そこまで優ゆう秀しゆうな騎士には正直見えなかった。

　容姿はとてもかわいくて、並ぶものがそうそういないレベル。張り合えるとしたら……たとえば、あそこで敬礼をしながらこっちのほうを睨んでいる美少女……。

「……ん？」

　敬礼をしながら睨んでいる？

　降りた駅のホーム。改札の向こうにいる、長い黒くろ髪かみの女の子だ。

　騎士学園高等部の制服を着ているから、これから大句が向かう学校の生徒であり、騎士のようだ。
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　切れ長の目を中心に、凜りんと整った顔立ち。スレンダーだがバストは豊満という完かん璧ぺきなスタイル。大句と同年代だろうが、すでに女性の色っぽさを漂ただよわせている。

　ついつい見とれそうになるが、頬を染めて敬礼をしているのは何な故ぜだろうか？　騎士は軍隊の影響があるとはいえ、敬礼する習慣はないのだが……。

（……ちょっとヘンな人くさいな）

　厄やつ介かいな女の子というオーラを感じる。無視するに限るだろう。

　目を合わせないようにして、敬礼女子の横を通り過ぎようとしたそのとき――。




「――あなた、きちんと栄養とっていらっしゃいますの!?」




　至近距きよ離りでの絶ぜつ叫きようを喰くらった。

（まずい。絡からまれた！）

「まさか、わたくしを忘れていらっしゃいます？　その若さで健けん忘ぼう症しよう？　だからあれほどヨーロッパにいっても食事は偏かたよらないようにと言ったんですわ！　きちんとバランスチェックにのっとった献こん立だてを心がけていらっしゃったのかしら!?」

「…………」

　唐とう突とつにまくしたてられ大句は唖あ然ぜんとなる。

　朝の改札前という人の出入りが激しい場所で直立敬礼をし、口を開いた瞬しゆん間かん、けたたましく栄養がどうのこうの。

　こんなはた迷めい惑わくな――印象的な女の子を忘れるわけがない。

「…………誰だれだ？」

　忘れていた。

「し、信じられませんわ……大マジメに脳の検査をしたほうがよいんじゃありませんの！」

「ん……その声、もしかして……」

　髪かみが伸のび、輪りん郭かくもシャープになっていたから気づかなかったが、大句はようやく思い出した。軍人だった祖父の影響で、敬礼をよくする女の子をひとり知っている。

「清せい羅ら……か？」

「もう、わたくし以外の誰だというんですの!?」

　皇城清羅。

　大句と同い年で、世界的な大企き業ぎようグループを営む皇城家の令れい嬢じようだ。礼威の実じつ妹まいでもある。大句と同じ日に『騎士』になるという縁えんがあり、五年来の知人だった。

　非常に優秀な騎士で、防御に長たけたアスカロンアームズを操ることから『守護女め神がみ』の異名をとる。

　貴重な知人ではあるが、さほど親しい仲ではない。少なくとも大句はそう思っている。

「なんでそんなところに突つっ立ってるんだ？」

「たまたまです、たまたま！　誰かを待ってたわけではありませんの」

「はあ……」

　どう見てもピンポイントで大句を睨みつけていたようだったが……。

　清羅は慌あわてた様子で話題を変え、

「しかし考えれば考えるほどあり得ないですわ。一年間、まったく便りをよこさないばかりか、わたくしに気づかないなんて……本当に人を苛いら立だたせるおひと」

「いや、ずいぶん大人っぽくなっていたからわからなかったんだ」

　大句が何気なく言うと、清羅は黒い瞳ひとみを少しだけ伏せて、

「それは……綺き麗れいになったという意味ですの？」

「え……？」

「……」

　微び妙みような沈ちん黙もくが流れる。

「べ、別にそう言えといっているのではないですし、期待しているわけでもありません。勘かん違ちがいなさらないで！」

「あ、ああ……」

　大句は少し気け圧おされてこくんと頷く。

　清羅は照れているのか、横を向いていたが、

「こんなところで偶ぐう然ぜん会ったのですから、良かったら、その……一いつ緒しよに学校へ参りましょう」

　ようやくかすかにほほ笑んだ。




　爽さわやかな潮風を浴びながら、ふたりは高こう架かのデッキを学園へと向かう。

（ん……？）

　あたりから、清羅お嬢じよう様さまだ、清羅お嬢様が男と歩いているぞ、などというささやきが聞こえてきて、落ち着かないことこの上ない。

「す、すみません、大句さん」

「いや……。ところで、なんで清羅『お嬢様』なんだろうな」

「マスコミに取り上げられたときにつけられましたの。他にも令れい嬢じよう騎き士しとか清らか騎士とか、いろいろと……」

　照れくさいのか、頬を赤らめる清羅。

　そんな恥じらい令嬢と歩を進めていくと、遠くに潜せん水すい船せんのターミナルが見えた。

「そういえば大句さん、潜水船でヨーロッパから東京についたばかりのようですけど、体の疲れは大だい丈じよう夫ぶですの？」

「大丈夫だ。新型の潜水船で旅程が短縮して、たったの十日しかかからなかった」

「そうなんですか……。それでも、十日は長いですわよね」

「昔は一か月もかかったようだから贅ぜい沢たくは言えないだろうな」

「空を飛べれば移動も早く済みますけど。でも、考え方を変えれば――それだけ地球を広く感じられるということですわ。旅の浪ろ漫まんを感じませんか？」

　ドラゴンが空を支配しているため、いまは航空機も衛星も使えない。通信は全すべて海底のケーブル越ごしで、国際移動も潜水船だ。

「広いと感じる……か。どうだろう。狭せまい広いで言えば俺たちの世界は確実に狭くなってるからな」

　そう、人の世界は狭くなってしまった。

　たとえば、東京都でまともに人が生きていけるのはここ東とう京きょう水すい区くだけだ。

　ドラゴンは海を嫌きらう。人類は比ひ較かく的てき安全な沿岸部や湾わん岸がん部ぶに都市を築き、へばりつくようにして命脈を保つのがやっとだった。

「昔は多た摩まの山のほうにまで人が住んでいたらしい。信じられない話だな」

「わたくしは、いまの東京も好きですけれど。水都、という趣おもむきがあって」

「ウォーターフロントなのは世界中どこでもそうだ。ストックホルムも似たようなものだった」

「もう。大句さん、さっきからなんなんですの、ああ言えばこう言って。そんなにわたくしのことがお嫌いですの？」

「いや、そういうつもりはない。ただ……」

「ただ？」

「俺は清羅が、ドラゴンに空を奪われてしまった現状を、無理に肯こう定ていしているように感じる」

「…………」

　ふと大句の目が、港の向こうへと飛んだ。

　穏おだやかに波打つ東京湾の向こう。対岸には、かつての品川区や港区――墓標のようなビルの群れが見える。ゆうべ未々桜エルという少女と出会った場所であり――母や妹と暮らした大句の故郷でもあった。

　清羅も大句の視線をなぞるように、対岸にそびえるビルの稜りよう線せんを見やる。

「もうあれから五年以上もたつんですわね……」

「ああ、そうだな」

　ふたりが思おもい浮うかべたものは同じだろう。

　五年半前の十二月二十五日。

　対岸に唯一残っていた「かつての東京」が崩ほう壊かいした日。

　世界中に衝しよう撃げきを与えた、あの――。

「…………」

　清羅の端たん整せいな顔がたちまちかげる。

「大句さん、わたくしは空を奪われた現状を肯定しているわけではないんですの。ただ――人はもう飛べません。飛ぶべきでもありません。無謀な夢を追ってはいけません」

　清羅は対岸の空を見上げ、悲しげにささやく。




「小夜啼鳥ナイチンゲールは鳴かなかったのですわ」





※






　人が最初に空でドラゴンに敗れたのは五十年前。モスクワの空だった。

　人が二番目に空でドラゴンに敗れたのもまた五十年前。シカゴの空だった。

　人が三番目に空でドラゴンに敗れたのもまた五十年前。北京の空だった。




　そして、人が最後に空でドラゴンに敗れたのは五年前――東京の空だった。




　――『ナイチンゲールクライシス』。




「兄さん、見てください。ナイチンゲールが飛んでいきますよ」

「ああ！　あれなら勝てるよ！」

　大句はいまでもハッキリと覚えている。

　何十機という純白の戦せん闘とう機きが、おおおおんとターボファンの音を勇ゆう猛もうに響ひびかせて、滑かつ走そう路ろから空へ舞まい上あがっていく光景を。まだ生きていた翼とともに、胸を躍おどらせて見守った、あのクリスマスの日。

　多任務戦闘機『ナイチンゲール』。

　大気中のエーテルが伝えるドラゴンの意思に抵抗できるよう、人間の『精神』と感応させて駆く動どうさせる次世代の戦闘機だ。これでドラゴンと戦えるのなら、人類は一気に、ドラゴンを掃そう討とうできる。幾いく度どとなく敗れた空で勝てる。

　世界中の期待を背負って、白い翼たちは、攻こう撃げき目標である富士山めがけ飛び立った。




　――一機も帰ってこなかった。




　それどころか。




　――かわりに降ふってきたのは隕いん石せきだった。




　空を侵おかされたドラゴンたちは怒いかり狂くるった。ふだんはバラバラのドラゴンたちが、このときばかりは力をあわせ東京に襲しゆう来らい。複数の個体による決戦魔ま法ほう《隕石落としメテオストライク》が炸さく裂れつし、二十万人以上の犠ぎ牲せい者しやを出だす『ナイチンゲールクライシス』が引き起こされた。

　被ひ害がいの大きかった港区や新宿区など、当時わずかに残っていた人の住める旧東京エリアも放ほう棄きが決定され、東京の指定居住区域は水区のみとなる。




　そして、この『ナイチンゲールクライシス』の日――翼は死んだ。





※






「…………」

　清羅は精せい緻ちに整った顔にたっぷりの憂うれいを浮かべ、切れ長の目を伏せている。大句のほうを見ようとしない。避さけるような気配すらある。

（もしかして……責任を感じているのか？）

　なぜなら、ナイチンゲール計画を強ごう引いんに推おし進すすめたのが、世界でも有数の企業グループ、皇城グループであり、清羅は皇城グループを牛ぎゆう耳じる皇城家の令嬢だからだ。

　バカバカしい。あれは誰が悪かったわけでもない。清羅どころか皇城グループも悪くはないだろう。ただ、人が空でドラゴンに挑いどみ、空で負けた。その結果が悲劇につながったというだけだ。

（俺といると余計、責任を感じる……？）

　清羅はあの惨さん劇げきがきっかけで大句が家族を失ったことを知っている。被害を受けた大句が目の前にいることが、心を苛さいなむのだろうか？

　……わからない。そして、大句はそのことをいちいち確かく認にんするような性格ではない。

　沈黙のまま歩いていると、学園の門が見えてきた。

　騎士学園東京校。騎士機関の支部に必ず併へい設せつされる学校で、初等部から高等部まで同じ敷しき地ちにある。

「…………」

　清羅はずっと黙ったままだ。大句はさすがに何か言おうかと迷う。

　皇城グループの責任ではない、清羅は悪くない、俺個人も皇城に対してなんとも思っていない――そんな言葉を脳内に浮かべつつ、でも唐突にこんなこと言い出したら不自然だろうか、言うとしたらどういう言い方がベストかなどと懊おう悩のうし、そして。




「あーーーーーーーーーーっ、触手えっち魔じゃない！」




「…………この声は……」

「オオク、おはよーーっ」

　門の向こう。桜の咲さく校庭から、未々桜エルが生徒たちをひょいひょいかわしつつ、こちらにダッシュしてやってきた。

　エルは清羅とも面識があるようで、親しげに挨拶をする。

「セイラもおはよー！　……っていうか、ふたり知り合いなんだ？」

「それはわたくしの台詞せりふですわ。未々桜さん、大句さんとお知り合いなんですの……？」

「うん。昨日知り合ったのよ」

「そ、そうですか。ところで……え、え、え」

「え？」

「えっち魔ってなんなんですの？　まさかおふたり、もういやらしい関係に？」

「けっこう凄いことはされちゃったかも……。えへへ」

　ほんのりと頬を染め、ね、という顔で大句を見るエル。いかにも何かありましたという反応だ。

　大句は焦あせる。

　清羅は騎士としては勇ましく戦うが、根は純じゆん粋すい培ばい養ようの箱入りお嬢様だ。特に両親が異性がらみのことには厳しかったらしく、大人っぽい見た目とは裏腹に、この手の話に対する免めん疫えきはゼロ、いや、下手をするとマイナスである。

　案の定、真っ赤になって黙り込んでしまった。

「なんか勘違いしているようだが、俺とこいつは別にだな」

「…………」

「おい、清羅？」

　石化している？

　大句は清羅に顔を寄せ、小声で、

「精神調律しただけだ」

「……あ、ああ、そうなんですか……」

　とたん石化が解かれる。清羅は大句の事情を知っているのだ。

「お、驚おどろきましたけど、よく考えれば当然ですわ。わたくしたちまだ高等部の一年生ですもの。い、いやらしいことなんてするはずありません」

「あたし裸はだかにされていじりまわされちゃったんだけど……」

「は、裸でいじ……!?」

　またしても一いつ瞬しゆんで赤面石化する清羅。

　大句も赤くなる。エルも赤い。周囲の生徒たちからはなんだあの三人という視線。

　清羅にどう説明すれば良いか、大句は真しん剣けんに頭を回転させるはめになった。





※






　騎士学園高等部一年一組。

　それが大句の所属するクラスである。

　騎士の命とも言うべきアスカロンアームズと『精神』を連結できるのが、十歳前後から二十代半ばまでのため、騎士はみな若い。ほとんどの者が学業と兼けん務むしており、各支部の機関校に通うことになる。

「天星大句です。……よろしく」

　転校生ということになるので、朝のホームルームで挨拶をさせられた。目立ちたくないのでさっさと席につきたい。

「はい天星くん、工く夫ふうのカケラもないクソつまらん挨拶ありがとう。ちなみにわたしはあみちゃん先生です♪　漢字は亜あ宮みや網あみと、なんだか中国語のような字を書くんだぞー」

「……」

　担任教師はタレ目でちょっとゆるめの体をした妙みよう齢れいの女性だった。テンションが高くて愉ゆ快かいそうな人だが、大句はちょっと苦手なタイプかもしれない。

　一学年に一クラスしかないため、同い年の大句、エル、清羅はみな同じクラスだった。エルと清羅は後ろのほうに座すわっている。

「さてさて、それでは転校生の天星大句くん。元騎士のあみちゃん先生が、あなたの知識の網がどれくらい張はり巡めぐらされているかチェックしちゃいます。網だけに」

「知識チェック？　ふつうそんなことしますか？　しかもここで立ったまま？　せめて着席してからでは？」

「騎士の戦いに常識はない！　いついかなるときも臨機応変な対応が必要でしょ？　先生、そういう男の子のほうが好きだな。ウン、そういう男の子を乱らん獲かくしたい。網だけに」

「オオク、がんばれー！」

　エルから声せい援えんが飛ぶ。恥はずかしい……。

「は、早く始めてください」

「それでは、基本中の基本から。ドラゴンの特とく徴ちようを三つのベよ」

「『山に住み』『空を支配し』『海を嫌う』」

「あらあっさり正解。先生つまんない」

　ドラゴンは山さん岳がくに生息する。雌し雄ゆうで生せい殖しよく行こう為いをして繁はん殖しよくするが、それはあくまで同じ場所を住すみ処かにして、本能的に種を残しているだけ。人間のような社会性――家族や親子という概がい念ねんも、もちろん組織もない。

　山岳を攻せめたときその山にいるドラゴンたちが集団で応戦することはあるし、複数のドラゴンが都市に襲来することもあるが、協力し合っているのではなく、本能に従いただ同じ行動をとっているだけだと言う。

　例外は空を侵したときくらいで、このときだけは団結する。なぜそこまで空にこだわるのかは不明で、種の本能だと言われている。

　海を避けるのは、海水にはエーテルを薄うすめる性質があるからだ。海水を浴びても死ぬわけではないが、エーテルが薄まれば薄まるほど弱体化するため、本能として滅めつ多たに近寄ろうとしない。

「はい、では次の質問。どうしてドラゴンは低地ではなく山に生息するの？　……未々桜エル！」

　突とつ然ぜんビシッと指さされ、エルが肩をびくっとさせる。

「ふぇーっ、あたし!?」

「ふふふ騎士は臨機応変って言ったでしょ。答える！」

「それは高いところほどエーテルが濃こいから。あいつらエーテル大好きだし」

「そうですね。高度とエーテル濃のう度どはおおむね比例する。エーテルが濃いほどドラゴンは活性化するので、だから高い山ほど掃討するのが難しい。一いつ般ぱん常識ですね」

　つまり、高いところほどドラゴンは強くなる。

「はい。でも、あたしはいずれ富士山とか、モンブランとか、エベレストとか、そのあたりの高い山も全部落とすの」

　クラス中に、また始まったか、という呆あきれた空気が流れる。

　エーテルの濃い高山は難なん攻こう不ふ落らくだ。

　騎士は身体能力が増強されるため、高山でも問題なく戦えるが、相手のドラゴンが活性化されてしまう。

　人類は数年前まで二千メートル台後半の山岳を攻こう略りやくするのが限界だった。富士山は三千メートル以上、エベレストに至っては八千メートル以上の標高だ。軽々しく「落とす」などと言える山ではない。

　亜宮は世界征せい服ふくを宣言する幼よう稚ち園えん児じを相手にするように、

「はいはい。夢はでっかく。いいことよ未々桜さん」

「あたしは本気です！」

　亜宮は視線をエルから大句に向けて、

「まあこんなところかしら。ごくごく基本的なことをおさらいしてみたのは、基本を大切にしていると、いろいろ幸運がひっかかるものだからです。……先生も主にラブ方面で幸運をひっかけたいな。網だけに！」

「…………。席、つきます」

　大句が最さい後こう尾びの窓まど際ぎわという自分の席につきひとごこちついていると、不意に足元からかさりという音がした。丸められた紙くずが転がっている。

　拾って広げると、かわいらしい魚やパン、白米のイラストとともにこんな文字。




　オオク、いっしょにお昼たべよ




　顔を上げると、にっこり笑うエルと目があった。





※






「――あたし、あんたに興味もったから」

　昼休きゆう憩けい。そう言って接近してきたエルから大句は――遁とん走そうした。

「ちょっとオオク、なんで逃にげるのよ？」

「ゆうべ言っただろう。俺おれは冷たくて乾かわいていると。無む駄だな馴なれ合あいはしない主義なんだ」

　本音を言うと女子とふたりでランチなど恥ずかしいからなのだが、それは口にしない。

　ついてくるエルを突き放はなそうと、足早に廊ろう下かを突き進む。

「わかった、捕つかまえてみろってこと？　いいわよ、わくわくする」

「…………」

　渋じゆう面めんになる大句に対し、やたら楽しそうなエル。

　なんだかシャクで、ますます逃げたくなる。

「えへへ、待てっ、オオク！」

「ふんっ、捕まるかっ！」

　急ぎ足で一階の中庭に出て後ろを振ふり返かえる。エルは文字通り胸を弾ませながら、すぐ後ろにいた。全然引き離はなせていない。

（くそ、撒まいてやる！）

　大人げないとは思うが、こうなると大句も意地だ。

　中庭の向こう側に向けて小走りに駆かけ出すと――。

「追いかけっこなら負けないわよ!!」

　エルは床ゆかに手の平と膝ひざをつくと、腰こしをくいと浮かす。陸上選手のような綺麗なフォームで猛もうダッシュ！　あっという間に距離を詰つめて大句を捕まえてしまった。

「ふふん、短たん距きよ離りタイムもちのあたしからは逃げられないわよ？」

「そ、そこまで本格的な走りを披ひ露ろうするか？　こんなことで……」

「やるからには全力を尽つくす。そう心がけているの」

　大句はエルに手首をつかまれて、テラス席へ連行される。

　ふたりでテーブルを囲んで座ると、正面のエルは頬ほお杖づえをつきニコニコと楽しそう。

「あたし、あんたに興味もったから」

「二度目も言うな、二度も」

「返事してってことよ、あたしも恥ずかしいじゃない」

　大句は黙だまり込む。

（興味もったって……どういう意味だ？）

　調律器官を使ったので、なんだこいつ、という好こう奇き心しんはもたれただろうが……。

「ちょっと、なんか言ってよ」

「じゃあ言ってやる。――――外ハネ寝ねぐせついてるぞ、そこ」

　大句はエルの側頭部を指さした。髪の毛けが数本、外側にカーブしている。

　エルは「えっ」と赤くなると、わさわさと頭に手をやって、

「あ、あたしハネやすいの。ちゃんとブローしてるんだけど……どこ、さわって？」

　大句につむじを向け、グイグイと頭をよせてくる。

　甘あまいシャンプーと髪の毛が入り混じったにおいが鼻び孔こうをくすぐり、大句は胸が騒いでしまう。

「つ、つむじを押しつけてくる必要はないだろ。こっちから見て右だ、右」

「ん、ありがと」

　エルはポケットから折おり畳たたみ式しきのクシを取り出すと、髪の毛をとかしながらほほ笑えんで、

「ね、オオク。あんたってけっこう恥ずかしがり屋やさんなのね？」

「……なんでだ？」

「昨日も今日も、あたしから遠ざかろうとしているじゃない？　それに、女の子にも気軽に触さわれないみたいだし」

「そ、そんな気軽に触るわけないだろ……」

「ふふ、日本の男の子って恥ずかしがり屋なのよね」

「まるで日本人じゃないみたいだな」

「そうよ。あたしマルティーグ人だもの。未々桜は母さまの旧きゆう姓せいで通つう称しよう。本名はエル・ド・マルティーグっていうの」

「なに？　ハーフってことか？」

「うん。日本人とマルティーグ人のね…………まあ、マルティーグはもうないけど」

「そうか…………ん、待てよ。マルティーグだと？」

　いつだったか、地中海の小国がたった一体の最高知性種に都市機能を壊かい滅めつさせられ、生き延びた公女殿でん下かが騎き士しをやっていると聞いたことがある。

　その国の名前は確かマルティーグ公国といったはず……。

「なるほど。あんたがあの亡国の姫ひめ騎き士しか」

「姫騎士、えへへ、確かにそんなふうに呼ばれることもあるわね」

「――お姫ひめ様さまで、アームズは桜の花弁を舞い散ちらす《チェリーブロッサム》。それらから、未々桜さんは『空飛ぶサクラヒメ』という異名をもっていますのよ」

　涼すずやかな声に顔を上げると、いつの間にかテーブルの横に、ちょっと不ふ機き嫌げんそうな清羅が立っていた。

　手にトレーをもち、そこにはドンと盛られた大量の野菜。テラス席の向こうにあるレストランから調達してきたのだろう。

（……なんだか嫌いやな予感がするんだが）

　清羅はテーブルに置かれた大句の昼食をギロリと見やる。総菜パンがふたつのみ。

「なんですの、そのバランスの悪いお食事は！　いいですか、騎士は偏へん食しよく厳禁ですのよ！」

「あ、おい……」

　有う無むを言わさず取り皿が目の前に置かれ、野菜が盛られていく。セロリ、レタス、パセリ、トマト……。

「俺、トマト嫌いなんだが」

「…………ふんっ」

　言うとますますトマトが集中的に盛られ、皿が赤く彩いろどられていく。

　妙みように機き嫌げんが悪いようだが……。

「まったく……高校生にもなって学校でキャッキャと追いかけっこなんて……。わたくし、目め眩まいがしてきましたわ…………あんなに仲良さそうにして……」

「いや、俺とこいつは別に仲良しでもなんでもない」

「ううん、あたしとオオクは仲良しよ」

「いつ仲良しになったんだ、いつ」

「いつって、そりゃあ…………」

　するとエルは頬ほおをポッと赤らめて、

「ゆうべあんなえっちなことして、それで他人だって言うの？　あたし、おっぱいとかお尻しりとか……ごにょ……とか男の子に見られたのなんて生まれて初めてなんだけど」

「おいっ。おいおいおいっ！」

　姫様だろうが、発言は慎つつしめ！

　横を見ると――。

「…………」

　ほら、案の定清羅が立ったまま赤面石化しているだろうが！

「くそ、俺がえっち魔まだったらそっちは淫いん乱らん姫ひめ騎き士しだ……」

「ひどっ。淫乱かどうかなんてまだわかんないじゃない！」

　エルは興奮したのか勢いよく立ち上がった。

　その弾はずみで椅い子すが倒たおれ、後ろにいた誰かにぶつかってしまう。




「おやおや、これは痛いじゃありませんか……」




　冷たい声が降ってきて、三人が一いつ斉せいに視線を向ける。

　フレームのない眼鏡をかけた長身痩そう躯くの男子が、細い目で大句たちを見下ろしていた。

（こいつか……）

　嫌いや味みな性格で有名な狭はざ間まという騎士だった。いわゆる嫌われ者ものだが、騎士としての能力は高い。

「どうもこんにちは、皇城三等」

「狭間四等……いえ、狭間さん、学園では騎士の階級で呼び合う必要はありませんわ」

「これは失礼。僕ぼくは二十四時間心が騎士ですから、どこでも階級で呼ぶのが当たり前になっていまして」

　騎士の階級は、軍隊の階級のようなもので、一等位から九等位まである。数字が若いほど高位だ。

　狭間は典型的な階級主義者のようで、自分より階級が上の清羅には多少のリスペクトがあるようだが――。

「ほう、そちらのおふたかた」

　大句とエルのことは小こ馬ば鹿かにしたようにねめつける。ふたりとも階級が九等位だからだろう。

「『逃げの天星』と『飛べない翼』――。申し訳ないが、底辺、という存在ではありませんか。優ゆう秀しゆうな三等が相手をする価値があるとはとうてい思えませんね」

　さすが嫌味で有名な男である。口を開いたとたん悪あく罵ばが始まった。

「天星九等は確か、転属していた先はストックホルムでしたよね。きっと北ほく欧おうの金きん髪ぱつ美女とよろしくやられていたのでしょう。羨うらやましい。…………ところで向こうでのドラゴン撃げき墜つい数は？　まさかゼロのままではありませんよね？」

「……」

　大句が無視すると、狭間はいやらしそうに笑って、

「ほほう、返事がないということはゼロのままだと。サポートに徹てつし、ときどき見事な逃げっぷりを披露する『逃げの天星』健在ですか。まあそうでしょうね。人はそう簡単には変わらない。いえ、変われない生き物ですから」

　大句は何も言い返さない。こういう手合いは相手をすると余計につけあがる。清羅もそう思っているのがわかる。そう、ここは皆みなで無視するのが賢かしこい選せん択たく――。

「はああ？　あんた何言ってんの!!　変わろうと思えば変われるわよ！」

　約一名が思い切り反応してしまった。

「おお怖こわい。そういえばあなたの飛行能力、使いものにならないようですね。まさに文字通りの落ちこぼれだ」

　エルが怒り、真っ赤になって反論しようとすると、清羅が鋭するどい眼光を狭間に送る。

「狭間さん、言葉には気をつけたほうがよろしいんじゃありませんの？　いらぬ災わざわいを呼びますわよ？」

「……。これは失礼いたしました」

　慇いん懃ぎんに一礼をしてから去っていく狭間。

　エルはその背中に向かって舌を出し、

「なにあれ、すっごい性格悪そう。ていうか悪い！　べーーーーっだ!!」

　ひとしきり、どっかいけ、破産しろ、落第しろなどと文句を言ったあと、くるりと大句のほうを向いた。

「あと、なんかバカなこと言ってたわね。オオクが撃墜ゼロなんて。そんなわけないのに。ね、オオク？」

「……」

「あたし、ゆうべ見てたらあんたの力わかったもの。まさかゼロなわけない」

「……」

「なに黙ってるのよ」

　エルは訝いぶかしげに何度かまばたきしていたが、大句の沈ちん黙もくの意味を理解したらしく、

「うそ…………本当にゼロなの？　なんで!?」

「俺には生きる目的がある。それに沿って生きている」

「なにそれ、どういうことよ!?」

「……」

「わけわかんない。ねえ、オオク。黙ってないで――」

　エルがなおも食ってかかろうとした、そのとき。




『西方よりドラゴン接近の動きあり。現在距きよ離り、個体数は――――』




　突とつ如じよけたたましい警報が鳴なり響き、大句たちは顔を見合わせる。

　ドラゴンの飛来だ――。

　アナウンスはひきつづき騎士の迎げい撃げき準備を促うながす。あたりは騒そう然ぜんとなり、生徒たちの顔つきが険しくなっていく。

「オオク、話はまた今度ね。出しゆつ陣じんよ、出陣!!」

　エルはこうしてはいられないとばかりに身を乗り出すが、ふと足を止め、

「あたしあんたが『逃げの天星』だなんて信じたくない。見せつけてよね、あんたの力！」

「………」

「さー、飛ぶわよ。全ぜん力りよく天てん翔しようっっ!!」

　言いたいことを言うと、エルは生徒たちの間を全力ダッシュで駆け抜ぬけて行った。

「………」

　その背中を見つめる清羅が、やたら憂いの表情を浮かべている。

「あいつが飛ぶことに反対……というか心配なのか？」

「人は飛ぶべきではありませんもの」

「…………」

「わたくしは未々桜さんと違ちがって臆おく病びようなのかもしれません。だから、飛ぶより――守りたいと思うんですわ」

　守りたいと言ったとき、清羅は大句への視線を強めたが、大句はそれに気づかなかった。

「確かに清羅は『守護女め神がみ』だ。防衛戦――うってつけの機会だな？」

「うってつけの機会というのは、大句さんにとってもではありませんの？」

　言われた大句は、腹に手をあてた。

　ぞくん…………とした衝しよう動どうを感じる。前回、捕ほ食しよくをしたのは二か月前になる。あと一か月がリミット、というところ。それを越こえてしまったら、大句の自じ我がはのっとられる。

　ドラゴンの飛来は、ある意味好都合――。

「大句さん、わたくしたちも参りましょうか。大切なものを守るために」

「そうだな。互たがいの健けん闘とうを祈いのろう」





※






　ドラゴンはとても気まぐれだ。

　ふだんは山地付近をうろついているのに、ときおり思い出したように、人間の都市を襲おそう。破は壊かいの本能に突つき動うごかされた彼かれらは、このときばかりは海の近くまでも飛来するし、同じ山から複数で襲ってくることもある。

　遠えん距きよ離りレーダーで西方よりドラゴンの飛来を察知した騎士機関は、水区の要所に駐ちゆう屯とんしている守備隊以外にも、迎撃部隊を編成することを決定。奥おく多た摩まの山地から東京水区に向かってきたドラゴンを、かつての品川区一帯にて迎むかえ撃うった――。




「あ……や、いやあ……」

　ひび割れたアスファルトに、幼い少女の騎士が腰をついて怯おびえている。

　騎士衣はところどころ破れ、『精神』との連結を遮しや断だんされてしまったのか、アスカロンアームズを手にしていない。

　絶望に彩られた瞳ひとみが見上げる先――上空には一体の青色竜。赤色竜よりは知性があると言われる個体で、その証しよう拠こに、頭上に魔ま法ほう陣じんを展開している。

　ずずずずずずず。

　魔法陣からせり出してくる――《火球フレイムボルト》の魔ま法ほう。

「やあああああああああっっ」

　少女が絶ぜつ叫きようした瞬しゆん間かん、魔法陣から灼しやく熱ねつの《火球》が放たれる。迫せまり来る死の恐きよう怖ふに少女が顔をそむけた、そのとき――。

「皇城清羅、何があってもお守りします！」

　長い黒くろ髪かみをなびかせて、騎士姿の清羅が颯さつ爽そうと推参。少女の盾たてとなった。

「わたくしの鉄てつ壁ぺき、破れるものなら破ってごらんなさい!!」

　清羅が手にするアスカロンアームズは『巨きよ大だいな傘かさ』――全長六メートル十九センチ、重量六・一トン、６―６シツクスシツクス級クラスの《鵯ひよどり・鳳ほう凰おう丸まる》だ。

　極きわめて高い魔ま法ほう耐たい性せいを持ち、鉄壁の防ぼう御ぎよを誇ほこる。

「《鳳凰丸》、反射してっ!!」

　清羅の命令を受けた巨大な傘が、内側から精神薬やつ莢きようの水蒸気をもうもうと噴ふん出しゆつしながら機動。飛んできた《火球》を見事に弾はじき返した。

　跳ちよう弾だんのようにリターンした《火球》は、空中にいた青色竜の頭を飲み込み――一瞬で消し炭と化す。

「そこのあなた、お怪け我がはありませんか？」

「は、はい。あの、皇城三等、何かお礼を……」

「ふふ、お礼なんて無用です。ただ生きて、戦ってくれればそれで十分ですわ」

　清羅が髪かみをかきあげ、凛りん然ぜんと言い放つと、騎士の少女はぽうっと見とれたような顔になった。また一名、東京支部に清羅の信者が増えたかもしれない。

　するとそこに、騎兵槍ランスを持ったエルが駆け寄よってきた。

「さすがセイラ、神かみ業わざのような傘芸ね！」

「未々桜さん、傘芸と呼ぶのはやめてくださるかしら……」

　何体か連続で飛来したドラゴンは、騎士たちが《戦咆哮ウオークライ》で誘ゆう引いんし、大半を打ち取っていた。

「あたしの出る幕はないっぽいわね。残念だけど、まあ、いいことだろうし」

「ええ。騎士にも市民にも被害はなく終われそうですわね」

　エルはうん、と頷うなずくと何かを気にする顔になってあたりを見回す。

「そういえばオオクはどうしたんだろ？」

「大句さんは…………」

　事情を知る清羅は口ごもるが、エルは目ざとく「それ」を発見してしまった。

「……あああっ!!」

　ぎりぎり視界におさまるという、はるか遠く、うち捨てられた品川駅のほう。

「きゃーーーーーーっ、助けてーーーーーーーーーーーーーーっ」

　エルの瞳が、わざとらしい悲鳴を上げて赤色竜から逃げる大句の姿をとらえた。




『クイタイ、クイタイ、クワセロ!!』

「いーーやー、死ぬーーーっ」

　道路をひたすら駆け抜けていた大句は、ふと、真顔になって足をゆるめた。

（……本隊からはだいぶ離れたか）

　ここまで来れば誰にも見られないだろうが、念には念を入れよう。

　大句はちょうど目の前にあった地下鉄の入口に飛び込んだ。

「やだーーーーっ、死にたくないーーーーーっ」

　地下鉄の遺構に悲鳴が反はん響きようする。そして、それをかき消すようなどん、どん、という足音。赤色竜もあとを追って侵しん入にゆうしてきたのだ。

『クワセロ!!』

　いかにも知性の低そうなダミ声が頭に響ひびく。

（そうか、そんなに喰くいたいか）

　真っ暗な構内で、大句は足を止め――。




「それはこっちも同じだ」




　振り向むくと、暗くら闇やみのなからんらんと輝かがやく赤色竜の瞳どう孔こうと目があった。

　――ぞくん、と衝動が強まる。

　ぞくん……ぞくん……ぞくんぞくん……ぞくんぞくん、ぞくんぞくんぞくんぞくん。

　早はや鐘がねのような鼓こ動どうが全身を震ふるわせ、『精神』が一気に《高こう揚よう》する。

『イタダキマス！』

　大句が何者かを知らない、憐あわれな赤色竜は床を激しく踏ふみ鳴らしながら飛びかかってくる。

　大句は獰どう猛もうに笑うと、迫り来る赤色竜めがけて右手を突き出だした――……。




「……ふぅーーーーーーっ。助かった、か…………」

　大句は安あん堵どの色を浮うかべ、長い息を吐はき出した。

　ドラゴンを喰らったので、捕ほ食しよく衝しよう動どうは収まっている。

　これでもうしばらくは大だい丈じよう夫ぶだ。目的のために、生きられる。

　口を腕うででぬぐいながら、床に転がる外傷のない赤色竜の死体をまたぐ。

　腹も満たしたことだし、何食わぬ顔で地上に出て、本隊と合流しよう。離り脱だつを咎とがめられたら、いつものように逃げ惑まどっていたと言えばいい。

　大句は一歩踏み出して――。




「――オオク？」




　闇やみに響く声に、心臓が激しく拍はく動どうした。一瞬、また衝動が起きたのかと錯さつ覚かくしたが、単に驚いただけだった。

　拍はく車しやの音を響かせながら、地下鉄の階段をエルが降りてきた。

「……逃げていくあんたが見えたから追ってきたのよ。やばい、助けなきゃと思って」

（しまった……俺としたことが、気づかなかった……）

「実は、情けないなってちょっとガッカリしたけど……でも追いかけてきて良かった。だって――」

　エルの視線が大句の足元に向けられる。

「そうやって、ちゃんとドラゴンを倒せるってわかったし」

「――！」

　心しん拍ぱく数すうが一気にはね上がる。

「どこから見ていた？」

「なんか口を拭ふいているとこからよ」

（ああ、そこからか。良かった……）

　安堵する大句とは対照的にエルは怒おこった顔になる。

「あんた駄だ目めじゃない！　本気出さないと！」

「え？」

「倒せるんだったら、ふだんから全力出しなさいよ！　出し惜おしみなんて、あたし嫌きらい」

「…………」

　大句は無言でエルの脇わきを通とおり抜け、階段を上がる。あとはしらばっくれて本隊と合流しよう。エルも後をついてくるだろうし、それで問題はない――。

「――待ってよ。そのドラゴン、なんで傷ついてないの？」

「――!?」

　階段の途と中ちゆうで大句の足が止まる。

「あ、そっか。触しよく手しゆで倒したのね」

「……触手ではなく調律器官だと何回言えば……」

「それを人に見られたくない、と。そういうこと？」

「…………」

　どんどん図星をつかれ、気まずい大句はそそくさと地上に出る。

「こらっ、オオク待てっ」

「さて、今日のこれからの天気と、エーテル濃度はどうかな？　今日の夕飯はどうしよっかなあ？」

　すっとぼけて歩きだそうとするが、すぐに回り込まれる。

「ね、オオク、あたしあんたに興味あるって言ったわよね。でも――」

「前言撤てつ回かいか？」

「ごめん」

「そりゃそうだ。俺、怪あやしすぎるもんな」

　自じ嘲ちよう気味に言って大句は立ち去ろうとする。

　しかし――エルの口をついたのはこんな言葉だった。

「興味あるなんて軽い。本気で知りたくなったわ。教えて、オオクのこと」

「え？」

「ねえあんた――何者なの？」





※






　何者かと問われたとき、人はどう答えるのだろう。

　天星大句は、男で、日本人で、騎士で、高校生で、そして――。




『竜りゆう喰くらい』である。




　生まれる前、『精神』にドラゴンの『精神』を融ゆう合ごうさせられている。

　調律器官などという奇き妙みような力を持っているのも、ドラゴンの言葉がわかるのも、その精神融合したドラゴンの力が発現しているからだ。

　しかしである。たとえば――クールな顔と声で、

「フッ、俺は生まれ持った宿命さだめをもつ『竜喰らい』だ」

　などと言ったらどうだろうか。「やだ、ちょっとこの人……」という顔をされる可能性が高いのではないか。

　だから大句は、もう少しマイルドに自分の本質を伝えることにした。

　夕暮れ空の廃はい墟きよをふたりで歩きながら、エルに極めて真しん剣けんな顔でこう告げる――。




「――俺が妹なんだ」




　その言葉を聞いたエルは、ぱちぱちと大きくまばたきをしたあと、ぴくっと眉まゆを動かし、

「やだ、ちょっとこの人……」

「むっ」

　結局、懸け念ねんしていた結果になってしまった……。

「あたしが聞きたいのはそんなことじゃないの。なんでドラゴンをまともに倒さないのかってこと」

「だから、それの答えがいまのだ。俺の『生きる目的』だ」

「……妹になりきるってこと？　でもそれはまさか違うだろうし……」

「いや、それが近いな」

「えええええっ!?　やっぱりちょっとこの人……」

　大句は逡しゆん巡じゆんした。これ以上、エルに説明するかどうか。説明するとしたら、自分のことをほぼ全すべて語ることになる。

（まあ――良いだろう）

　出会ったばかりの相手だが、エルは無邪気に自分を賞賛し、何度か追ってもきてくれた。せめてその気持ちには、応こたえなくてはと思う。

　大句は自分の右手を忌いま々いましそうに見下ろして、ぽつりと吐き出した。

「俺は――妹を喰らったんだ」




　あの日――。

　――「見ていろ、翼。お兄ちゃんが――――人間の力を見せてやる!!」

　大句は内に宿された強大な『竜喰らい』の力を初めて解放した。

　その結果、力をコントロールできず『精神』の状態が《暴走》。

　宿されたドラゴンの特質――『精神捕食』によって、翼の『精神』を奪うばい、喰らってしまった。




「……」

「あんたがうまく飛行能力を扱あつかえないようなものだな」

「……いまはコントロールできるってことなの？」

「いまもコントロールはできない。だが、抑おさえはきく。妹のおかげだ」




　本来、『精神』が《暴走》と化した場合、二度と自我は取とり戻もどせない。

　だが、大句は妹の精神を喰らったあと、自分を取り戻した。

「妹の『精神』を喰らったことで、偶ぐう然ぜん、二度目の融合が起きたからだ」




　一度めの精神融合でドラゴンの『精神』が宿され、いったん《暴走》する。

　二度めの精神融合で妹の『精神』がまざりあい、自我を取り戻す。




「ただし、捕食衝動と言って、定期的に精神を喰らわなければいけない副作用がある。特にドラゴンを相手にすると、強く感じる」

「それを放置したら……」

「いずれ――《暴走》だな」

「……」

　エルはさすがに顔を強こわ張ばらせて、黙り込んだ。

「そこで最初の答えにつながる。妹の『精神』が融合したおかげで、俺は自我を保っていられる状態だ。五年前、それについてどう考えたと思う？」

「オオクみたいな超ちよう絶ぜつ上級シスコンだとしたら――」

「俺はたぶん普ふ通つうのシスコンだ！」

「妹と……一心同体になった、とか言うの？」

「その通りだ。だから俺が妹なんだ」

　妹の翼はドラゴンも殺したくないというような、優やさしい子だった。

　自分が妹だとしたら、ドラゴンはできるだけ殺してはいけない。《暴走》を防ぐ捕食ぐらいにとどめるべきだ。

「……なによ……それ……」

「妹を喰らった俺が自分の人生を謳歌していいと思うか？」

「……」

「あんたがどう思うかは知らない。ただ、俺は妹が騎士だったらということを考えて生きている。以上だ」

　大句は妹を深く愛していた。あのとき正気を保つには、妹は自分と一つになったと思うしかなかった。ぬくもりは決して消えていない。自分の内側に、ずっとある――。

「……」

　エルは呆ぼう然ぜんとしていた。

　それはそうだろう。いきなりこんな話を聞かされたのだ。話の内容自体を信じられなくて当然だし、内容を信じたとしても、大句の考えを理解できなくて当然だ。

（さすがにこれで離れていくだろうな）

　興味をもったなどと言っていたが、どう見ても姫様の気まぐれ。さすがにいまの話で引いただろう――。




「――あんた、やっぱ面おも白しろい！」




「は？」

「あたしね、ゆうべあんたと出会ったとき、うわ、非日常と邂かい逅こうしたって思ったのよ。やばい、なにこの男の子って。やっぱりそれは正しかった。凄すごいレベルの非日常だった」

「……なんだそれは」

「ふふ、これだから人生は面白いわ」

　呆あつ気けにとられている大句に対し、エルは屈くつ託たくなく笑ってこんなことを聞いてくる。

「ね、ね。妹さん、名前なんて言うの？」

「翼だ」

「へえ、翼ちゃんっていうんだ。じゃ――」

　そして――ニコニコしたまま言う。

「あんたは翼があるのね？」

「……!?」

「だって一心同体なら翼があるってことよね？」

　エルは何気ない口ぶりだったが、大句の胸にその言葉は深く突き刺ささった。

「希望があるし、運命からも逃にげてないし、生きてて楽しいしってことよね？」

「…………」

　エルは一転、真剣なまなざしになった。

「はっきり言うわ。思ったことはふたつ。ひとつは、あんた大だい丈じよう夫ぶってこと。頭って意味じゃなくて、精神的にね。ちょっと心配。もうひとつは、結局、どんな理由つけても運命から逃げてるんじゃないかってこと」

「…………」

「でも、翼があるって断言できるなら、何も言うことはないわ」

　大句は言葉を吐き出せない。

　なぜ、翼はあると即そく答とうできない？

「…………」

　大句はしばし沈黙してから――こう絞しぼり出した。

「ない、はずが、ない」

「なにそれ？」

　自分でもなんだその曖あい昧まいな答えは、と思う。ただ、この瞬間はそれが素す直なおな気持ちだったのだ。

　大句はバツが悪くなり、話をそらす。

「そっちはどうなんだ。やたら飛ぶとか言うが、何か行動原理でもあるのか？」

「もちろん。見てよ、これ」

　言うとエルは携けい帯たい端たん末まつを取り出し、大句に見せる。

　画面に映っているのは、爽さわやかな青い空の写真だった。そこに、白く細長い雲が棚たな引びいている。

「こういう雲なんて言うか知ってる？」

「飛行機雲、だろ」

「そう。きれいでしょ。これ、昔お母さまがくれた写真なの。日本の空なんだって」

　エルは少し遠い目をして、とうとうと語りはじめた。

　この国の空って地中海のマルティーグよりちょっと淡あわいのよね。素す敵てき。この国だけじゃなくて世界中に素敵な風景がある。あたしはそういうものを取り戻したいのよ――。

　言葉にどんどん熱がこもっていく。

　言うまでもなく本気だろう。そこには一片の迷いもない。

「あんたの行動原理が妹さんなら、あたしの行動原理はちっちゃいときに見たこの写真よ。空で勝つ！　空を取り戻す！　誰もが空では勝てないって言うけど、もし勝てたら、みんな顔を上げるわ。ドラゴンに負けないぞって思うはず。だからあたしは飛びたい。飛んで希望の翼になりたい。そして――」

　エルはまぶしいほどの笑え顔がおで、こう告げる。




「空に飛行機雲を浮かべたい――それがあたしの夢なの」





※






　空は変わらず、どこまでも広がる夕暮れ。

　はるか遠くに清羅たちがいるのが見えた。戦いはとっくに終わっていて、こちらに手を振ふっている。

　エルはあれから、大句に何も聞いてこなかった。東京支部の戦術はどうだの、現代では貴重な山菜をこの前食べただの、そんな話をほぼ一方的にしていた。

　大句は歩きながら――少し動どう揺ようしていた。

　ひとつは、エルのあまりの純じゆん粋すいさに驚おどろいたこと。あんなにもきらきらした瞳で、夢を語れる人間がこの地上にいるのだと、ちょっと衝しよう撃げきだった。

　もうひとつは――なぜエルの問いに曖昧にしか答えられなかったのかということ。翼は自分のなかにある。それは揺ゆらがないはずだろう？

　だが同時にこうも思う。結局、エルの言うように、どんな目的や考え方があるにしろ、自分に言い訳をして、ドラゴンという頭上の運命から目をそらしているだけなのだろうか……。

　大句が答えの出ない自問をしていると、不意にエルがこう漏もらした。

「はあー、それにしても、あたしなんで飛べないんだろ」

「そんなに飛びたいのか？」

「もちろん。あたしは飛んで、空で勝って、いつか飛行機雲を浮かべるんだから」

「……」

「明日からあらためてトレーニング三ざん昧まいしないと。オオクは明日なんのトレ？　あたしは訓練場でアームズの実地トレだけど。都合つくなら、一いつ緒しよにトレーニングしない？」

「……」

　東京に戻ったばかりで、手続きや身の回りの整理もあるため、トレーニングは三日ほど休みを申しん請せいしている。

　捕食衝動も無事おさまったし、引ひっ越こした部屋の片付けをしたい。

「どうする？　オオク」

　答えは当然――。

「偶然だな。俺おれも訓練場でアームズのトレーニングだ」

「ほんと!?　じゃ、決まりねっっ」

　予定を変へん更こうする申請をしなくてはと思いつつ、大句は自己分ぶん析せきをする。

　これはあくまで気まぐれ。ちょっとだけ何かを変えたくなったのだと、思う。

　幸い、エルは翼と同じ夢をもつ女の子だ。共に何かをするとしても、翼と一体化した自分の行動原理には反はんさないだろう。

「あれ、オオク、本当は偶然じゃなくて……？」

「ば、馬ば鹿か。偶然に決まってるだろうが！」

「ふーん」

　エルは探さぐるような目つきで大句を見ていたが、不意に大句の右手を握にぎった。

　包み込むような、やわらかい感かん触しよくに狼ろう狽ばいする大句。

「な、なにをする!?」

「えへへ。とりあえず握あく手しゆよ、握手」

　翼との思い出に重なる。ただ、翼との思い出にはなかったものがあり、それは胸が少し高鳴ったということだった。

　口を「へ」にしてじっと空を見上げる大句の耳に届いたのは、エルの弾んだ声。

「ふふ、それじゃ、明日よろしくねっ！　オオクっ」

　ほんのちょっと甘あまい響きを感じたのは、気のせいかもしれない。
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第四章　飛べない翼







　街が、燃えている。パチパチと炎ほのおがはぜている。

　五年前の光景――。

　幼い大おお句くの足元に、『精神』を失い、動かなくなった妹の翼つばさが横たわっている。

「化け物…………化け物…………」

　震える声が耳をうち、振り返かえるとそこには――アスファルトに頽くずおれている義母。

　大句が翼の『精神』を奪うところを目もく撃げきしてしまったのだろう。瞳孔を開き、青白い顔で、化け物、とつぶやきを繰くり返している。

「……」

　大句はしばらく立たち尽つくしていたが、やがて力のない足取りで、燃え盛る建物へと向かっていく。その目に生気はない。

　炎が目前に迫る。

「――待て。しごく月並みな言葉で悪いがな、そんなことをしても妹は喜ばんぞ」

　肩かたをつかまれ視線を向けると、騎き士し衣姿の若き礼れ威いが大句を見下ろしていた。

「……っ」

　大句は礼威の手を振り払はらって炎に身を投じようとするが、礼威に強く引き戻される。

　弾はずみで地面に尻しりをついた大句の正面に、礼威が立ちふさがった。

「まったく――理り不ふ尽じんなことだよな」

　礼威は少しだけ優しい目になって語り出す。

「生まれる前に植え付けられた力。そんなものがなければ妹は死ななかった。ドラゴンなんてものが突如あらわれなければこんなことにならなかった。運命はいつだって理不尽。自分の内側も外側も理不尽なことだらけだ」

　礼威は諭さとすように言うが、大句は死んだ目で反応しない。

「『でもみんな運命に立ち向かっている』」

「……」

「――などと陳ちん腐ぷで押おしつけがましいことは言わんさ。酷こくすぎるだろうからな。いまはとにかく、自分のことだけを考えろ」

「……」

「君は妹を喰らって一体化した、そう思うんだ」

「……!?」

「本来、もう自我が戻らないはずの君がそうやって自分を取り戻したのは、妹のおかげだ。妹の愛によって少しだけ違う生き物になったのだ」

　その言葉に初めて大句は反応し、礼威に視線を向けた。

「天あま星ほし大句。――死ぬな。とにかく、いまはそれだけでいい。いつか、また生きようと思えるときがくる」





※






（礼威さん、俺はずっと生きてますよ。妹と共に）

　自室のベッドに身を沈しずめる大句。

　礼威の言ったように、妹の愛によって大句は違う生き物になった。暴走せず捕食衝動で済んでいるのは妹と精神融合した効果だし、人間相手に衝動がおきないのもそうだ。

　大句は妹のぬくもりと共に生きると決めている。

　それがいままでも、これからも変わらない目的、のはずだ。

　大句が、捕食衝動がおさまった腹に手をあてたそのとき――脳のう裏りに声が響き渡わたる。




　――「あんたは翼があるのね？」

　――「結局、どんな理由つけても運命から逃げてるんじゃないかってこと」




（むむっ……）

　とたん仏ぶつ頂ちよう面づらになる大句。

　エルにああ言われたとき、大句は正直――揺らいだ。

　自分の生きる目的は正しいのか？

　もし――いままで以外の目的を見つけるとしたら？

　それはわからないがエルのトレーニングにつきあおうと思ったということは、いまは飛べないエルが、飛ぶところを見たいのだろうか？

（……わからん）

　エルが飛んでドラゴンに勝つところを想像すると、少し胸が熱くなるが……。

　大句はふうと息を吐く。トレーニングにつきあうと言ったのは、大して深い意味はない。今後、エルと親しい仲になることもおそらくはないだろう。だいたい、一緒にトレーニングするのも明日だけなのだ。

（そう、一日だけだしな、一日だけ）





※






　騎士としての未み々み桜おエルはあまり優ゆう秀しゆうではなかった。

　アスカロンアームズを発現させる力は相当なものがある。並の騎士はせいぜい、三メートル、二トン程度のアスカロンアームズを兵ひよう仗じよう化させるのが関の山だが、エルの《チェリーブロッサム・フューリアス》は六メートル、五トンを誇る。それだけ『精神』の力そのものは強いということだ。

　しかし、アスカロンアームズで重要なのは発現力より操作マニピユレーシヨン。エルはここに最大の弱点を抱かかえていた。どうしても飛行能力が頭から離はなれないのである。

「――で、またこういうことになっている、と」

「えへへ。ごめん」

「何回めだ、いったい……」

　大句の頬ほおにエルのふんわりした髪がかかり、胸むな板いたにはエルの膨ふくらんだ双丘が押し当あてられている。仰あお向むけになった大句に、エルが覆おおい被かぶさっている格好だ。

　ふたりとも騎士衣を着用しているが、騎士衣の胴どう体たい部分は薄うす着ぎだ。肌はだのやわらかい感触と、体温のあたたかさが生々しく伝わってくる。

　倒れこんだふたりの周囲は――群青の世界。海の中だ。

　といっても、水中にいるのではなく、壁と床が透明の特殊ガラスというだけ。東京支部地下のアスカロンアームズ訓練場である。

　数万人収容規模のボールスタジアムがまるまる格納できるほどの空間で、大勢の騎士がアスカロンアームズのトレーニングに励んでいる。

　大句は記き憶おくをたどる。トレーニングの終わりに、エルが突とつ然ぜん「全ぜん力りよく天てん翔しよう！」と叫さけんで舞まい上あがり、そして――降ふってきた。

　抱だき留とめたはいいものの、転倒してごらんの有様。

「えーと、これで、いち、に、さん、……八回かしら？」

「九回だ、九回。ほとんど毎日だろ」

　そう、九回めだ。毎日のように墜つい落らくするエルを見ている。

（つまり――毎日、俺はなにをしているということだよな？）

　トレーニングにつきあうのは一日だけのはずだった。

　それから半月後。どういうことか、休日をのぞけばもう十日間も連続で一緒にトレーニングをしているのである。

（これは……その、つまり……そうだ、俺ではなく翼がエルを気に入ったからだ……）

「ね、むっつりな顔しているところ悪いんだけど」

「なんだ？」

「……えっち魔ま」

「なんでだよ」

「お尻」

「あ」

　大句は慌あわてて手を万ばん歳ざいさせた。うっかり、左右の手の平ともエルのお尻にのせてしまっていたのだ。手にほんのりと弾だん力りよく性せいの感触が残っている。

　ふたりとも赤面しつつ立ち上がる。

「もう……お仕置きしないといけないわね。えへへ、えいっ、えいっ」

「こ、こら、やめろっ」

　エルにほっぺたを左右に引っ張られ、大句は慌てて手で払う。

　こんなスキンシップもだんだん当たり前になってきた。

　さらに言うなら、エルの髪かみの毛けは向かって右側の耳の上に外ハネ癖ぐせがあることも知った。シャンプーは気分で柑かん橘きつ系けいとラベンダー系を使い分けていることも知った。姫ひめ様さまらしくバイオリンと乗馬ができることも知った。

　さらに言うなら――。

「うーん。やっぱりうまく飛べないのよね。ま、陸戦するときは飛ばないって割り切って戦うけど」

（……これは厄やつ介かいだな）

　飛行能力を割り切れないこともよくわかった。

　アスカロンアームズは意識の深いところまで読み取ってしまう。飛行能力を意識するあまり、『精神連結によスピリツトマニる思念操作ピユレーシヨン』全ぜん般ぱんに影えい響きようが出てしまっている。

　推進力はあるのだから、余計なことさえ意識しなければ十分力を発揮できるだろうが……。

「まあ、いいや。全力天翔。それだけは揺らがない」

　空で勝つことはエルの夢だ。飛ぶなと口で言っても意識から離れないだろう。

（どうしたものか……ううむ）

「そうだ。ねっ、オオク、このあとラーメンでも食べてかない？　あたし、一度屋台のラーメン屋さんにいってみたいのよね」

（無理に矯きよう正せいせずのびのびとやったほうがいいのか？　それともここで徹てつ底てい的てきに意識を変えたほうがいいのか……）

「オオク、どしたの？　何か考えこんでるみたいだけど？」

「ん、ああ？　どうすればエルがうまくアームズ――――あ」

　大句は自分の発言に気づき言葉を止めたが、もう遅おそかった。

　エルは一いつ瞬しゆんきょとんとしたが、すぐに嬉うれしそうに笑って、

「そっか、えへへ、オオクったらそんなにあたしのこと考えてくれてるんだ！　ふだんむっつりしてるのにね…………嬉しい」

「ち、違ちがうっ。エルのことを考えているわけない！」

　大句が赤面して出口へ駆かけると、エルが「待ってよ」と弾むようにその後を追っていった。




「な、なんなんですのあれはいったい……」

　清せい羅らが呆然としている。さっき、大句たちが出て行った出口とは違う扉とびらから訓練場に入ってきたのだが、まず、目に飛び込んだのは絡からまり合うふたりだった。

　息が詰つまる思いでじっと見守っていたら、ふたりは立ち上がって、じゃれあうように去っていった。どう見てもいい雰ふん囲い気きになりつつある。

（大句さんったら、あんなにかわいらしく頬を染めて……）

　――胸が痛い。

「…………」

　大句ひとりならともかく、エルとふたりでいる大句を見ていると、抑え込んでいる気持ちがイヤでもうずく。

　この感情はしまっておきたいのに、大句と再会してからは、大人しくしてくれない。

　清羅は切なくなり、はあ、と嘆たん息そくし頭を横に振る。

　すると――。

　騎士機関の幹部が、険しい顔で大句たちの背中を凝ぎよう視ししているのに気づいた。




「――大句さん、とても大切なお話がありますのよ。聞いてくださる？」

「…………」

「聞いてくださると言っているんですがっっ？」

「聞くのはいいが……、それっていま必要なことなのか？」

「善は急げ、そういう精神なんですの」

　学園の校庭。

　体操服姿の大句と、その隣となりにはやはり体操服姿の清羅がいて、校庭を走っている。

　男女合同マラソンだ。本格的な訓練ではなく、全学年参加の学校行事のようなもの。皆みな、あまり本気を出ださず、ほどほどで走るのだが……。

「全力天翔っ！」

　エルは汗あせの粒つぶを散らし、ウェーブした髪を振り乱みだしながら、ニコニコと一位独走だった。いかにも全力主義のエルらしい。

「で、なんだ？　話って」

「最近……ずいぶん未々桜さんと仲がよろしいようですけど？　毎日一緒にトレーニングされていらっしゃいますわよね？」

「…………」

「あ、言っておきますがそれは本題ではないんですのよ。本題の前に確かく認にんしておきたいだけです」

「偶然、どういうわけか毎日あいつと同じプログラムなんだ。不思議だな」

　大句の白々しすぎる発言に、清羅のまなじりが吊つり上がる。

「おつきあいされているわけではない、と？」

「はあ？　あいつと俺がつきあってるわけないだろ。他人だ、他人」

　清羅は不ふ機き嫌げんそうに大句を睨にらんでいたが、ふと真顔になった。

「そうですか。他人ですか……。なら、そんなにショックはないかもしれません。良いですか。これから話すことは未々桜さんには絶対言わないと約束してください。冷静さを失ってしまうより、自然体でいるほうがまだ良いと思いますから……」

「なんだ大げさだな。そんな大層なことなんて、そうそうあるわけ……」




「――未々桜さん騎士をクビになるかもしれませんの」




「――え」

　一瞬、清羅の言葉が頭に入らなかった。

　足を止め、耳の奥おくで残ざん響きようしているその言葉をもういちど噛かみしめる。

「オオク、セイラ！　遅い、遅いわよ！　もっと全力で走れーーっ！」

　呆然としている大句の横を、エルが猛もうスピードで駆け抜ぬけていく。大句はその汗ばむ背中を見送ってから再び走りはじめた。なんだか妙みように足が重い。

「なんで清羅がそんなことを知っているんだ？」

「姉さんが支部長ですから、いろいろ情報は入ってきますわ」

「すぐにクビ、なのか？」

「おそらく、近いうちには……」

　清羅は沈んだ声で語り始める。

　エルはあまり戦績が良くない。というより、以前、狭はざ間まの言っていたように「落ちこぼれ」の部類らしい。

　ロンドン支部から東京支部に転属になったのも、「亡国の姫ひめ騎き士し」として世間の注目を集めるエルを、ロンドン支部が自分のところで退たい役えきさせることを嫌いやがったからだという。

　さらに一部の親類から騎士をやめさせてほしいという要よう請せいが届いているらしい。

「……本人の意志が一番大切だろう？　あいつは六メートル、五トンのアームズを出す力があるし、誰だれにも負けない意欲もある」

「いくら潜せん在ざい能力や意欲があっても、結果が出なければいけませんわ。いやな話ですけど、騎士ひとりを維い持じするコストは莫ばく大だいですから……。退役をのぞむ親類の方も、そこを気にされているようですの。迷めい惑わくをかけるのはプライドが許さない、と」

「亡国とはいえ、公女殿でん下か、だからな……」

　大句はついエルの姿を求めて視線をさまよわせる。

「ふふん、どうよ！　あたしが一番なんだから！」

　グラウンドの中央で万歳して喜んでいる。大句や清羅がようやく十周したところなのに、もう二十周してゴールしたらしい。

　きらきらと汗を輝かせ、それはもう嬉しそうで。

　溌剌としたあのエルが――自分の前からいなくなる？

（ふ、ふん。だからどうしたっていうんだ……）

「大句さんにもいろいろ意見は出てるようですけれど。大句さんは、サポートをするときはきっちりされますからね」

「俺のことはいい」

　大句は考える。崖がけっぷちに追い込まれたエルが上層部や周囲を納なつ得とくさせるにはどうすればいいのか？

（戦場で活かつ躍やくできればそれが一番なんだが……）

　厳しいだろう。

　現在、東京支部では一昨年から『女神の盾アイギス作戦』という、周辺の山さん岳がくに生息するドラゴンを掃そう討とうする作戦を展開している。力を認めさせるにはうってつけの舞ぶ台たいといえるが、その作戦に参加できるのは、ある程度実力が認められている騎士のみ。清羅は確定だが、エルや大句はおそらく選せん抜ばつされない。

　ここ半月でやたらと多た摩ま山地からドラゴンが飛来しており、防衛戦の機会はあるが、襲おそってくるドラゴンの数が少ないため、防衛戦の場合、これという武ぶ勲くんをたてるのは難しい。

　となると、わかりやすく力を認めさせる機会は、「騎士の実力テスト」とも言うべき――『定期考査』しかない。

「清羅、ひとつ聞きたい。考査でめざましい活躍といったら、どういうものがある？」

「そうですわね……。優秀な騎士と同等の成績をおさめる、とかでしょうか」

　清羅はたとえば、と言葉をついで、

「『重戦チジヨールイ車イ・ターンク』、とか」

「ちじょーる……。それ、もうすぐ東京に来る天才騎士のことか？」

　東とう欧おう、カルパティア山脈の戦いで、たったひとりで四十体以上のドラゴンを撃げき墜ついしたという新星だ。凄い、という噂うわさは聞いている。

「ええ、その方、未々桜さんのかわりなんですのよ」

「……どういうことだ？」

「未々桜さんの飛行能力はたいへん期待されていました。でも……」

「翼つばさは飛ぶ気配がない。だから天才をとった、ということか……」

　そして、その騎士がやってくるということは、エルはもう――。

「まさか次の考査がラストチャンスか？」

「……」

　清羅は無言だったが、沈ちん痛つうな表情が答えを物語っていた。

　考査で酷い結果となったら――翼ははばたかないまま、終わる。

（――「空に飛行機雲を浮うかべたい――それがあたしの夢なの」）

「……」

　大句がエルの言葉を回想していると、かわいらしく頬をふくらませたエルがこちらに向かってくるのが見えた。

「ちょっとー、オオクたち遅いよ？　そんなぴったりひっついてないで、走るときは走る！」

　しかし大句の意識は、目の前のエルではなく、エルの頭上に迫せまる運命に向けられてしまう。

　考査はもう、明日だった。




　同時刻。

　東とう京きょう水すい区くの国際潜せん水すい船せんターミナルビルから、ひとりの少女が屋外デッキへと姿をあらわした。

　見た目は十二、三歳さい。力をこめたら折れそうなほど華きや奢しやな体を、白いワンピースに包つつんでいる。

　可か憐れんな少女だ。瞳ひとみは碧あおく澄すみ、唇くちびるのつぼみは薄うす紅べにの宝石のよう。肩に流れるプラチナブロンドに黒いリボンが映はえ、白はく皙せきの肌を彩いろどっている。

　例えるならば雪の妖よう精せいだろうか。だが妖精らしからぬのは、大きな戦車のぬいぐるみを両りよう腕うでで抱きしめていることだった。

「あ…………」

　少女は行き交う雑ざつ踏とうに気け圧おされて、一歩後ずさり、戦車のぬいぐるみに顔をうずめる。

　そのままぬいぐるみの頭あたま越ごしに、上うわ目め遣づかいで周囲を見回すと、おずおずと一歩を踏ふみ出して――。

「エルさん……わたしも来ちゃいましたです……トウキョウに」





※
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　あっという間に翌日となり、考査当日。東京支部の訓練場――。

　壁かべ際ぎわに大勢の騎士たちが並んでおり、熱気が漂ただよっている。

　定期考査は騎士にとって戦場に次ぐ晴れの舞台だ。意気込む騎士、緊きん張ちようしている騎士、怯おびえている騎士、そして――楽しそうな騎士がいる。

「オオクっ。あたし考査のとき出店とか欲ほしい。りんご飴あめなめたい」

「あのなあ……」

　呆あきれ顔がおの大句に向かって、エルが飴をぺろぺろなめるジェスチャーをする。

「そうだ、今度一緒にお祭りいかない？　あたし日本のお祭り大好きなの」

「今日は遊びじゃないんだぞ、遊びじゃ……」

「あれっ？　オオクなんか目の下クマできてない？　寝ね不ぶ足そく？」

「いや、ぐっすり寝ている……」

　大句は仏頂面になって、顔を覗のぞき込んでくるエルに背を向ける。

　すると――涼すずしげな眉まゆがみるみる心配そうな八の字になっていく。

（まったく自分の立場も知らないで……）

「大句さん、こちらにいらっしゃったんですのね」

　前方から清羅がやってきた。思っていることが大句と一緒らしく顔に陰かげりがある。

　後ろには楽しそうにしているエル。前には憂うれい顔の清羅。

　そして横からは――。

「おやおや、羨うらやましいことですねえ」

　長身痩そう躯くの縁ふちなし眼鏡――嫌いや味みな狭間があらわれた。

「いったいどうすれば、そんな美しい姫騎き士しと令れい嬢じよう騎士にサンドイッチされる人生を送れるんですか？」

「……」

「『逃にげの天星』は女をたらす能力だけはあるようだ」

　大句はもちろん無視する。清羅も内心では蛇だ蝎かつのように嫌きらっているのがわかるが、無視を決め込んでいる。そう、賢かしこく無視をする。それでいい――。

「ちょっと、あんたオオクの何知ってるのよ!!」

（やっぱりこうなるのな……）

　額に手をやって溜ため息いきをつく大句。

「オオクはね、いつもむっつりしてるけど、心のなかじゃあたしのこと考えてくれてるし、けっこう見てもくれてるの！　優やさしいところあるんだから！」

「ば、馬鹿。でかい声で言うな、そんなこと」

「それにオオクはいろいろあるのよ。言えないけど！」

「だから言うなって」

「言ってないでしょ！」

　一瞬で興奮したらしくエルは真っ赤になっていまにも狭間に挑いどみかかりそう。

　対する狭間は鼻白んだ様子で大句をねめつけ、

「本当にたらしのようだ……」

　踵きびすを返し、背中越ごしに捨すて台詞ぜりふを吐はく。

「ふん、せいぜい今日の考査で恥はじをさらさずに済むといいですね」

　足早に去っていく狭間を、猛もう犬けんのように追っていこうとするエル。

「やめろ、あんなの相手にするな」

「はなしてっ。もう我が慢まんむり。あたしあいつと決けつ闘とうする！」

「おいおい、アームズの対人使用は御ご法はつ度と中の御法度だろうが！」

「素す手でよ、素手！　河原に呼びつけてやるの。あたしカラテもできるんだから！」

　帯をしめるジェスチャーをするエルに、清羅がペットボトルを差し出す。

「未々桜さん、少し落ち着きなさい。ほらお水でも飲んで」

「ん……ごくっ」

　清羅の機転でエルの怒いかりは多少おさまったようで、大句はひと息つくが、またすぐ心配そうな顔になってしまう。

　清羅からエルの退役について聞いたのは昨日だ。エルに、崖っぷちであることを教えるか迷ったが、結局、伝えていない。トレーニングもこれということはできず、いつも通りの内容に終わった。つまり、何も手はうっていない。

（そもそも、俺がそんなに気にすることではない……だろ？）

　たとえ気がかりでゆうべなかなか寝ね付つけなかったとしても、だ。

「ふふ、なんだ、悶もん々もんとした顔だな？　たまってるんじゃないか、天星」

「……。礼威さん」

　大句が声のしたほうに顔を向けると、微び笑しようを浮かべた礼威が大おお股またで近づいてきた。

　礼威は大句に顔を寄せると、抑おさえめの声で、

「最近、未々桜と親密だそうだな？　あいつといると楽しいだろう？」

「……」

　大句がエルに視線を向けると、清羅とふたり何か話していて、さっきまで怒おこっていたというのに、もう弾はじけるように笑っている。

　その屈くつ託たくのない笑え顔がおを見て大句の顔はますます曇くもった。

　礼威はふむ、と真顔になると、

「私の一存ではどうにもならなかった。大人の世界というやつだ」

「都合のいい台詞せりふだ」

「まあまだ終わりではない。今日の考査があるだろう？」

「ものは言いようだ。今日の考査次し第だいで終わりということでしょう？」

　礼威は、まあな、と頷うなずいてから、エルの推進力について語った。未々桜は騎兵槍ランスだ、無心になって突とつ進しんすれば、なんだって突つき破やぶれる、驚おどろくような結果が出るかもしれない、などと他人事のように言う。

「その無心が難しいわけだがな」

「……。わざわざそれを話すため俺に声をかけたんですか？」

　礼威はにや、と笑うとこんなことを言った。

「未々桜といると、生きようと思えるだろう？　天星」

　大句は憮ぶ然ぜんとして反論する。

「俺はずっと生きてます」

「――じゃあ、飛べるか？」

　要領を得なかった大句は眉をひそめて、

「は？　それは俺ではなくエルのことですよね？」

「ま――答えはすぐ近くにあるぞ、天星」

「…………」

「では、今日の考査がんばれ。今日の結果は『女神の盾作戦』の選抜に影響するからな。たまには山のお掃そう除じもいいもんだぞ？」

　そう言って立ち去ろうとした礼威だったが、不意に足を止めた。

「ああ、肝かん心じんなことを忘れていた」

　礼威が手を突き出すと、大句の下腹にグイと押し当てられる――風ふ呂ろ敷しき包づつみ。

「あるお嬢じよう様さまがな、気合いを入れすぎててこんな重箱弁当をつくりやがった。しかし『どうしましょう……いきなりお弁当なんて重いですわよね。わたせませんの』などとぬかす。イラッときたので強ごう奪だつしてやった」

「お嬢様……？」

　清羅は気づいておらず、エルと話したままだ。

「飛ぶのに疲つかれたら、守ってくれる場所も必要だぞ、天星」

「はあ……」

　受け取る大句はなんだかきょとんとしてしまう。

　姿勢よく歩き始めた礼威は、顔だけを大句に向けて告げる。

「さて、そろそろ考査を始めよう。楽しみにしていろ。今日は期待の新入りも参加する」

「重戦車、ですか」

「ああ。その二つ名の通り、いかつい。ごつい。そして――重々しい」




　考査の内容は、ホログラムのドラゴンと一対一で戦い、時間を計測するというシンプルなものだ。

　ドラゴンそのものも、使用する吐息ブレスや魔ま法ほうも実体はないが、緻ち密みつにダメージが計算され、実戦と同様の模も擬ぎ戦を行うことができる。時間を計測するのは、わかりやすい指標を設けることで、騎士に目的意識をもたせるためである。

「それでは、考査を始めよう。先せん陣じんを切るのは――皇すめ城らぎ清羅三等！」

　訓練場に礼威のアナウンスが響ひびくと、「皇城三等！」「清羅お嬢様！」と大きな歓かん声せいがわき起こった。

「二つ名は『守護女神』、あるいは『毒王狩がりの清羅』。掃討範囲ぎりぎりまで遠征した赤城山の戦いのとき、覚かく満まん淵ぶちの湿原で巨大な緑色竜を討ったエピソードは皆も知っているだろう。『毒王』の吐き出す《毒の吐息ポイズンブレス》を全すべて遮しや断だんし、仁に王おう立ちしたあの雄ゆう姿し。もはや生きる伝説だ！」

「も、もう姉さんったら、恥はずかしいですわ……」

　清羅ははじめ照れくさそうに訓練場の中央へ向かったか、一歩進むごとに、騎士のまなざしへと変わっていく。

　指定位置に立つと、右手を額に掲かかげて――敬礼をする。

「皇城清羅、この街を、人々を、命に代えてもお守りします！」

　ピシィッ。

　瞬しゆん間かん、うわあっと訓練場が揺ゆれた。「皇城清羅の敬礼」はその凛りんとした佇たたずまいにより、騎士はもちろん一いつ般ぱん市民の間にまで浸しん透とうしている有名なものなのである。

（むっ、これはいかんぞ……）

　壁際でその様子を見ていた大句は、頬が火ほ照てってしまった。

　なぜなら、清羅は同い年とは思えないほどスタイルが良く、騎士衣の胴体部分は薄うすい生地だ。直立敬礼をした弾みで豊満な胸がぷるんと揺れて、肌が波うつ様子までわかってしまい……。

「もーーーーっ、このむっつりえっち魔！　そんな目でセイラのこと見て！」

　突然、視界が真っ暗になった。柔やわらかい感かん触しよくが顔を包んでいるので、誰かに後ろから目をふさがれているようだ。

「エル、放せっ」

「だめっ」

「どうして？」

「……。とにかく、えっちな目で女の子を見ちゃダメなの！」

　エルが手を離したときには、もう清羅の考査は終わっていた。

「六秒ジャスト。文字通り瞬殺だな」

　礼威の満足げな声に、うおおおという歓声。

　清羅は毅き然ぜんとした足取りで戻もどってきたが、大句と目が合うとちょっとだけはにかんだ。

「あの……大句さん、見てくださいました？」

「コンマ一秒たりとも見れませんでした……」




　考査は進み、休きゆう憩けい前最後の騎き士しとなる。

「さて、ここでいよいよお待ちかねの、『重戦チジヨールイ車イ・ターンク』の登場だ。ちなみにいま痴女を連想したやつは出ていけ」

「……礼威さん、やっぱりそれ言ったか」「……もう、姉さんったら……」

　大句と清羅は呆れて顔を見合わせたが、エルは気にせずわくわくした様子だった。

「ふふ、久しぶりね、あの子と会うのも」

「あの子？」

「あ、オオクは知らないのか。あたし、ロンドン支部のとき少しだけ一いつ緒しよだったのよ」

　エルがそう言ったとき――訓練場の入口から、それが「響いてきた」。

　ずしぃん、ずしぃん、ずしぃん……。

　巨大なドラゴンの足音かと錯さつ覚かくしてしまいそうな、重々しい地じ響ひびき。

「実戦デビューからわずか一年で、階級は早くも六等位。二つ名は『歩く殺さつ戮りく鉄てつ塊かい』『鋼鉄の戦鬼』、そして『重戦車』。ロシア出身の十二歳。中等部一年生。好きな食べ物はピロシキ。ユーリヤ・イヴァーナヴナ・フルシチェロワ六等、見参だ！」

「――な!?」

　あらわれた騎士を見て、大句は驚きよう愕がくした。

　手にもつアスカロンアームズの形状を分類するならば鎚つち型だろうか。戦車の砲ほう台だいを手に持って、車体を浮かせたらこうなる、というようなフォルム。全長は大句やエルのアスカロンアームズと同じくらいだろうが、異様に分厚く、いかめしく、鉄塊と呼ぶのがふさわしい。

　そしてなにより――双ふた子ごのようにほとんど同じ形をしたアスカロンアームズが、騎士の左右に兵仗化されている。

「《ヴェロヴォーグ・パンテレイモン》と《チェルノヴォーグ・ロスチスラフ》。どちらも全長六メートル二十センチ、八・四トン。６―８シツクスエイト級クラス。フルシチェロワ六等はごらんのように『二重武装ダブルアーマメント』だ！」

　礼威の声が興奮しているのは、『二重武装』――二つのアスカロンアームズと連結が可能な騎士――は世界でも三、四人しかいないという貴重な人材だからだろう。

　ひとつでもいかつい鉄塊がふたつ――まさに『重戦車』の異名にふさわしい、重量級の騎士だ。

　しかし、そのふたつの鉄塊を従えた、というよりも挟はさまれているのは――。

（妖精……だ）

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんに黒いリボンをした、儚はかなげな女の子。可憐という言葉が逃げていきそうなほどの、それこそ幻げん想そう世界から抜け出でてきたかのような美しさ。

　まさに、妖よう精せい騎き士しである。

　そしてこの妖精――恥じらっている。

　おもいっきり、モジモジしている。

「……は、はうう……」

　騎士衣の合間からのぞく真っ白なお腹なかやふとももをたくさんの人間に見られて、羞しゆう恥ちに悶もだえているのかもしれない。

『巨大な鉄塊ふたつにはさまれた、妖精のような金髪碧眼少女の恥じらい』……。

（こ、これはいかん！）

「オオク……またえっちな目してる……」

「し、していないっ！　あの子にそんな目をしたら変態おじさんになってしまう！」

　大句はごほん、とわざとらしく咳せきをして、

「ま、まあ、あのアームズは凄すごそうだが……戦えるのか、あんな調子で？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。ユーリヤはね、もうひとつの『二重ダブル』があるの」

「もうひとつの『二重』？」

　大句はそのとき、ユーリヤが背中に戦車のぬいぐるみをくくりつけていることに気づいた。ユーリヤは顔を横に向けると、明らかに背せ負おっているぬいぐるみに話しかける。

「黒チエルノ――交代してくださいです」

　つぶやいて深く頭を垂れるユーリヤ。大句たちからは表情をうかがえない。

　数秒後。

「……ハ……ハハハ……」

　顔を伏ふせたままのユーリヤからくぐもった笑いが漏もれ出す。

（なんだ？）

　大句が怪け訝げんに眉を寄せたその瞬間だった。

　ユーリヤはぐわん、と勢いよく顔を跳はね上げて――。

「クハ、クハハハハハ！　わらわを呼んだようじゃな！　どれから叩たたき壊こわせば良いのじゃ！」

　恥じらっていた妖精とはとても思えない、高らかな哄こう笑しよう。目め尻じりも吊り上がり、まったく別人の顔つきだ。

「なんだ、あれは……」

「白ヴエロと黒チエルノ。ユーリヤは『二重武装』で『二重人格』。ふたつのダブルなの」

「なるほどな……戦うときは人格を交代するってことか……」

「ユーリヤが言うには黒チエルノは凄い大人で頼たのもしいんだって」

「よし、準備は整ったな。暴ぼう虐ぎやくなまでの破は壊かい力りよくを見せてくれ、フルシチェロワ六等。戦せん闘とう開始！」

　礼威の号令とともに、ホログラムの赤色竜が出現する。

「クハハハハハハ、モグラはあれか！　さっさと片付けて日本の煎せん餅べいでも喰くらうかの！　《ヴェロヴォーグ》、《チェルノヴォーグ》参るぞ！」

　ユーリヤが左右に従えた鉄塊の名を叫さけんだ、その瞬間――。
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　鉛なまり色いろの砲ほう弾だん薬やつ莢きようが、視界を埋うめんばかりにあふれ出た。ユーリヤの精神薬莢だ。

　二体のアスカロンアームズが凄すさまじい速度で命令を処理しているようだが――。

「なんだ？　どうなっている？」

　大句は目をこらす。ただでさえ大きめの砲弾薬莢が、弾だん幕まくのように噴ふん出しゆつしたため、ユーリヤの動きが見えづらい。幼い体を躍やく動どうさせ突進するところまではわかったが……。

　三秒ほどたち薬莢が滝たきのように床ゆかへ落下する。

　視界がクリアになったあと、そこに出現した光景は――。

「――なに？」

　ユーリヤがどうだ、と薄い胸を張って直立していた。二つの鉄塊はユーリヤの手を離はなれ、床に置かれている。

　赤色竜の体は――その鉄塊ふたつの下した敷じきとなっていた。

　みな息を飲んでいるのか、訓練場全体が静まりかえる。

「二・五九秒。圧巻、だな……」

　驚きよう嘆たんしているのか礼威の声もかすかに震ふるえており、それが口火となって沈ちん黙もくしていたギャラリーが一気に騒そう然ぜんとなる。なんという、破は壊かいの力だ――。

　当のユーリヤは腰こしに手をあて、余よ裕ゆうの高笑い。

「クハハハハ！　モグラ叩きはおしまいじゃ！　早う煎餅をよこすのじゃ[image: ]」




（うーむ、凄まじいものを見たな）

　休憩時間。

　大句は清羅が作ってくれたと思われる重箱弁当をロッカーから取り出し、騎士機関の屋上へとやってきていた。

　エルのことをひとりで考えたくて、エルには声をかけずにここに来てしまった。

　考査はあと三時間もすれば終わる。すなわち、エルの未来が決まるまであと三時間。

　ポイントは――飛ばないこと、だろう。

（いいか、エル。まっすぐ行け。それだけ、それだけでいいんだからな……）

　内心でごちつつベンチに向かう、ほとんど先客で埋まっていたが、端はしのベンチは死角になっていて空いていることが多い。

　そこに向かうと――小さな人ひと影かげがひとつ。

「あの子は……」

　白いワンピースに着き替がえたユーリヤだった。

　戦車のぬいぐるみを抱かかえてベンチに座すわり、黙だまって空を見上げながら――。

「……すんっ……」

（泣いている……？）

「…………壊したい……です」

　壊したい？　なんだか意味深だが、まあ、余計な干かん渉しようはしない。

　ユーリヤは戦車のぬいぐるみをひっくりかえすと、そこにとりつけられていたポケットから何やら取り出した。あのぬいぐるみはバッグがわりでもあるらしい。

　幼い手が持つそれは――ピロシキだ。

　ユーリヤは口を小さく開けて食べようとしたが、うっかりこぼしてしまう。

「あっ」

　ベンチから慌あわてて腰を上げてピロシキを拾おうとするが、足を絡からませ前のめりに転倒。きゃ、と悲鳴をあげる。

「あ、おい、大丈夫か」

　反射的に大句が駆かけ寄よろうとすると、ユーリヤは顔を上げ、

「へ、平気ですっ。わたし、そんな子供じゃないですっ！」

　ひざをぱっぱっと払はらいながら立ち上がった。

「…………」

「…………」

　つい、見つめ合ってしまう大句とユーリヤ。ユーリヤは泣いていたせいで、目が赤い。

「こ、こんなくらいで負けませんです……わたし、早く大人になるのですから」

「は、はあ」

　ユーリヤはピロシキを拾うと、ビニールに包んでぬいぐるみの中に戻した。そのままぬいぐるみを体の前に抱え、上目遣いで大句を見る。

「あ、あ……あなたは、誰ですか？」

「俺おれは天星大句。ここの騎士だ」

「わたしはゆ、ユーリヤ・イヴァーナヴナ・フルシチェロワです」

「ああ、さっき見ていた」

「……」

　ユーリヤはぬいぐるみに細いあごをうずめ、黙ったままになってしまう。

　どうにも落ち着かないため、大句が立ち去ろうとすると、「ま、待ってください」とピロシキを取り出して、

「ど、どうぞ。大人のたしなみとして、おすそわけしますです。きのこピロシキです」

「もらっていいのか？」

「ダー（はい）」

　大句がお礼を言って食べようとすると、ぬいぐるみ越しに、

　じーーーーーーーーーーーーという視線。

「な、なんだ？」

「初対面の男の人は、食べ方で人ひと柄がらを判断しろって言ってました。お姉ちゃんが」

「だから観察してる、と？」

「お、大人の行こう為いです」

　よくわからないが、まあ、くれるというのだから美味おいしく頂こう。

「食べ方は、普ふ通つうにこうだな」

　大句が一気に半分くらいをまるかじりすると、

「あっ……」

「？」

「お、男らしい……大人のにおいがしましたです……」

　吐息を漏らしたあとに、真っ白な頬ほおを染めるユーリヤ。

　なんだか知らないが、好感度が上がった？

「お、大人の男のひとって日本では確か……。あなたを『おじさん』と呼んでいいですか？」

「絶対だめ」

「えっ……？」

　即そく答とうした大句に対し、ユーリヤがかわいらしく小首をかしげたときだった。

「やだ、オオクってやっぱりえっち魔ま……っていうか笑えない変態？　おじさんって言わせてる！」

　剣けん呑のんな目つきのエルが後ろからやってきた。

「黙っていなくなっちゃったと思ったら、さっそくユーリヤとふたりっきりなんて……声かけてくれてもいいでしょ、あたしに」

（それは……なんとなく、エルの笑顔を見てられなくてな……）

「何よ、むっつりして？」

「なんでもない」

　突とつ如じよあらわれたエルに対して、ユーリヤは信しん頼らい感があるのか、抱だいている戦車のぬいぐるみをやや下げて、ほほ笑えんだ。

「お久しぶりです、エルさん」

「うん、久しぶりねユーリヤ。元気だった？」

　挨あい拶さつをかわすふたり。ロンドン支部時代に知り合いだったらしく、ごく軽く互たがいの近きん況きようを話していたが――。

「……………」

「ん？　なあに？」

　ユーリヤはいきなり黙り込み、まばたきもせずエルを見つめる。

　その視線は――なんだか熱い。

　エルはユーリヤのその態度をどう解かい釈しやくしたのか、焦あせったように髪かみを触さわりだして、

「ご、ごめん、ユーリヤ。あたし恋れん愛あいはノーマルなの」

「ニェット（いいえ）。そんなんじゃないです……」

　ユーリヤは目を伏せ、何度も首を振ふってから、こうつぶやいた。

「エルさん…………飛ばないでください」

「えっ？」

　驚くエルに向け、ユーリヤは、彼かの女じよにしては力強い口調で告げる。

「わたしは――エルさんを飛ばせないためトウキョウに来ましたです」




　ユーリヤには年の離れた姉がいた。

　アレフチナ・イヴァーナヴナ・フルシチェロワ。

　アレフチナはいつか空をドラゴンから取とり戻したいとつねづね言っていた。それはフルシチェロワ家の人間にとって、運命のようなものだったという。

　フルシチェロワ家は航空機開発に関かかわっており、代々、空への思いが受うけ継つがれてきた家系だったからだ。

　空へ思いをはせるアレフチナは、五年前、ナイチンゲールのパイロットに志願した。

　結果は言うまでもない。東京の空でドラゴンに挑み、散ってしまった。

　とても溌はつ剌らつとして、前向きで、ちょっと血気盛んで、髪の毛けに外ハネの癖があるそんな女性だったという。

　そう、まるで、大句のよく知る『空飛ぶサクラヒメ』のような――。

「――ということなんですのよ、大句さん」

「ありがとう清羅。っていうかいつのまに!?」

　びっくりしたが、清羅の語ってくれた内容で、目の前で展開されている事態の理由は推測できた。

　ユーリヤは姉に似ているエルを慕したい、失いたくないのだろう。

「だって飛んだら……いなくなっちゃいますです……お姉ちゃんみたいに……」

「ユーリヤ……」

　エルは戸と惑まどったまなざしでユーリヤを見つめる。

「お姉ちゃんは先祖からの運命に飲み込まれました……。あたしは飛ぶ、飛んでドラゴンに勝つってずっと言ってて……しんじゃいましたです」

「フルシチェロワ六等は、そのときに、黒チエルノを生み出したそうですわ。いろいろなことが、嫌いやになってしまったんでしょうね」

「嫌なものと戦ったり向き合ったりする役目は黒チエルノにまかせるってことか……」

　悲しいことがきっかけで何かから目をそらす――。

　大句は胸に刺ささる思いがあった。他人から見たら、自分もそうなんだろう、きっと。

「でも、それは――運命に逃げたと思うんです。わたしから」

「お姉さんがユーリヤから逃げたの？」

「だ、だって……わたし、ドジで子供であのときは体も弱かったから……」

　なるほどな、と大句は思った。

　姉を失ったこと自体ももちろん辛かったが、ユーリヤはさらに、姉に否定されたという思いがある。その『二重』のショックから、もうひとつの人格を生み出してしまったのだろう。そういう折り合いのつけ方をするしかなかったのだ。

「いやです……わたし……自分がいやでたまらないです。もっと大人だったら……。わたしは壊したいです」

　壊したいのは嫌な世の中か？　ドラゴンか？　そう思った大句だったが、ユーリヤはこう言った。

「自分を壊して、はやく大人になりたいです……」

　せつせつとエルに言葉をぶつけるユーリヤ。

（そうか……。あの子はエルに救いを求めている……）

　飛ぶな、というのはそばにいて欲しいということ。ぬくもりとなって、ずっといてくれということ。

　大句はそのぬくもりを内なる妹に見み出いだした。

　ユーリヤはエルにそれを見出そうとしている。

（どう応こたえる気だ？　エル……）

　はたしてエルはユーリヤを――突き放はなした。

「ごめんね。あたしはお姉さんのかわりにはなれないの」

「……飛ぶっていうんですか。いなくなっちゃうんですか」

　いや、エルは突き放したわけではなかった。こう続けたからだ。

「うん。あたしは飛ぶわ。だって――ユーリヤを飛ばせたいって思うから」

「え？」

「お姉さんのかわりにはなれない。だけど、あたしも弟いるからお姉さんの気持ちはすごくわかるの。お姉さんは、ユーリヤに自分が飛ぶ姿を見せて、ユーリヤを飛ばせたかったのよ。絶対そう」

　大句は直感した。

　エルの、ただでさえ輝かがやいている瞳ひとみが、ますます光を帯びている。これは――姫ひめ様さまの唇くちびるから、熱く、恥ずかしい台詞が奔ほん流りゆうのように出てくるに違ちがいない。

　その予感は――。

「あのねユーリヤ――飛ぶっていうのは物理的なことだけじゃないとあたしは思うの」

「……どういうことですか」

「心も飛べるんじゃないかって思う」

「こころ……」

「ユーリヤはそのとき体弱かったんでしょ？　お姉さんは応おう援えんしたかったはず。負けるな！　飛ぼう！　って」

「……」

「だって、人はぜったい飛べるし運命にだって勝てるから。等しく希望はもてるんだから」

　ほらきたぞ、と大句は嬉しくなった。

「お姉さんはこう思ってたんじゃない？　誰だれかが飛ぶことで、影えい響きようを与あたえられる。気持ちをつなげられる。それがあたしたち人間のいいところ。みんなの心を飛ばせるために――あたしは飛びたい」

　大句は、何がお姉さんだ、完かん璧ぺきに自分の話になっているだろうと苦く笑しようする。

「で、でも、それは……お姉ちゃん……エルさんじゃなくてもいいです。誰かがそれをやれば……そんな運命には向き合わなくても……」

　とたんエルは首を振り、力強く告げる。

「何言ってるの。あたしには翼つばさがある。――あたしがやらないで誰がやる！」

　右の人差し指を、勢いよく頭上に掲げて、

「飛ぶことがあたしの運命なら、あたしは喜んでその運命をうけいれ、そしてドラゴンという運命に勝つ!!」

　大句はなんだかステージを見ているような気分になっていた。騎士機関の屋上が、未々桜エル劇場になったかのようだった。

　ユーリヤは迫はく力りよくにのまれたのかもう何も言えない。清羅も同様だ。

　次はどんな言葉を吐くのか固かた唾ずをのんでいると、エルは「つまり、まとめるとね」とユーリヤにウインクをして、

「ユーリヤの『飛ばないで』という言葉にあたしはこう返すわ。良かったら一緒に飛ぼう、って。大人になりたかったら、なおさら、ね」

　なんだか強ごう引いんに話を着地させてしまった。

　ユーリヤは悟さとったことだろう。未々桜エルを不用意につついてはならない。そんなことをしたら最後、噴ふん火かする。これでもか、これでもかと熱いマグマを浴びせかけられる。

　ユーリヤはエルの説得など不可能と判断したようで、

「……エルさんが飛ぶことはやっぱり賛成できません」

　だが、そう言いつつも、表情は少し明るくなっていた。

「でも、お姉ちゃんのことは、ちょっとわかった気がします……」

「それは良かったわ」

「ダー。エルさんかっこいいです……」

「ふっふっふ。そう？」

「エルさんオトコマエです……日本語でこうです」

「え、オトコマエ？」

「あにき」

　エルは「えーーーーーーーーっ[image: ]」と絶ぜつ叫きようして、

「お、女の子なのにあにき!?　や、やだあっ。オオク、セイラ説得して！」

「いいだろ、あにきで」「ユニークだと思いますわよ」

「や、やだあああ。ぜ、ぜったいやだーーっっっっ[image: ]」





※






　休憩が終わり、考査も終しゆう盤ばんになる。

　大句の番となり、ゆっくりと訓練場の中央に歩いていく。

「ふ、『逃にげの天星』の番ですか。一対一の考査では逃げ足あしの速さを活いかすことも、他人のサポートに徹てつすることもできませんからね。結果は知れている」

　後ろからは嫌いや味みを言う狭間の声が聞こえてくる。壁かべ際ぎわのギャラリーたちも、ああ、あいつか……というどこか見下したような空気がある。

　そういうふうに生きてきたのだ。当然のこと。

　そんななか、ひときわ大きく響くのはエルの声せい援えんだった。

「オオクいい、本気出して全ぜん力りよく天てん翔しようよ！　わかった？」

「……俺に羽根はないんでな」

「何言ってるの！　あんたにだって翼はある！　ううん、誰にだって翼はある。わかってるでしょ!?」

「…………」

　エルはなお何か言ってるが、もう無視することにした。

　まったくうるさい姫様だ。

　そんなに騒さわがずともいいのに。さっきの屋上で、十分言葉は響いているのだから。




　――「あのねユーリヤ――飛ぶっていうのは物理的なことだけじゃないとあたしは思うの」

　――「心も飛べるんじゃないかって思う」




　大句は自問する。

（俺の心は――飛んでいただろうか？）

　かつてエルに問われた。礼威にも問われた。




　――「あんたは翼があるのね？」

　――「――じゃあ、飛べるか？」




　答えは簡単だ。

（……俺は飛べなくなっていた）

　運命に立ち向かおうとしていなかった。

　妹のぬくもりに逃げていたとは思いたくないが、きっとそういうことなのだろう。

　これから先、雄お々おしく心を飛ばせられるかはわからない。そうありたいと願っても、そこまで強きよう靭じんになれるかはわからない。

　だが、少なくともいまこの瞬間は――。




　――「飛ぶことがあたしの運命なら、あたしは喜んでその運命をうけいれ、そしてドラゴンという運命に勝つ!!」




　エルのてらいのない台詞せりふが胸から離れない。あいつはどうしてあんなに恥ずかしいことを平然と言えるのか。どうして自分はそれを嬉しいと思ってしまうのか。みんなが言えないことを言ってくれるからなのか。

　いずれにしても――。




　未々桜エルは、勝手に人の心を飛ばしてしまう。




　大句は胸のなかに熱が灯ともっていくのがわかった。

（だから……これくらいは許してくれるよな、翼）

　指定位置についた大句は、アスカロンを取り出し、低く命令をする。

「《セイリオス》、兵ひよう仗じよう化」

　右手に鈍色の巨剣があらわれる。

　たちまち、『精神連結によスピリツトマニる思念操作ピユレーシヨン』が開始する。

　カタ、カタ、カタカタカタカタカタカタと回転機構が唸うなりを上げる。

　大句の精神薬やつ莢きよう――鈍色の銃じゆう弾だん薬莢がばらばらと排はい出しゆつを始める。

　目の前にホログラムの赤色竜があらわれる。捕ほ食しよく衝しよう動どうはわかない。本気を出だすお膳ぜん立だては整っている。

　ストックホルムではやることがなく、トレーニングに明け暮れていた。それを全て叩きつけたら、どうなるだろう？

　戦闘が始まる。赤色竜が向かって右に重心をかたむけるのが、手にとるようにわかった。動きが遅おそすぎて、笑ってしまうくらいだ。

「右だ！　《セイリオス》！」

　ドラゴンの動きを追うのではない。ドラゴンが到とう達たつするであろう場所を予測し、そこに切っ先を導くイメージ。

　先読みの剣。

　二ふた股またに分かれた剣けん先さきは見事、ドラゴンの頭に命中し――。

　……。

（まあ、こんなところか……）

　大句はそのときおこったことを、冷静に受け止めた。

　だが――。

「――え？」

　エルやギャラリーたちは、我わが目を疑っているようだ。

　それはそうだろう。

　――気づくと、ドラゴンが消しよう滅めつしていたのだから。

「…………二・五八秒」

　しんとした場内に礼威のアナウンスが反はん響きようした。

「これはたまげたな。天星九等、僅きん差さでトップだ！」

　大句はつゆ払いをするように鈍色の巨剣を振るうと、兵仗化を解除した。

　見守っているギャラリーは、まだ沈黙している。おそらくその場でただひとり平然としている大句が、落ち着いた足取りでエルたちのいる場所に戻もどる。

「『重戦車』を抜ぬいた……？」

　誰かがそう言った直後、ギャラリーがどっと騒ぎ出した。「すげえ」だの「まぐれだろ」だの「いままでなにしてた」だの……。

「ふふ、天星九等、まさに星のきらめきのような一いつ閃せん。二つ名をつけるので、支部長の私までふるって応おう募ぼせよ！」

　エルはぽかん、と口を開けていたが、みるみると顔をほころばせて、

「きゃああああああっ、オオクかっこいい!!」

　ぴょんぴょんと歓かん喜きのジャンプ。バネ仕じ掛かけのおもちゃみたいになって大句のそばまでやってくると、腕うでをとって一緒にとび跳ねようとする。

「えへへ、嬉しい。あたし嬉しい！　オオクが燃えた！　本気だした！」

「お、おい、恥はずかしいからやめろっ」

　エルはほんのわずかに目を潤うるませて、

「だって、だって、あたし、あの話きいてから……オオクって精神的にだいじょぶなのかなあって……」

「……」

「ごめ……押おしつけがましいわよね」

（相当、心配かけてたのか……）

　エルは心底嬉しそうという笑え顔がおで、大句の顔をのぞきこむ。

「なんか、心境の変化あったのね、オオク」

「……俺は俺の生きる目的に沿うだけだ」

　そんなふうに元いた場所に戻っていくと、そそくさと退場していく狭間の背中が見えた。

「口、あんぐりしてましたわよ、狭間四等」

　清羅がほほ笑んでいる。

　隣となりにはユーリヤもいて、「お、おじさん、すごいです」などと感心している様子。

　このまま考査が終わればそれはもうグッドなエンド、かもしれないが――。

「さあ！　さあ！　ラストはいよいよあたしの番ねっっっ!!」

　瀬せ戸と際ぎわに追い込まれたエルの運命が、いよいよ決まる。




　そうだ――ある意味、ここからが本番だ。

　大句は心臓の鼓こ動どうが早くなるのを自覚する。自分のことよりよほど緊きん張ちようする。

　礼威が真しん剣けんな目でこちらを見ている。最終チェックをしようというのか。

（いいか、エル。落ち着け。冷静にいけ。肝かん心じんなのはそれだ）

　そう祈いのる大句だったが――。

「燃えてきた!!　ユーリヤ、見てなさい。あたしの翼を!!」

　……。

「オオクが本気をだした。次はあたしの番っ!!　全力天翔!!」

　ユーリヤに飛ぶなと言われ、その直後に大句の活かつ躍やくを目まの当あたりにしたエルは――完全に火がついてしまっていた。

（ああ、これは悲ひ惨さんな結果になる……）

　ユーリヤとの会話もあって、エルは己おのれのアイデンティティともいえる飛行能力を使おうとするだろう。使わなかったとしても、頭のなかで強く意識するだろう。それはアスカロンアームズの『精神連結によスピリツトマニる思念操作ピユレーシヨン』に影響を及およぼす。

　エルは崖がけっぷちだ。この考査で酷ひどい結果になったら、もう取り返しは付かない。近いうちに退たい役えきだ。

　エルが熱く語っていた夢がやぶれるということであり――大句の前からいなくなるということでもある。

　エルが大おお股またで指定位置に向かっていく。大句から遠ざかっていく。

　どうしようもないのか？　もう、打つ手はないのだろうか？

（……ある。一つだけ、ある）

　――「無心になることが難しいのだが」

　今朝、礼威はそう言っていた。いま思うと、あれは唯ゆい一いつの方法を示し唆さしていたのかもしれない。

　実は今日の考査が始まってからそのことはずっと頭にあったが、実行するのはさすがにためらいがあった。

　だって、あり得ないだろう？　あの力をこんなことに使うなんて。以前までの大句ならとてもそんな気持ちにはならなかったはず。

　しかし――。

　――「えへへ、かっこよかったよ、オオク！」

　調律器官でドラゴンを撃げき退たいした自分を無む邪じや気きに肯こう定ていしてくれたエル。

　――「だって、人はぜったい飛べるし運命にだって勝てるから。等しく希望はもてるんだから」

　平然とそんなことを言い放つエル。

　そして――。

　――「空に飛行機雲を浮うかべたい――それがあたしの夢なの」

　翼と同じ夢を語るエル。

　トレーニングにつきあおうと言ったときは、まだよくわかっていなかったが、いまははっきり自覚している。

（俺は――エルが飛ぶところを見たいんだろうな……）

　大句は内心でため息をつく。なんだか負けた気分だ。次に自分がどういう行動をとってしまうか予想ができる。それはもう、凄まじく恥ずかしい行為だ。人前でなんてもちろんやりたくないのだが――。

　大句はふと右手を見る。妹の命を奪うばった忌いま々いましい力だ。自分にとっては、あらがえない運命の象しよう徴ちようかもしれない。

　だけど、エルといると――これすらも前ぜん途とを切り開く力に思えてきてしまう。事実、いま、エルの未来を救えるのはこの右手しかないのだから。

「…………ああっ、もうっ！」

　大句はぎゅっと目をつぶると、あごを突つき上あげ、エルを追う一歩を踏ふみ出した。

　これしかない、これしかないから、仕方がないんだ、そう、これは仕方のないことなんだ――そんなふうに言い訳をしながらエルの背中めがけ駆ける。

　そして――。

「エル！」

「ん………………きゃっ」




　後ろから抱きすくめた。




　大句はエルの体をまさぐるように手を滑すべらせ、右の手のひらをエルの下腹部へまわし、密着させたまま調律器官を出す。

「や、なに、オオク、なんなのよ!?　ちょっ」

　突とつ然ぜんのできごとにエルは身をよじって抵てい抗こうする。大句のふとももにエルのやわらかいお尻しりがグイグイ押しつけられる。それでも大句はエルをがっちりつかんで放さない。

　なんとしてもエルの心を静めなくてはならないのだ。

　一度調律しているから、二度目はスムーズだった。エルの体の奥おくに手を伸のばすようイメージして、

（――精神調律ッ）

「ひゃああんっっっ」

　エルの全身がびくびくと痙けい攣れんし、ふっと体から力がぬける。

　エルは足腰が立たなくなって大句にもたれかかったが、調律は二度めのためか、意識は失わなかった。息を荒あららげ、肩かたを震わせてはいるが、大句の見たところこれならすぐ元に戻る。

「この、えっち魔……なん、なのよ……？」

　大句はエルの耳元に唇を寄せ、ささやくように言う。

「エル、よく聞け。飛びたいんだろ？　ならいつか飛ぶために、いまは絶対に飛ぶな。飛ぼうとするな」

「……うん」

「ただ無心に、槍やりを構えてまっすぐ突っ込め。《火炎の吐息フアイアーブレス》がきても気にするな。おまえの推進力があれば押し切きれる」

「……うん」

「…………それだけだ。グッドラック」

「ぐどら……」

　大句は少しの間添そえ木ぎのようにエルに寄り添い、エルの足あし腰こしがしっかりするのを待ってから、エルから離れた。

　その間、訓練場の空気は二段階で変化した。いきなり後ろからの熱い抱ほう擁ように、はじめは皆みなかたまり、そしてすぐ、うわあというざわめき。顔を赤くしている女の子もいるし、羨うらやましそうな顔の男の子もいる。東京支部の伝説になるのは間ま違ちがいない。

　当の大句は羞しゆう恥ちで頭が真っ白になっていた。

　意識がどこかに旅立っていた。

「……――――――……!!」

　清羅が何かわめいている。耳に入ってこない。非難されているのかなとは思う。

　仕方ないではないか。調律器官をこんな大勢の前でにょろにょろ出すわけにはいかない。バレないように手の平をエルの体に密着させるにはああするしかなかった。

　ちょっとすると礼威のアナウンスが響ひびいた。エルの考査が始まったらしい。

　だが大句はその戦いぶりを直視する冷静な精神状態ではなかった。

　真っ白になりつつも、エルがいい結果を出しますように、とは願った気がする。




　東京支部の外。

　大句、エル、清羅、ユーリヤの四人が駅へと向かう街路を歩いている。

「あーあ。残念ね……」

「エルさん……」

　エルがガックリと肩を落としており、その隣には心配そうなユーリヤ。

　エルの結果は――三・四一秒。素す晴ばらしいが、大句とユーリヤには一歩及ばなかった。

「でも立派な結果だと思いますわよ。わたくしよりずっといい成績ですし」

「清羅の特長は防ぼう御ぎよだからな。ああいう考査では少し不利だろう」

　大句がフォローするが、清羅は大句を無視した。

　あるタイミングからずっと無視されている。具体的には大句がエルを抱きしめたそのあとからだ。

　大句が真っ白だった意識を回復させたとき、すでにエルの戦いは終わっていた。

　確かく認にんできたのは、《チェリーブロッサム》を高く突き上げているエル。あとから周りに聞くと、大句の言った通りの戦い方をしたらしい。

「天星九等、未々桜九等、君たちは忸じく怩じたる思いもあっただろう。それがこの痛快な結果だ。こういうのがあるから人生はやめられんな」

　支部長の礼威は明言しなかったが、ふたりの評価が一変したのは間違いない。『女神の盾作戦』に選抜される可能性も出てきて、エルの退役はまずなくなったと言っていいだろう。

　観戦していたギャラリーも大句とエルへの認識を変えた雰囲気があった。ふたりを『逃げの天星』や『飛べない翼』と蔑むものも減るはずだ。

　大句個人は、周りの評価などはどうでもよい。それより――エルの夢がつながった。そのことが嬉しかった。

「一仕事終わったあとの青空はなんでこんなにまぶしいんだろうな」

　大句は空を見上げ、ついほほ笑むが、

「なんていやらしい笑いですの！」

　ようやく清羅が反応したかと思ったら、いわれのないツッコミを受ける。

「本当に信じられませんわ。皆の前であんなことを……」

「……清羅はわかってるだろ？　俺の事情を」

「それにしたって、タイミングがあるでしょう？　あんなとき、あんなふうに、わざわざ皆に見せつけるなんて……」

　当然、大句のとった行動は周囲にふたりの関係が特別なものだという印象を与えたようだった。

「早くも凄すごい話題になっていますわ。あれは誰が見ても……」

「ダー、かっぷるです。お、大人のにおいぷんぷんです」

「む、むむ」

　ユーリヤの言葉に大句が恥ずかしくなってうつむくと、すぐ隣にエルが並んだ。

　あらためて謝罪するため、大句はエルだけに聞こえる小声で、

「さっきはいきなりすまなかった。みんなに調律器官を見せるわけにはいかなくて……」

「……うん。いいわよ。オオクの事情は知ってるから……」

「それで、その……恋こい人びととかどうとか、そういう誤解はきちんと解けるよう俺おれが考えるから」

「…………」

　エルが返事をしないので横目で見ると、ぱっちりとした目と視線が交差した。じっと大句の横顔を見つめていたらしい。

　大句は、一いつ瞬しゆん、そんなに俺を凝ぎよう視ししてよほどムカついているのか、と思ったが、エルから大句を非難する空気は全く感じない。

　頬が少し火ほ照てっているようだが、怒いかりのためではないだろう。

　大句がエルの内心を測りかねていると、エルの桜色をした唇がこんな言葉をささやいた。

「話があるの。今夜、オオクの部屋にいくから」
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第五章　二人の夜







「おじゃまします――――って、うわー、つまんない部屋。なんにもない！」

「第一声でそれはないだろうが……」

「ふふ、シンプルでいいってことよ」

「……。ほら、中に入れ」

　うきうきした様子で大句の部屋に上がってくるエル。私服姿は初めて見たが、水色のワンピースに黒いショートパンツというコーディネートで、親しみやすくかわいらしい。世の中の男子は隣にこういう彼女がいたら嬉しいんだろうな、などと想像してしまう。

（ううむ…………いよいよ部屋に乗り込まれたか）

　拒こばめなかった。

　あんなにあらたまって話があるなんて言われたら、気になってしまうじゃないか。

　エルはふーんふーんと興味深そうに殺風景な１ＤＫを見回し、部屋の間取りは女じよ子し寮りようと一いつ緒しよだとか、床ゆかもきちんと掃そう除じしてるのねだとか、感想をもらしていく。

「ね、部屋に女の子入れたことってあるの？」

「初めてだ」

「そっか、初めてはもっとかわいい子がよかった？」

（馬ば鹿かか？　エルほどかわいい子なんてそういるか）

「ん？　オオク、またむっつりしてる。ほんと、なに考えてるんだかわからない！」

「男には言えないこともあるんだ……」




　エルが何をしに大おお句くの部屋にやってきたのかというと――。

「お礼に手料理つくりたいの」

「お礼？」

「ほら、前、最高知性種インペリアル撃退してくれたし、今日も触しよく手しゆで冷静にさせてくれたし！」

　キッチンにエプロン姿のエルが立って約一時間半。食欲をそそる匂においが部屋を満たし、大句はさっきからお腹なかが鳴って仕方がない。今日は考査でいろいろあって、いつもよりお腹がすいているのだ。

「はーい、できたわよ、オオクっ」

　ダイニングテーブルに並んだのは、エルの故郷マルティーグの家庭料理だった。フランス語圏けんのマルティーグらしく、フランス料理がベースのようだが、プロバンス風――南仏スタイルで、イタリア料理やスペイン料理により近いらしい。

　白身魚のテリーヌやプロバンス風焼きトマトなど、大句がふだん口にしないような料理だ。パッと見は立派な出で来き映ばえで、テーブルの上だけフレンチレストランになったかのよう。

「ほう」

「あんたフクロウ？　もうちょっと感動の仕方あるでしょ！」

「うるさい。肝心なのは味だ」

　これだけ見た目が良くて味がイマイチだったら腰こし砕くだけだが、果たして――フォークで焼きトマトをすくい、口に含ふくむ。

（これは……）

　表面についている焦こげ目めが香こうばしく、オリーブオイルの風味と、トマトの濃のう厚こうな甘あまみが口のなかに広がっていく。率そつ直ちよくに言ってかなりうまい。

「…………」

「ふっふっふ、その顔！　あたしの新しい一面を知って絶句しているようね！」

　エルはテーブルの向かい側に座すわり、嬉しくて仕方がないという表情だ。まだ何も言ってないぞと呆あきれたが、その笑顔を見ていると料理がますます美味おいしくなった。

　上じよう機き嫌げんになったエルは、プロバンス料理は海産物を豊富に使う現代向きの料理よ、人には海がある、ドラゴンでも人の食は奪えなかった、などと熱く語り始めて、

「でね、あたしの料理は小さいときお母さまに教えてもらったの。お母さますっごい料理上手なの！」

「そうか、お母さんの教え方がいいんだろうな」

「……むっ、なにその言い方。どうしてあたしの腕を褒ほめてくれないの？」

「いや、そういうわけではないが……」

「――じゃセイラとどっち上手か教えて」

「へ？」

「あれ、今日のお昼に食べてたやつでしょ？」

　エルが真剣な顔でキッチンを指さす。そこにあるのは礼れ威いから渡わたされた重箱だ。

　清せい羅らの弁当は出だ汁しのきいた和総菜だった。洋食のエルとはジャンルが違うので一いち概がいに比ひ較かくはしづらいが……。

「ここで清羅が勝ちと言ったら――」

「あたし、燃えちゃう」

　清羅と口に出した瞬しゆん間かん、エルの瞳ひとみがメラッとなった。

（いかにも負まけず嫌ぎらいって感じだもんな……）

　下手なことを言ったら面めん倒どうなことになりそうだが……大句は包つつみ隠かくさず正直な判定を下すことにした。

「引き分けだな」

「だめ！　絶対白黒つけて」

「そう言われてもな。本当に互ご角かくだ」

「もう。じゃ、昼はセイラ、夜はあたしね。分担できていいでしょ。決まり!!」

　夜はあたし、という表現に大句はちょっとドキっとしてしまった。




　そんなこんなで夜が更ふけて――。

　夕食も終わり、手持ちぶさたになる。

　エルの言っていた「話がある」とは、手料理を振ふる舞まうことだったのだろうか？

　エルはまだ帰る気配はなく、そのままダイニングテーブルで向かい合わせに座っているが……。

　大句は迷ったが、もうストレートに訊きくことにした。

「なあ、話ってなんだ？　もしかして本当は大した話なんてないのか？」

「……。ううん、あるわ。本当に話したいこと」

「それは？」

　エルはふっとマジメな顔になり、答えた。




「――騎き士しとして瀬戸際だったあたしを救ってくれたこと」




　大句は一いつ瞬しゆん黙だまり込んだ。エルは自分が退役寸前まで追おい詰つめられていたことを言っているのだろうが……。

「知ってたのか？」

「考査のあと、支部長に言われたの。実は危なかったって。でも、今日の結果で評価が上がったから、しばらくは大だい丈じよう夫ぶだって」

「そうか……」

「オオク、そのへんのこと知ってたんでしょ？　それで今日、あたしが冷静に戦えるよう調律してくれたのよね？」

「……」

　大句は照れくさくて何も言えない。

「だから――あたしの夢はオオクのおかげでつながったわけなのよね……」

　エルが感激しているように見えるのは、気のせいだろうか。

　大句が無言を貫つらぬいていると、エルは身を乗り出してきて、

「ねえオオク。どうしてあたしのトレーニングにつきあってくれたり、今日、調律してくれたりしたの？」

「トレーニングは、その……偶ぐう然ぜんプログラムが同じだったからだ」

「半月連続で？」

「む、むむ……」

　理由を言うなら、エルが飛ぶところをみたいから、だ。ただ、それはようやく今日自覚した感情で、まだ自分のなかで固まりきっていないし、固まりきっていたとしても、口にするのは恥ずかしい。

「あんたって……ほんとわかんない」

「わからない？　俺が？」

「あんな過去を語ったり、いきなり調律したり、いろいろ戸と惑まどわせるけど、肝心なことは口にしない。悔くやしいくらいわかんない」

　わからないということは、裏を返せばもっと大句を知りたい、理解したいということなのだろうか？　その真意は謎なぞだが、大句だってエルのことは理解しきれていない。お互たがい、よくわかっていない。

「あんたはわかんない男の子だから……わかるために質問させて」

　エルの大きな瞳が、まっすぐ大句を射込んできた。何か大切なことを言い出しそうな雰囲気だ。

　緊張して身構える大句に向かってエルは――。

「オオクはドラゴンに対して、人間の強みってなんだと思う？」

「は？」

「あたしはね、つながれることだと思うの」

「…………」

「愛し合えること、って言ってもいい」

　大句は戸惑った。わざわざこれを言うために部屋に来たのか？　いかにもエルが普ふ段だん口にしそうな内容で、あらたまって言うほどのこととは思えない。

　ただ――。




　やたら熱っぽく、潤んだ瞳で言われたら別の意味を帯びてくる……。




　そこからは絵に描かいたような急展開だった。

　エルの手がすっと伸びて、驚おどろいて硬こう直ちよくしている大句の腕をひっつかむ。

　何かを決意したような顔で立ち上がったエルは、大句を部屋の奥、ベッドのほうに引っ張っていく。

「あ、おいっ……」

　エルはベッドの端はしに腰こし掛かけると――ワンピースを勢いよく脱ぬぎ捨すてた。

（まて……まてまてまて……）

　白いブラジャーに包まれた量感のある胸と、その下にあるすべらかなお腹があらわになる。騎士衣姿をさんざん見ているので、これくらいはどうということはない。初めて会ったときに、もっと際きわどいところまで全部見ているのだ。

　だが、あのときと決定的に違ちがうのは、エルが自分の意志でとっている行動ということだ。大句に肌はだを見られてもかまわない、触ふれられてもかまわないと思っている。さらに言うなら、この未み々み桜おエルという美少女が、まず間違いなく頭のなかでいやらしいことを考えている。その事実に、脳が茹ゆで上がりそうになる。

　――つながれること。愛し合えること。

　エルの言葉が脳内で響き渡り、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす大句に向け、エルは追い打ちのようにこうささやいた。

「オオク……してほしいの」





※






　皇すめ城らぎ清羅にとって、もっとも考えがまとまる姿は、私服でも制服でも騎士衣でもない。

　全ぜん裸らである。

　だから、清羅は風ふ呂ろ場ばでその日のことを振り返かえり、明日について考えるのが日課だった。

　熱いシャワーが清羅の整ったボディラインを洗い流していく。騎士として鍛きたえあげられた肢し体たいは見事に引ひき締しまっており、贅ぜい肉にくはほとんどない。ただ、遺伝なのか、胸やお尻は人並み以上の張りがあって、シャワーの水流を激しく弾はじいている。

　ふだんであれば、浴よく槽そうにたちこめる熱気はむしろ脳を冷静にさせてくれるのだが、今日はどんなに頑がん張ばっても冷静になれない。明日のことも考えられない。

（はあ……）
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　痛い。胸がきりきりと痛い。

　今日の考査の最後に、とんでもないことが起きてしまった。

　大句がエルを後ろから抱だきしめた、あの光景が頭から離はなれない……。

　こうまでふたりの、いや、大句のことが気になる理由はもちろんひとつしかない。




　皇城清羅は天あま星ほし大句に恋こいをしているからだ。




　この終わらない初はつ恋こいの相手と出会ったのは五年前――ナイチンゲールクライシスの直後だった。

　初対面のとき、大句は礼威に連れられ騎士機関にやってきていたのだが、瞳がずいぶん暗く沈しずんでいた。事情を訊くと、クライシスがきっかけで家族を失ったという。

　あのクライシスで皇城は世間からたくさんの非難を浴びており、責任を感じていた清羅は、生き残った人々を守ろうと固く決意をしていた。

　そんなところに大句があらわれたのだから、当然こう思う。

　――大句さんを守ってあげたい。

　胸に秘ひめる思いを抱いた清羅だったが、大句はまったく清羅になびかなかった。世界的な大企き業ぎようグループの令れい嬢じようで、優ゆう秀しゆうな騎士である清羅には、多種多様な人間が群がってきたが、肝心の大句はこっちを見ようとしない。

　令嬢のプライドに火がついたのか、大句が顔をそむければそむけるほど清羅の執しゆう着ちやく心しんは膨ふくれあがり、それはいつしか胸をうずかせる甘苦い感情になっていった。

（だけど……わたくしは皇城の娘むすめですから……）

　大句が皇城をどう思っているかわからない。もしかしたら恨うらんでいるかもしれない。

　だいたい清羅は騎士なのだ。恋など二の次。ドラゴンとの戦いこそが生きる道であり、男の子に気をとられてはいけない。別に大句とエルがどうなろうと知ったことでは――。

「…………」

　大句がエルを抱きしめている光景がふたたび浮かぶ。

　とたん、清羅の、シャワーを持つ手が震ふるえる。

（……あのふたり、まさか、も、もう、凄いことまでしているのでは……）

　想像……してしまう。

「あっ」

　一瞬にして、赤面石化。シャワーのヘッドが手からすべり落ち、床でのたうちまわるが、清羅は動けない。

　数秒後。

「……はっ」

　なんとか自力で石化を解く。

　慌あわててシャワーのヘッドを拾うと、顔にあてる。この苦しい気持ちを洗い流したい。目をつぶり、小刻みに首をふりながら、

（す、凄いことなんてあり得ません。わたくしたちまだ高等部ですもの！　おふたりだって、わきまえているはずですわ！）





※






「……あ、んんっ……オオク……」

　大句の目の前で、エルの汗あせばんだ肌が、なまめかしく輝かがやいている。ベッドに仰あお向むけのエルと、その開かれたふとももの間に腰こしをおろす大句。

　大句の動きに合わせてエルの熱い吐息が断続的に漏もれ、細い眉まゆが切なげにゆがめられる。

「熱い…………ぽかぽか……熱い…………よ」

「…………」

　集中する大句の額にも汗の粒つぶ。真剣そのものだ。

　それはもう、入にゆう魂こんの作品をしあげる職人のようで――。

「…………うむ。異常なし、だな」

「……そう、なの……？」

「ああ。入念にやってみたが、特に問題はないな」

　大句は頷うなずくとエルの腹にあてていた右手を引っ張り上げ――調律器官を収縮させた。

　精神調律……というより、『精神』の検査を敢かん行こうしたのである。エルの『精神』にすみずみまで触れてみたが、これといっておかしなところはなかった。

　大句はふうと息をつくと、エルから離れ、ベッドの隅すみっこに腰かける。

　横になっていたエルももぞもぞと起き出し、床に落ちていたワンピースを着込んで、大句の隣に座った。

「問題なしっていうのはある意味、良い結果なんだけど……じゃああたしがうまく飛べないのは、何が原因なんだろう……」

　エルは自分が飛行能力をうまく駆く使しできないのは『精神』に問題があるからと考えていた。しかし、騎士機関で『精神』のチェックをしても、異常はないと診しん断だんされる。

　ならば大句の調律器官でじっくり調べてもらいたい――。

　それが、エルの「してほしいこと」だった。今日、考査のとき調律の効果をあらためて体験し、ぜひお願いしたくなったのだという。

　以前の大句だったら、絶対に断っただろう。エルと初対面のとき調律器官を咄とつ嗟さに使ったが、基本は忌々しい力なのだ。

　だが、今日の考査で、少なくともエルに対しては何かが吹ふっ切れた。エルが望むなら、これくらいは力を貸せる。

「ふーーーーーーーっ。手がかりなし、か」

　エルはぐったりした様子で、深く息を吐はくと、背中からベッドに倒たおれた。

　そして黙だまったまま、携けい帯たい端たん末まつをショートパンツのポケットから取り出し、写真画像を表示させる。以前大句にも見せた、飛行機雲の写真だ。

　よほど思い入れがあるのか、何も言わずじっと眺ながめている。

　エルは横になったまましばらく沈ちん黙もくしていたが、不意にぽつりと漏らした。

「ねえオオク……あれじゃ駄だ目めなのよ」

「あれ？　なんのことだ？」

「確かに今日の考査はクリアできた。でも飛べたわけじゃない。あたしは飛ばなきゃならない。空で勝たなきゃいけない……」

　なんだろう。エルの表情が妙みように切ない。瞳も遠くを眺めるようだ。郷きよう愁しゆうにも似た、寂さびしさを感じる。

「飛びたいよ、オオク……」

「…………」

　飛ばせられるなら、大句も飛ばせてあげたいと思うが……。

（やっぱり『精神』に何かあるのか？）

　調律器官で調べても、問題は見つからなかったが……。

　未々桜エルの奥おく底そこまで触れようという覚かく悟ごが足りないのだろうか？

（もっと、エルと触れ合あったほうがいいのか？）

　大句はそう思い、何気なく右手をエルに近づけた。




　――ぞくん。




「…………え…………？」

　体の奥から心臓の鼓こ動どうとは違う脈動がわき起こった。

　……ぞくん、ぞくん、ぞくん。

　しかも、わりと強い。

　動どう揺ようする頭で考える。捕ほ食しよく衝しよう動どうは定期的にわく。だが前回の捕食からまだ半月ほどだ。あと一か月半くらいは、わかないはず。それに、いきなりこんな強い衝しよう動どうが来ることはない。

　だとするならこれは――ドラゴンと相対したときに起きる衝動、だ。

　だが隣となりにいるエルはかわいい女の子。言うまでもなくドラゴンではない。

（人間相手に捕食衝動が起きている……？）

　ゾッとする。過去、一度だけ人間の『精神』を喰くらってしまったことがある。

　妹の翼つばさだ。

　だけどその翼の『精神』と融ゆう合ごうした結果、人間相手に衝動は起きなくなっていたのだ。大句はそれを、妹が守ってくれているのだと思っていた。愛のおこしたひとつの奇き跡せき、だと。

　なのに、いま、こうしてまた……。

（あ……あ……）

　混乱した大句は、記き憶おくの底にあるひとつの光景を呼び起こした。

　忘れたいが、忘れられようもない惨さん劇げき。

　暴走した自分が網もう膜まくに残していた映像。




　――妹を喰らったときの光景だ。




　幼い少女――妹の翼が、恐きよう怖ふに顔をゆがめ後ずさっていく。

　赤い目をして、獣けもののような荒い息をした大句が一歩、一歩、追い詰める。

　壁かべに背をつける翼。

　大句は左手で翼の喉のど元もとをつかむと、その細い体をつりあげる。

　翼のつま先が宙に浮うき、足をじたばたさせる。

　そして、大句は右手を翼の細い腹にあてて――――。




「…………――オオク――オオク――……聞いてる？」

「…………」

　大句が我に返ったとき、わき上あがった衝動はいつの間にかおさまっていた。

　だが、動悸が激しく息苦しい。気分が悪く吐き気けもする。

　エルはそんな大句の変調に気づいておらず、やっぱり寝ねる前にもう一度調律してもらおうかなとか、調律ってあたたかくて、だんだんクセになりそうだとか、のんきなことを言っている。

　大句は、そんなエルに――。

「すまん……。帰ってもらえないか」

「はい？」

　エル相手の捕食衝動と、直後によみがえったあの光景から、どうしてもこう連想してしまう。

　――エルを喰らってしまうかもしれない。

「頼たのむ、あとできちんと話すから」

「……ちょっと、急にどうしたのよ？」

　大句は動揺していた。頭がうまくはたらかない。エルには申し訳ないが、とにかくひとりになって、一度整理したい。

　そう思ったのだが――。

「ははー。あんた、またいろいろ深刻に考え始めちゃったんでしょ？　よし、あたしが話を聞くわよ！　言ってるでしょ、みんなの希望の翼になるって」

　エルは笑いながら、おどけて自分の胸をドンと叩たたく。

　大句はその屈くつ託たくのない姿を見て、辛くなってしまう。

　妹の悲劇を繰くり返すのだけは避さけなければならない。失ったらもう戻もどってこない。そうだ、この状じよう況きようであらためて実感した。大句は妹を「失っている」。一つになったと自分を言い聞かせたって、あの光景が真実だ。

　とにかくいまはエルを遠ざけたいという一心と、混乱した頭がまざり合って、こんな言葉が口を出る。

「ないよ。翼はもう――ない」

「……ううん。そんなことない。翼はあるわよ」

　エルはそれでも生まれ持った推進力で突とつ進しんしてくる。

　そして、ふ、と優やさしい顔になり――地じ雷らいを踏ふみ抜ぬいてしまう。

「過去はしょせん過去よ、オオク」

　普段なら、なんてことはなかったかもしれない。

　だが、惨劇の光景をフラッシュバックした直後の大句には、その言葉は刺し激げきが強かった。あまりにも、軽々しく言われたと思ったのだ。

「……もういい、頼む。何も言わず帰ってくれ。夜道が怖こわいなら送るから」

「いや。だってオオクがまた翼ちゃんだけを見るようになっちゃうから」

「……」

　未々桜エルは前向きな女の子だ。それこそ突進する槍やりのように、前へ前へと突つき進すすんでいく。立ち止まって考えてしまう大句とは明らかに性質が違う。

　そう、性質が違いすぎて――理解できない。

（こいつには過去というものはないのか？）

　たとえば――エルはみんなのため、みんなのため、と言う。騎士として戦う動機も、空を飛びたい動機も個人的な理由ではなく、大勢の誰だれかのため。立派だ。立派すぎる。だが、どこか偽ぎ善ぜんにも感じる。まだ、大切な人を奪うばわれた復ふく讐しゆうが動機だ、とでも言ってくれたほうが共感できた。そのほうがよっぽど、血が通っているじゃないか。

　大句はエルに隔へだたりを感じた。だが、そのことにまだ気づいていないエルは――。

「あのね、あたしもう思い切って言うけど、あたしあんたの新しい……」

「――すまない。俺はエルが理解できない」

「え？」

「エルは大切な人を失ったことはないのか？」

　もしかするとそれはエルにとって地雷となる発言だったのかもしれない。

　たちまち表情を凍こおらせて、しばらく黙ってから、低く言った。

「それを聞いてどうするの」

「……」

　大句は一瞬、後こう悔かいした。だが、捕食衝動が起きたのだ。ここで最悪の事態がおきて、翼をもいでしまうわけにはいかない……。

　大句が返答しないでいると、エルは荷物をつかみ、帰る気配を見せる。

　うつむきながら、もう大句を見ようとしない。

「理解できない、か……あたしもオオクがよくわかんない」

　玄げん関かんのほうに歩いていき扉とびらに手をかける。そのまま出ていくのかと思ったが、最後に大句を振り向むくと、涙目でこうつぶやいた。

「ばいばいオオク」
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第六章　希望の翼







「はははははは、なんだそれは。甘あま酸ずっぱい青春エピソードじゃないか、天あま星ほし！」

「茶ちや化かさないでくださいよ……こっちは真しん剣けんなんだ」

　東京支部。礼れ威いの執しつ務む室しつ。

　デスクの向こうで礼威が笑い、手前には憮ぶ然ぜんとした大おお句くが立っている。

　大句はエルに捕食衝動が起きた翌朝、すぐに礼威のもとを訪ねて、ゆうべの一部始終を報告していた。

「未み々み桜おもショックだったろうなあ……。貴様を餌え付づけして、さあいよいよメインイベント。勝負下着披ひ露ろうで、一気に性交までもっていくつもりが、まさかの『帰れ』。帰り道わんっわん泣いたぞ、きっと？」

「…………。エルは性交なんてする気はなかったですよ」

「あった。賭かけてもいい」

「いや、さっき言ったように、俺の調律器官で『精神』を調べてもらいたかっただけです」

　すると礼威は体を伸のばして、「馬ば鹿か者もの」と大句の頭に手刀を繰り出だす。

「それは口実だ。そのあとが本番と思っていたに決まっているだろうが！」

「……」

　そうなのだろうか？　礼威の勘かんぐりじゃないのか？

「と、とにかくそんな話はどうでもいいんです。俺おれが話したいことは別にある」

　大句はあらためて姿勢をただし、鋭するどく切り込む。

「礼威さん。あなた全すべて知っていたんでしょう？」

「何をだ？」

「あいつの事情ですよ」

　なぜ、エルにだけ飛行能力が芽生えたのか。

　地を這はう生き物である人間の『精神』からは陸戦用のアスカロンアームズしか発現しないはずだ。だが、もし――翼ある生き物の『精神』からならばどうだろう？

『精神』をもつ種は人間、ドラゴン、アスカロンだけだ。このなかで翼をもつのは……。

「ふむ。私も確信はもてていなかった。だが、ドラゴンにしかわかないはずの捕食衝動を感じたというなら、完全に決まりだろうな」

「ええ、それしか考えられない」




「貴様と同じだ。未々桜エルはドラゴンの『精神』を宿されている」




　大句は無言で頷いた。

「そして……貴様と同じように、ドラゴンの力をうまくコントロールできない。だから飛べない」

「確証はないが、やはりそういう結論になる」

「そうだ。確証はない。『あの計画』はいまとなってはあまりにも不明な点だらけだからな」

　ドラゴンの『精神』を生まれる前の赤あかん坊ぼうに融合させる――。

　それは、騎士機関オーダーの秘ひ匿とくされた計画で、詳くわしく知るものはもういない。計画を推おし進めた科学者が失しつ踪そうしてしまったからだ。

　どういう手段でドラゴンの『精神』を調達したのか、どういう方法でそれを人間の『精神』に宿したのか、いまとなっては全てが謎である。

　エルは、その計画でドラゴンの『精神』を融合させられたうちのひとりで、翼を得たのだろう。

「まあ、貴様ほどの力は発現せず、アームズに翼が生えただけ。それでも凄すごいことだがな。未々桜以外に翼はないのだから」

「しかし『精神』ってのはそう簡単に融合できるものなんですか？」

「まさか。条件がいろいろとあるようだ。結びつこうという意識が強いほど、融合しやすいという説もあるが――なんだそれは、と思う。貴様と妹はともかく、ドラゴンたちはどうなんだという話になるからな」

「人間と結びつきたかったんじゃないですか？」

「……い、いやあ。天星くんドラゴン姦フリークだったのね……」

「なっ……」

「フ、冗じよう談だんだ」

　礼威はいやらしそうに笑っていたが、ふと顔を引き締めて、

「まあ、原因がわかれば、打つ手もあるかもしれんな」

　礼威は、未々桜への捕食衝動を起こさなくすることができるかもしれないし、未々桜は飛べるかもしれないと言う。

「飛べる……か」

　それはわからない。

　たとえば大句は、自らに宿されたあの力は抑おさえ込んでいるだけで、使いこなすことはできない。

「まあ貴様のほうも期待しているぞ。『竜りゆう喰くらい』」

「嫌いやな呼び方です」

「嘘うそつけ、内心かっこいいと思っているだろう。だけど自意識があるから口にしない。貴様はそういうやつだ」

　割と図星だったので、大句はむすっと口を「へ」にする。

「報告したいことはそれだけです。じゃ、俺はこれで……」

「待て」

　退出しようとする大句に向け、礼威は数枚の資料を突き出した。

「目を通しておけ。次に掃そう討とうする山さん岳がくの情報だ」

「というと――『女神の盾アイギス作戦』？」

「ああ。貴様の参加も決定した」

『女神の盾作戦』は、東京支部が継けい続ぞく展開している、関東地方の山岳を掃討する作戦だ。力を認められた一部の騎士しか参加を許されないため、選せん抜ばつは名めい誉よなことだった。

「次の山は大おお岳だけ山さん……。聞いたことないな」

「奥おく多た摩まにある千二百メートル級だ。エーテル濃のう度どは六十Ａｍアーメントほど。大した山ではないが……最近、その山から何度かドラゴンが飛来しているだろう？　妙に頻ひん度どが高い。本来、秩父ちちぶの予定だったが、変へん更こうしてその山をお掃そう除じすることになった」

「予定を変更、ですか」

「普ふ通つうに考えれば、手こずることは何もないはずだが……気をつけてはおけ。貴様と未々桜が出会ったという最高知性種インペリアルも気になるしな」

「……念頭に置いておきます」

　大句は頷くと、資料を手に踵きびすを返した。





※






　騎士の行進は決して派手なものではない。

　専用の移送トラックに押おし込まれ、作戦の目的地まで蟻ありの行列のように運ばれていく。

　大岳山掃討作戦、当日。東とう京きょう水すい区くを進発した移送トラックの縦列が、慎しん重ちような速度で廃はい墟きよとなったかつての東京を西へ西へと進んでいる。先頭はそろそろ、大岳山より南方数キロの地点、旧檜原村にさしかかるところだ。

　ドラゴンは山岳を攻こう撃げきすれば応戦するが、地をいく騎士の車列をわざわざ狙って山から飛び立ってくることはまずない。本日の車列も旧三鷹市で赤色竜二体、旧立川市で青色竜四体と遭そう遇ぐう・交戦した以外は極きわめて順調に進んでいた。




　移送トラックの荷台。

　大句の隣に戦車のぬいぐるみを抱いたユーリヤが座すわっており、向かい側には清せい羅らがいる。みな騎士姿だ。

　騎士は掃討作戦におもむくとき、三人ひと組で矛隊トライデントと呼ばれるチームを編成する。今回は、この三人が同じ矛隊だった。

「あの、オオクおじさん、ピロシキです。食べてくださいです」

「ああ、ありがとう。……ただ俺はおじさんではない」

　ユーリヤからピロシキを右手で受け取った大句は、左手で日本語辞書を突き出す。

「正しい日本語を使いなさい。これで勉強すれば大人になれるぞ」

「だ、ダー」

　ユーリヤは興奮した様子で辞書を受け取ると、ぱらぱらめくって、その妖よう精せいのような顔をほころばせる。

「わああっ。日本語いっぱいです。難しい言葉いっぱいですっ！」

（無む邪じや気きでかわいい……）

「お、大人のにおいがします。凄いです。わたしもはやく大人になりたいです」

「うんうん」

　自然と目を細める大句に向け、ユーリヤは辞書を手にこう言い放った。

「おじさん、大人にしてください」

　日本語を教えてくれという意味なのだろうが――。

（むむっ……）

　大句は妙な連想をし、おじさん扱あつかいもちょっといいかな、と血迷ってしまう。

「なんてことだ……。妹は男の子をおにいちゃんにする。姫ひめ様さまは男の子を騎士にする。妖精は男の子をおじさんにする……」

「大句さん、なにつまらないこといってるんですの！」

　その様子を見ていた向かいの清羅から、キツイ声が飛んできた。

「まったく、いくら楽な戦場とはいえ緊きん張ちよう感が足りませんわ。びしっとしてくださるかしら！」

　大句はバツが悪くなって口を閉じ、ユーリヤは怯おびえて戦車のぬいぐるみで顔を隠かくす。

　ぷんっとしていた清羅だが一転、表情を変えて、

「ところで姫様どうこうで思い出したのですけど。大句さん、未々桜さんと最近どうなっているんですの？」

「結局清羅だって雑談するんじゃないか……」

「だ、だまらっしゃい!!」

　これは同僚のメンタルを把握する騎き士しとして重要な仕事でどうたらこうたらと長ったらしい言い訳が終わるのを待ってから、大句は言う。

「あいつとはまあ、知っての通りだ」

　――絶交状態になっている。

　あれから一週間、口をきいていない。また捕食衝動が起きたらと思うと、近づく気になれないのである。

「もしかして、い、いやらしいことをしたんじゃありません？　それで未々桜さんが怒られて……」

「いやらしいことって、たとえば？」

　精神調律を「いやらしいこと」に含ふくむならばしたが……。

「こ、この無礼者っ！　わたくしの口から言えるわけないでしょう！」

「礼威さんは逆に、おじさんがいやらしいことをしなかったから、エルさんが怒おこった、と言ってましたです」

　清羅とユーリヤがみるみる赤くなっていく。ちなみに清羅のほうがより赤い。

「ただ、触しよく手しゆえっちはしたようだと言ってましたです」

「礼威さん、子供になんて言葉教えやがる……」

「こ、子供じゃないですっ!!　教えてください。触手えっちとはなんですか！　知りたいです！　おじさん触手えっち教えてください！」

「……」

　頭が痛くなってくる大句であった。




　大句はエルとの出来事を清羅に説明した。ユーリヤがいるので、調律器官や捕食衝動のことは遠回しに伝えたが、清羅はだいたいのことを把握したようだった。

　すると清羅は――。

「…………」

　しばしの硬直に入った。

「おい、清羅？」「セイラさん？」

「み、未々桜さんがもう大句さんの部屋に行って手料理をふるまっている……。わたくし五年以上のつきあいがあって、自分で直接お弁当を渡したこともありませんのに……」

　清羅は小声でぼそぼそ言って、大句とユーリヤを困惑させた。

「まとめると、大句さんが未々桜さんに隔たりを感じた、とそういうことですのね？」

「まあ……結論づけるとそうなるかもな」

　エルに妹のことを「しょせん過去」と言われ、わだかまりをもってしまった。こいつは人を失う悲しみを知らないのかと思ったのだ。

「大句さん。それ、大きな勘かん違ちがいをひとつしていますわよ」

「勘違い？」

「ええ。未々桜さんの根底には個人的な動機だってありますの」

「そうなのか？」

　大句にはまったくそう見えないし、普ふ段だんもそんな素振りを見せないが……。

　だが清羅はきっぱりとこう言った。




「未々桜さん、目の前でお母さんをドラゴンに食い殺されていますのよ」




「……え？」

　清羅はエルの過去を語った。

　数年前、マルティーグがアルプス山脈から飛来した最高知性種の攻撃を受けたときのこと。エルの母親はドラゴンの前足に捕らえられ、エルの目の前で空に連れ去られたという。

「未々桜さんはとび跳ねながら、必死で手を伸ばしたそうです。でも、もちろん、手は届かなかった。そして、ドラゴンは空中で未々桜さんのお母さんを……」

「……」

　大句の脳のう裏りに、幼いエルが泣きながら必死で手を伸ばす姿が浮かんだ。

　飛びたいと強く思う根源はそれなのか？

　――飛べれば救えたかもしれないから。

「でも……あいつはそんなこと一言も口にしない……どうして？」

「いわゆる滅私奉公のお気持ちでしょうね」

　エルは公女ということもあって、子供の頃から公的な自分というものを意識するメンタリティを持っていたのでは、と清羅は言う。

「私情はもちこまない。あくまで皆みなのための翼として飛ぶ、ということでしょう」

「エルさん、オトコマエです。やっぱりあにきです」

「悲しい思いをしているのは自分だけではないから……か？」

「ええ。未々桜さんは悲しい人の前で同じように悲しまず、笑う人でしょう？」

「…………」

　その後清羅から、未々桜さんの母親がドラゴンに殺されたのはそれなりに有名な話だ、大句さんは世間のことに疎すぎる、などと非難されたが、大句の意識はエルでいっぱいになり、耳に入らなかった。

　あの夜、自分はエルに対しどんな言葉を投げつけたか。

　――大切な人を失ったことはないのか。

　エルは失った痛みを知っている。だからこそ、その痛みを他人に見せようとしない。なぜなら、それは希望の翼の役目ではないからだ。

　特に大句のような人間には痛みを見せられないだろう。大句がエルより先に、失った痛みを――大句自身にそういうつもりはなかったのだが、エルはそう感じたようだ――見せてしまったのだから。

（ごめんな、エル……）

　大句は自分を恥はじ、エルに申し訳なく思い、そして、いったん開いたエルとの距離が縮まった気がした。

　やっぱり、エルが飛ぶところを見たい。

　だから――この作戦が終わったら、きちんと話をしてみよう。捕食衝動についても、あの姫様なら一いつ緒しよに笑って考えてくれるかもしれない。

　そう、まずはこんな楽な作戦はさっさと終わらせて――。

　ガタンッ。

「きゃうんっ」

　唐とう突とつに車両がとまり、隣にいたユーリヤが悲鳴をあげて大句にもたれかかってきた。

　その小さな体を抱き留めながら、大句は意識を外に向ける。

　何やら騒そう然ぜんとなっている……。

　不審に思った大句が眉を寄せると、清羅がその場にいる全員の気持ちを代弁した。

「何かが、あったんですわ」




「なんだ……これは……？」

　外に出た大句たちは目の前の光景が信じられず、立たち尽つくした。集まってきた他の騎士たちもみな呆ぼう然ぜんとしている。

　大岳山に向かう細い上り坂。その道にそって点々とドラゴンの死体が転がっていた。

　鱗うろこの色は赤、青……緑もいる。おそらくこの山を住すみ処かとしていたドラゴンたちだ。

「まだ新しい死体のようじゃの？　死んで半日もたっておらぬのではないか？」

　車両を降りたら交代するつもりだったのか、ドラゴンの死体にショックを受けたのか、ユーリヤは黒チエルノユーリヤと交代したようだ。平気でドラゴンの死体に触ふれている。

　大句は戦慄していた。

　これから掃討しようとしていた相手が、すでに死に絶えていたという驚おどろきもあるが、それだけでなく――。

「おい小僧、気づいたか？　この亡骸……いっさい外傷きずがない」

　大句がドラゴンの『精神』を奪い、捕食したときの死体に酷似している。

（俺以外にもそんなマネをできるヤツがいる……？）

　いるとしたらドラゴンだろう。調律器官はもともとドラゴンの力だから、『精神』を奪い取る力をもつドラゴンがいたとしても不思議ではない。

　だがこれだけの数のドラゴンから、傷も与えずに『精神』を奪えるものだろうか？

「このドラゴンたちが無抵てい抗こうだった、ということですわよね？　あり得ませんわ」

「こいつらが――力のあるドラゴンに操られていたとしたらどうだ？」

「最高知性種がやった、ということですの？　でも、この山にそんな強大なドラゴンがいるはずありませんわ。標高千二百メートル程度ですもの、最高知性種はもっと高い山に住み着くもので……」

「ウロウロしている奇特なヤツもいるんだ」

「ほう。それはまた偶ぐう然ぜんじゃな。狩る機会があればわらわに任せよ。最高知性種討伐者の称号を得てやろう。クハハハハハ!!」

　哄こう笑しようする黒ユーリヤの言葉に、大句はひっかかるものがあった。

　――偶然じゃな。

「偶然…………？」

　とたん、大句はあることに気づき、背筋がぞくりとする。

　騎士が攻めこむ日に偶然、こんなことをするだろうか？　大句たちが来ると事前に知っていたのではないか？

（いや、違ちがう……）

　そうじゃない。知っていたどころじゃない。

　大句たちは――――おびきだされたのだ。

（礼威さんは、予定を変更してこの山を攻めると言っていた……）

　ここ数週間、大岳山から東京水区めがけ頻繁にドラゴンが飛来していた。そのドラゴンの飛来自体が、騎士を釣り出すための罠だったのではないか。

　では、のこのことやってきた騎士たちはどうなる？

「清羅、ユーリヤ、まずいぞ……」

「どうしましたの？」「なんじゃ？」

「ハメられた」




　その瞬しゆん間かん、地面が光った。




「――!?　《鳳ほう凰おう丸まる》、兵ひよう仗じよう化して！」

　咄嗟に異変を察知した清羅が叫さけび、アスカロンを掲かかげる。

　みるまに巨きよ大だいな傘かさがあらわれて――。

「《絶対防ぼう御ぎよ》！」

　すぐさま固有技能が発動し、傘から半透明の膜壁が伸びて大句たちを包み込んだ。ほぼ同時に、地面から紫色の煙が吹き出し、視界を覆おおってしまう。

「なんだ？　何が起きている？」

　大句たちは清羅のアスカロンアームズがつくった半透明の防膜にまもられているが、他の騎士たちはみな煙にのまれてしまった。

　やがて、煙が晴れると騎士たちは――。

「ひゃははははははははははははははっっっっ」

　笑っていた。

　いや、笑うだけではない。意味不明な言葉を叫んでいるもの、頭を抱かかえて地面にうずくまるもの、裸はだかになって踊りだすもの……。多種多様の狂騒ぶりだ。四十人以上の騎士たちが、ほんの数秒で無力化されてしまった。

　これは『精神』にさまざまな異常をきたす――。

「《混乱》コンフユージヨンの魔ま法ほう罠か！」

「地面に遠隔発動できる魔ま法ほう陣じんがしかけられていたようですわね……」

　大句が舌打ちし、混乱した味方のほうに向かおうとすると、

「小僧、黒くろ髪かみ。あれを見よ！」

　大句が黒ユーリヤの指さす先を見ると、そこには――山に向かって駆かけていくエルの後ろ姿があった。

　そう。エルも考査の結果が認められ、この作戦に参加していたのだ。

　なぜエルひとりだけ山のほうに誘ゆう引いんされているかはわからないが、考えている余よ裕ゆうはない。

　大句が慌あわててエルの背中を追おうとすると――。




　ぬう、とドラゴンの死体が身を起こした。




「!?」

　エルが駆け抜けていく道の両脇に転がっているドラゴンの死体が、次々と起き上がっていく。

「なんじゃ、あいつら死んだフリだったのか？」

「いいえ、あれは動く死体。《死霊術ネクロマンシー》の魔法ですわ！」

『精神』を失った肉体を操あやつるという魔法だ。殺された時点でかけられていたのだろう。

　うつろな双そう眸ぼうをした屍し竜りゆうたちが、大句たちめがけ突っ込んでくる。

「くそ、邪じや魔まするな！」

　大句がアスカロンアームズを兵仗化しようとすると――ずうんっという地じ響ひびきがした。直後、迫せまりくる屍竜に巨大な鉄てつ塊かいが振り下ろされ、一いつ瞬しゆんで踏みつけられた蛙のような姿になる。

「クハハハ!!　実に辛気臭いモグラどもじゃ。とっとと土にかえそうかの!!」

　アスカロンアームズを兵仗化した黒ユーリヤが突進を開始。両脇に従えた鉄塊を振るうたび、面おも白しろいように屍竜たちが散っていく。それはもう戦いではなく、一方的な破は壊かいの嵐だった。

「小僧、ここはわらわだけでよい。わらわに蹂じゆう躙りんの醍醐味を味わわせよ!!」

　しかし、屍竜の数が多すぎる。黒ユーリヤひとりでもいずれ殲せん滅めつできるだろうが、討ち漏もらした屍竜が無力化した騎士たちのほうへ流れてしまうだろう。

　もうひとり、防壁となる騎士がほしい――。

「まさにわたくし向けの役目ですわね。大句さんは行ってください！」

「清羅、恩に着る！」

「いいえ。わたくしは『守護女神』ですもの。望むところですわ」

　大句は頷うなずくと、エルの背中を追いかける。

　すぐに屍竜が一体、大句に迫ろうとするが、鋼鉄の傘が振り下ろされ、地べたに鱗と肉片をまき散らした。

「大句さん、あなたに道を行かせるのも、また守るということですわ！」




　どれくらい走ったか――。

　エルは騎士の身体能力を活かして、樹木の茂しげる険峻な山肌を猛然と突き進んでいく。

　大句はひたすら追うが、距きよ離りは縮まらない。視界にとらえ続けるのが精一杯だ。

　脳裏に浮うかぶのは、あの晩、エルが最後に発した言葉。

　――「ばいばいオオク」

　俺は馬ば鹿かだな、と思う。もっとしっかりつかまえておけばよかった。

（くそ……このままさよならなんて、絶対にイヤだからな!!）

　しかし逆に引き離されてしまい、視界からエルが消えてしまう。

　一瞬、絶望にかられた大句だったが、唐突に広々とした空間に出た。

　足元はたいらで、楕だ円えん形けいに山肌がくりぬかれている。直径百メートルはあり、外周には石の柱が立ち並んでいて、どう見ても自然に出来た場所ではない。

「……!!」

　その、円形闘技場コロシアムめいた場所の中央にエルがいた。




　――磔になっていた。





※






　灰色の竜――赤あか鶏冠とさかは、嗤いが止まらなかった。

　面白いように、全てが狙ねらい通りに運んだからだ。

　いよいよ、地這いによって受けた屈辱を晴らす機会が到とう来らいする。

『我は決して忘れませぬ。あの二つの出来事は……』

　ひとつはまだ記き憶おくに新しい、大句に『精神』を干かん渉しようされたこと。思い出すだけで『精神』が《怒いかり》と化しそうだが、それは最大の屈辱ではなかった。

　最も度し難いことは――人間の暦でいう五年前。ナイチンゲールクライシスのあの日に起きた。

　いつものように姿を隠し東京の街を観察していた赤鶏冠は、飛び立ってくる白い翼つばさたちを見て、竜族の本能により怒り狂くるった。

　当然、戦いを決意したのだが――そのとき、こう思ってしまったのだ。

（『我だけでは勝てぬかもしれませぬ……』）

　結果、赤鶏冠は決戦の意思を周辺に拡散し、群れて戦ってしまった。

　群れること――それは赤鶏冠のような知性の高いドラゴンにとって恥ずべきことである。

　なぜならドラゴンにとって最も尊ぶべきは『天』だからだ。

『天』とは精神的なものだ。それを人間の概がい念ねんに置き換えるのは難しいが、強いて言うならば、孤高であるとか、個としてひたすらに己おのれを高めること、になるだろう。

　矮小な地這いごときに『天』に反する行動をとらされた。これほどの屈辱はない。

　許せるものではないが、結局、自分にはその程度の力しかなかったということだろう。早く、『天』を極めなければならない。

　その準備は全て整っており――。




「――エル！」




　……。

　さて、予定通り、あの小こ癪しやくな地這いもここにやってきた。

『ホホ、それでは、開幕するといたしましょうか――』





※






「オオク！」

「エル、意識が戻もどったのか！」

　エルが巨大な十字架に十字の体勢でとらえられている。手足をくくりつけるものが何もないのに落下しないのは、魔法で固定されているからだろう。

　大句がエルのもとへ駆け寄よろうとすると、額に激しい衝しよう撃げきがあり、体が後ろに押し戻された。目の前に透明の壁かべがあるようだ。

『――一つ、聞きたいことがありまする』

　不意に、大句の脳裏に甲高い男の声が響ひびいてきて――。

　灰色のドラゴン、赤鶏冠がその巨躯をあらわし、大句とエルの間に立ちはだかった。

　大句はすぐにぞくんと捕ほ食しよく衝しよう動どうがわき『精神』が昂ぶりはじめる。

「あんたか……まあ、そんな気はしていたけどな」

『あなたはこの個体のため、ここに息せき切ってやってきた。竜族にはとても理解できませぬ。なぜそのような行動をとるのですか？』

「そういう生き物だからだ」

『ホホ、知性を感じられないお答えですな。あなたは地這いのなかでも愚おろかと見える』

「……」

『とはいえ、竜族にも愚か者はいましてな。あなたたち地這いへの興味が高まったばかりに、通じようとしたものがいる……』

「なに……？」

　大句は眉まゆをひそめる。人間と通じようとしたドラゴン？

『――などと、もし言ったら気になりますか？　竜族も人間も、知らぬことへの好こう奇き心しんは一緒のようですからな』

　赤鶏冠は楽しそうに嗤い、真相をうやむやにしてしまった。

　赤鶏冠の語ったことが本当ならば、大句やエルに宿されたドラゴンの『精神』はその「人間と通じ合おうとしたドラゴン」とやらのものなのか？

『ホホ、我わが言葉で楔を打ち込まれましたかな？』

（こいつ……俺で遊んでやがる……）

　大句は舌打ちし、あらためて赤鶏冠に神経を集中する。

　いまのところ殺気は感じられない。大句との会話を楽しんでいるような気配すらある。

　とにかくうかつに動くのはまずい。会話を引き延ばしてでも、確実な手をうつべきだ。目の前にある透明の壁をまずどうにかしなくてはならないが、挑ちよう発はつでもして攻撃させるか……。

　しかし赤鶏冠は嘲笑うかのようにこう告げる。

『さて、おしゃべりはこれくらいにしましょうか』

「……」

　赤鶏冠がその頭を天に向けると、空に無数の黒い球体が浮かび上がった。

　赤鶏冠がドラゴンたちから奪うばった『精神』だろう。

『ホホホッ、いよいよ……天にいたれる……』

（天……以前も言っていた。そんなに重要な概念なのか？）

　球体は赤鶏冠の眼前でひとつにまざりあい、赤鶏冠はそれを――喰くらった。

　大句は自分が妹の『精神』を喰らったときの映像を脳裏に浮かべてしまう。

（なるほどな……こいつの目的がわかった）

　あのとき大句は妹の『精神』を喰らい、精神融ゆう合ごうを果たした。その結果どうなったか。

「あんた、いまの自分とは違う生き物になるつもりなんだな」

『ホホ……』

　赤鶏冠は精神融合の条件やその方法――錬金術のレシピとでもいうべきものを、人間以上に知っているのかもしれない。

『しかし、これではまだ足りませんでな。大物を喰らわねばなりませぬ』

　言いながら、赤鶏冠はゆっくりと体を横にずらした。遮られていた視界が開け――磔になったエルと目が合う。

（そういう……ことか……）

　赤鶏冠の狙いは、ずっとエルだった。

　いや、正しくはエルではない。エルの『精神』そのものでもない。そのなかに融合したドラゴンの『精神』が目的なのではないか？

『まったく、手間をかけさせてくれたものです』

　手間がかかった――赤鶏冠とすれば以前大句たちの前に舞い降りたとき、エルを奪うつもりだったのだろう。振り返かえるとわかるが、あのとき、赤鶏冠はエルを本気で殺そうとはしていなかった。

　大句に撃げき退たいされた赤鶏冠は方針を変更。この山に誘いこむ策に切り替えたのだろう。大がかりな魔法は『精神』の力を莫大に消耗するから、時間をかけてじっくりと罠を仕し掛かけ、そして――。

　いま、全すべてを「仕上げ」ようとしている。

　赤鶏冠は大句にこれからこの場所で起こることを見せつけようとしている。なぜなら、それが人間にとって辛いことだと心で理解はできなくても頭では知っているから。

　だがもちろん――黙だまって見ているつもりはない。

「《セイリオス》、兵仗化!!」

　大句がアスカロンアームズで目の前にある透明の壁を攻撃しようとすると、足元から激しい衝撃があり――とたん、一切の身動きができなくなった。

（なにっ!?）

　指一本動かない。

『ホホ、全て段取り通りなのですよ？』

　大句は動け、動けと体に念じるが、微動だにしない。

（おい、嘘だろ、おいっっっ）

『ホホホホ、目も閉じられないでしょう？　最後までしっかりと鑑賞していなさい。時間をたっぷりとかけてあげますゆえ』

　赤鶏冠は大句の視界を遮らないよう、大句から見てエルの右横に立った。

『ホホ、『精神』を奪うときは万全を期さねばなりませぬ。余分なものを取り除きましょうか』

　赤鶏冠が短い呪じゆ文もんを唱えると、エルの手てつ甲こうが両りよう腕うでともはじけとび、白い腕うでがあらわになる。

「やめてよっ！　この馬鹿っ!!」

　エルは気丈だった。愛らしいまなじりを精一杯つり上げ、赤鶏冠の頭を睨にらみつける。

「負けない……。あたしはドラゴンになんて負けない。絶対……負けないっ」

『ホホ……何を言っているかは知りませんが、威勢が良いですな』

　次の呪文で、足甲が脱がされ、伸のびやかな素足がさらされる。脱げるとき、勢いが強く足に痛みがあったのか、エルは一瞬、顔をしかめた。

　エルはそれこそ睨み殺す勢いで赤鶏冠の頭を見上げていたが、突とつ如じよ――笑い出した。

「あははは、やめた、やめ。あんたなんかもう視界に入れないわ」

　そしてほほ笑みを浮かべながら大句のほうを見て、

「オオク、来てくれたのね」

　大句は来た、と叫びたいが、口をまともに動かせない。ひゅうと息が出入りするだけ。

「ふふ、あたしあんたのことちょっとわかったの。オオクって追うと逃にげるけど、逃げると追ってくるタイプね？　犬か猫なら、猫ちゃんよ！」

（犬でも猫でもなんでもいい!!　動けっっっ!!）

　エルは唇くちびるこそ笑っているが、目の端はしには涙なみだが浮かび始めている。

「なんか瞬まばたきもせずにあたしのこと見つめてる……オオクに何か言うには、とーってもいい機会みたいね。いまならちゃんと聞いてくれそうだから」

　エルはうんうんとやたら元気よく頷くと、胸をふくらませて大きく息を吸い――大音声を発した。




「理解できなくて悪かったわねっっっ[image: ]」




（え……？）

　大句は状じよう況きようも忘れ、呆然となる。

　一瞬、言葉の意味がわからなかったが、思い返すとあの晩エルに「理解できない」と言った記憶がある……。

「大切な人、あたしだって失ったことあるわよ。お母さま……」

　そのとき赤鶏冠がエルのスカートを吹き飛ばした。

　覆うものが少なくなったエルは、よほど大句に伝えたいことがあるのか、早口でこうまくしたてる。

「この際だし、理解してもらいたいから、オオクにだけは言うわ。あたしが騎士になって飛ぼうって思ったのは、お母さまにもっとあたしのこと見てもらいたかったからなの。だってお母さま、国のこと、お父さまのこと、ちょっと体の弱いあたしの弟のこと……あたしより大切なものいっぱいあったから」

　エルはえへへと照れくさそうに笑って、

「根っこの動機がそんなのなんて、かっこわるいでしょ？　ちっちゃいでしょ？　でもね、みんなのために飛ぶって気持ちももちろん嘘うそじゃない。どっちもあたしなの。少しは理解してくれた？　ならお願い、もうあんなこと言わないで。あたし、他の人なら平気なんだけど、オオクにはいろいろ言われて凄く寂しかったの……」

　泣き笑いの顔で、一気にそう言った。

　大句は頷きたかった。理解したと言いたかった。でも、体は動かない。

　そしてエルがここまで急いで全てを告げる理由がわかるから、絶望で気が狂いそうになる。もう、時間がないのだ。エルもそれを悟さとっている。

「ふふ、オオクも災難ね。こんな機会に居合わせるからくっだらないこと聞かされちゃうのよ。あーすっきりした。もう思い残すことないわ」

　まるで待っていたかのように、赤鶏冠はエルに残った騎士衣の全てを剥ぎ取った。

　美しい裸身が太陽の光を浴びて、まぶしく輝かがやく。

『ホホ、我の慈悲はいかがでしたかな？　最後の会話、楽しめたでしょう？　では、そろそろ頂くとしましょうか』

　いよいよ、おしまいのときがきたようだ。

　大句はそんな光景をもちろん見たくない。目を閉じたい。しかし、残酷にも瞼を動かせない。

　――エルの腹から黒い球体が浮かび上がってきた。

　苦悶に呻くエル。それでも必死にこらえ、悲鳴はあげなかった。

「あ、まだあった……言わなきゃ。あの晩……言いかけたこと……」

（……もういい、もういいよエル……）

「あたし……あんたの……新しい翼になりたかったの……。だってほら……あたしのエルって……日本語で翼だから。……ふっふっふ、まさにオオク向け……じゃない？」

　エルはそこで一度息を吸った。大句は頭が真っ白になるなか、次の言葉がラストだと直感する。

　エルが最後に吐はき出だしたのは――応おう援えんだった。

「……オオク、運命に勝て。ぜんりょく……てん」




　そこからの光景はなんだかもう幻か、夢か、現実か――よくわからなかった。

　赤鶏冠はエルの腹から浮かび上がった『精神』を口に吸いこむと、飲み干した。

　十字に拘束されたまま、目から光が消え失せ、うなだれるエル。

『精神』を奪われ、ほんとうにあっさりと――死んでしまった。

　精神融合を果たした赤鶏冠は、もう大句など目もくれない。黒い光芒を発しながら、高空へと舞まい上あがっていく。

『ついに……天にいたった!!』

　赤鶏冠はそのまま空の彼方かなたへと消えた。

　翼を失った大句を残して。





※






　屍し竜りゆうを一掃し、大句のあとを追ってきた清羅の視界に入ったのは、まず、うなだれて棒立ちになっている大句だった。その足元にエルが横たわっている。

　大句は顔が青く、死んだような瞳ひとみをしている。

　清羅はああいう瞳の大句を知っていた。出会ったころの大句だ。

　一瞬で事態を悟った。

　エルを救えなかったのだ。

　悲しみで泣きたくなる。守れなかった。未々桜エルを守れなかった。

　ならせめて、大句は守らないといけない。何があっても守らないといけない。




「大句さん！」

　駆け寄ってきた清羅に大句は生気のない目を返した。

　地面には大句以上に青ざめたエル。装備は大句が着せたため元に戻っているが、意識がなく動く気配はない。

「その……」

　清羅は大句に声をかけようとするが、すぐに詰まってしまった。横に並び、同じような顔になって、エルを見下ろす。

　すると、大句がぽつりと漏らした。

「……ない」

「え？」

　たちまち大句は顔中に喜色を浮かべ、清羅の腕をとった。

「死んでないよ、清羅！　心臓、動いている！」

　言われた清羅がエルの胸に目を向ける。確かに、かすかに上下している。

「詳くわしくはあとで話す。『精神』全てを奪われたんじゃない。融合していたドラゴンの『精神』だけ奪われたんだ」

「あの、ええと……」

　大句があまりにもいろいろなことを端折ったため、清羅は戸と惑まどったようだ。

「未々桜さんはまだ生きている。ただし、『精神』にダメージを受けて、危ない状態、ということでよろしいんですの？」

「ああ、目を覚ますかわからない……」

「とりあえず、皆と合流しましょう。フルシチェロワ六等にお任せしてきましたが、気がかりですわ。未々桜さんのことは、それから……」

「…………」

　大句は清羅の言葉には答えず、エルの体を左手で抱きかかえると、アスカロンを右手で掲げた。

「移動するだけですし、もうドラゴンはいませんわ。アームズはしまっておいたほうが……」

「清羅、来るのに備えてアームズを兵仗化してくれ」

「来るって、なにがです？」

　大句は極きわめて冷静な顔と声で、清羅に告げた。

「――バケモノだ」




「!?」

　清羅が顔を跳はね上げるのと、猛もう烈れつな速さでそれが舞い降おりてくるのはほぼ同時だった。

　巨体が目の前に着陸し、凄すさまじい音とともに大地がぐらぐらと揺れる。

『ホホホホ、ごきげんよう』

　赤鶏冠――によく似ているが、体格が一回りは大きくなっている。鱗の色も違う。深淵のような黒だ。

　しかし――大句たちが戦慄したのは、その外貌ではなかった。

「赤い目……だと」

「決戦化している……嘘でしょう……？」

『精神』の状態はさまざまなものがある。《怒り》《高こう揚よう》《従属》……。そんななか、ドラゴンだけがなりえる状態が――《決戦》である。

　細さい胞ぼうが著しく活性化され、『精神』の力も飛躍的に増大するのだが……ドラゴンがこの状態になるのには、これまで特定の状況下のみだった。

　空を侵おかされたとき、である。

『ホホホホ、天にいたりし我は常に心を荒ぶらせることができますゆえ』

　赤い双眸がふたりを睨む。『精神』の決戦化は端たん的てきに超化といっていい。筋力、吐息ブレスや魔法の威力、全てが跳ね上がる……。

「そんなにお目目を真っ赤にして、あんた何したいんだ？」

『復ふく讐しゆう』

「何に？」

『まずあなたに』

「しつこいな！　ストーカーか」

『次に、白き翼を飛ばしてきたあの地這はいの都に』

（白き翼……ナイチンゲールのことか？）

『ホホ……。あのとき……群れて戦うという屈辱にまみれながらも、あまた撃うち落としましたが……しかしその程度ではとうてい復讐にはなりませぬ。あの都は、破壊し尽くさねばならない――我ひとりで』

　大句はなんとなくだが、このドラゴンの――それが赤鶏冠という個体のみなのかドラゴン全体なのかはわからないが――精神性というものが少しわかってきた。

　とにかく、群れることは恥と考えている。再三言っていた『天』とやらも、孤高というような意味合いなのだと認にん識しきする。

　大句にはよくわからない感覚だが、そういう生き物なのだろう。

「清羅、こいつはナイチンゲールをさんざん撃ち落としたらしい。そして今度は、ひとりっきりで東京を壊かい滅めつさせたいらしい」

「まあ……許せませんし、そんなことさせませんわよ」

「友達いないらしいんで、こっちは協力プレイでいくか」

「ええ。お守りしますわ、大句さんも、未々桜さんも、東京の街も」

　もう激げき突とつは避さけられない。

　赤鶏冠はふたりの戦意を感じ取ったようで、決戦の意志を宿した双眸を細めて告げた。

『ホホ、天のちからを、馳走いたしましょう』




　二十メートルほどの距離をとって対たい峙じする、騎き士しふたりと赤鶏冠。

　大句は意識を失ったままのエルを強く抱き寄せながら、どう仕掛けるか思案する。

（先手を打って斬りかかるか？）

　いや……拙速はまずい。やはり高知性ドラゴンと戦うときの定石通り、呪文詠唱の隙をつくべきだろう。

　問題は、赤鶏冠がそう都合よく魔ま法ほう攻こう撃げきをしかけてくるかということだが――。

『虚こ空くうに満ちたる光たちよ、紅ぐ蓮れんの槍やりとなりて大地をうて――』

（しかけてきてくれたか！）

　大句はすぐさま鈍色の巨剣を奔らせようとしたが――即座に命令をキャンセルした。

　赤鶏冠の呪文が異様な速度で完かん了りようし、頭上に展開した魔法陣より火か炎えんの槍《火槍フレイムジヤベリン》がせり出してきたのだ。

「なんだよあれ、詠えい唱しようが速すぎる！」

「《高速詠唱》ですわ！」

「くそ、厄やつ介かいなことを次から次へと！」

　早口で呪文を唱えられるようになった、というとやや腰こし砕くだけだが、そういうことである。

「しかも――あの槍、なんて大きさだ！」

　魔法陣からいま、放たれようとしている《火槍》は、大句たちのアスカロンアームズと同等の大きさがある。以前、赤鶏冠が放とうとした《火槍》の三倍は大きい。

「単純に『精神』の力が三倍になったっていうのか!?」

「わかりません、わかりませんけど――」

　魔ま法ほう耐たい性せいのない大句のアスカロンアームズでは防ぐことはまず不可能だが――。

「わたくしの鉄てつ壁ぺきなら、あれくらいっ!!」

　こちらには『守護女め神がみ』皇すめ城らぎ清羅がいるのだ。

　清羅は黒髪をなびかせながら大句の前に立つと、鋼鉄の傘を勢いよく突つき出す。六メートル超えのアスカロンアームズと六メートル超えの《火槍》がぶつかりあい――火炎の槍が爆ぜた。

「大句さん、守りはわたくしに任せて！」

　清羅がいれば大半の魔法は防げるだろう。

　問題は――攻こう撃げきである。

『――』

　息つく間もなく、赤鶏冠が次の呪文に移る気配を見せる。

　大句は即断し、駆け始めた。大句の《セイリオス》はスマートなフォルムの見た目通り、俊敏で速度がある。

《高速詠唱》とはいえ、詠唱の隙は必ずあるはずだ。スピードを活かして――。

「一瞬で終わらせてやる！」

《セイリオス》の鋭鋒が、赤鶏冠の首元めがけ一直線に奔る。

『かたく、しなやかに、我が身みを護れ貝殻よ――！』

　だが、赤鶏冠の魔法が予想以上の速さで発動し、巨きよ体たいの前面に貝殻のようなフォルムをした半透明の防壁があらわれる。

「――!?」

　大句はその防壁に気づいたが、俊足ゆえに突とつ進しんを止められなかった。

　巨剣の先せん端たんが防壁に触れ、青白い火花が散る。大句の体は後方にはじけ飛び、転倒しそうになって、なんとか踏みとどまる。

『そちらにもなかなか強固な盾たてがあるようですので、目には目をというものですよ！』

　バックステップで跳びすさった大句の横に清羅がやってきて、

「大句さん、あの防壁、同時に一いち撃げきを加えればあるいは……」

「無理だ。それくらいじゃヒビも入れられない」

　見たところ相当な耐久力を誇ほこる。まともに攻撃しても弾き返されるだけだ。

「面めん倒どうだなこれは……」

　横腹や尻しりを狙えればベストだが赤鶏冠がむざむざ隙を見せるはずもない。

　何か暴ぼう虐ぎやくなほどの破は壊かい力りよくであの防壁を粉砕できれば――。

　大句がふと、ある騎士のことを思おもい浮かべたときだった。




「クハハハハハハハハハハハハハ！　真打ちは最後に登場するものじゃな！」




　その当人――『重戦チジヨールイ車イ・ターンク』がやってきた！

　双ふた子ごの鉄塊を従えた黒ユーリヤが後方よりあらわれ、大句たちを追い越していく。

「最高のタイミングだ、黒チエルノ!!」

「美味しいところを貰うぞ、小僧!!」

　黒ユーリヤはずんっずんっずんっずんっずんっずんっと地鳴りを響かせて赤鶏冠に特攻。

　鉄塊ふたつを揃って突き出して――。

「《ヴェロヴォーグ》、《チェルノヴォーグ》、《二重突とつ撃げき》じゃ！」

《二重突撃》――左右のアスカロンアームズの『精神連結によスピリツトマニる思念操作ピユレーシヨン』を完全にシンクロさせることで、破壊力を増大させる固有技能だ。

　双子の鉄塊は、ひとつの生き物かのようにぴったり同じ動きをしながら、防壁に激突し――。

　一瞬の静せい寂じやく。

『ほう……やるではないですか』

　そのシンクロ攻撃に持ちこたえたかに見えた防壁だったが――すぐに細かいヒビが表面を覆い尽つくし、砕け散った。

「よし！　そのまま突っ込むのじゃ！」

　黒ユーリヤは赤鶏冠にとどめをさすべく、小さい体と巨きよ大だいなアスカロンアームズを前進させていく。

　赤鶏冠は――なんと前脚二本でその攻撃を受け止めた。後脚がわずかに後ずさり、土煙が巻き起こる。

『我が防壁を破るとは見事ですが……蛮ばん勇ゆうは身を滅ぼしますよ？』

「むっ!?」

　赤鶏冠は高速で体を反転させると、尻尾しつぽをムチのようにしならせる。

　黒ユーリヤは、双子の鉄塊を赤鶏冠に押おしこんだまま、お尻を浮かせてジャンプ。直後、赤鶏冠の尻尾が風を切り裂きながら地面を薙いでいく。

「ふーーーっ。危ないのう！　なんて長い尻尾じゃ」

　赤鶏冠はユーリヤの注意が尻尾に向いた隙をついて、後方へ大きく跳びすさった。

「矛隊が揃いましたわ。凸とつ型がたⅡに陣じんで行きましょう!!」

　清羅が中央で鋼鉄の傘かさをかまえ、左右に大句とユーリヤという陣形を敷く。

　三人揃えば騎士の戦術に沿った連係がしやすくなる。特に凸の突端に鉄壁清羅は守りが固くそうそう打ち破られない。

　これはいけるか――大句がそう思ったときだった。

『――ホホ、なんとつまらない』

　赤鶏冠から発せられる殺気が倍増する。

「あいつ……力を抑おさえていた、のか？」

『あなたたち、傀く儡ぐつ使いの地這いのなかではお強いと見ましたが……こんなものですか。我はもう飽きましたゆえ――』

　赤鶏冠の赤い双そう眸ぼうがきらめいた気がした。

（……何かを仕掛けてくる？）

『星の欠片よ、虚空より舞い降りよ――』

　唐とう突とつに、赤鶏冠は呪文の詠唱を始めた。

　大句の肌は一いつ斉せいに粟立った。脳内に変へん換かんされたその文言は、ある魔ま法ほうを想起させた。

（いや――それはないはず）

　あの魔法は――複数の個体が協力することでようやく使える特別な魔法のはず。『天』とやらにこだわり、たった一体で戦う赤鶏冠が使えるわけがない。

　だが――はるか頭上に、凶星のような赤い光芒がまたたいた気がした。

　三人が空をあおぐと、そこには――。

「……とんでもない野郎だな、本当に……」

「一体では使えぬのではなかったのか？」

「……なんでもあり、ですわね……」

　大句の脳のう裏りに、東京タワーに隕いん石せきが突っ込むあの光景がよみがえる。

『ホホ、これが天の力！　天を抱けぬ愚かな地這いに下す鉄槌です！』

　大気を切り裂き、炎ほのおをまとってまっしぐらに落下してくる魔法の隕石。

　ドラゴン族の決戦魔ま法ほう――《隕石落としメテオストライク》であった。

「《鳳凰丸》、上に向けて《絶対防ぼう御ぎよ》！」

　瞬時に、清羅が鋼鉄の傘を頭上へ突き上げる。

　そこに、直径四メートルほどの隕石が炎の尾おをひいて墜つい落らくした。

　傘を覆うように展開した《絶対防御》の防膜が隕石を受け止めるが、はじき返すことも、消しよう滅めつさせることもできない。

　炎熱の波紋を放ちながら、隕石は猛烈な圧力で鋼鉄の傘を押し込んでくる。

「守ります！　わたくしの傘で！　何があったって！」

　しかし、《絶対防御》の防膜は無残にも溶けだしてしまう。いまはまだ《絶対防御》の防膜がクッションになっているが、完全に消滅すればアスカロンアームズ直ちよく撃げきだ。いかに鉄壁の《鳳凰丸》といえど、《隕石落とし》をまともに受け止めたら――。

「大句さん、六等、離はなれなさい!!」

　清羅は顔を上げたまま、悲鳴のような声で叫さけんだ。

「早く、できるだけ遠くへ行って!!」

「見殺しにできるか!!」

「何おっしゃいますの。破れませんわよ、この鉄壁は!!」

　じゃあどうして離れろと言うんだ――そう叫ぼうとしたが、出来なかった。

　魔法の隕石が《絶対防御》の防膜を全て消滅させ、清羅の掲かかげる《鳳凰丸》に直接、激突してしまったのだ。

　その瞬しゆん間かん、頭上で閃光が走り――。




「…………ぐ……」

　爆発が終わると地面にクレーターが穿たれており、大句はその縁に仰向けで倒れていた。

　左手のエルはしっかり抱いたままで、ホッとする。しかし左腕に力は入らず、両足の感覚もない。もう、まともに動けそうにない。

「これは……なかなか……キツいのう……」

「はぁ…………あぐ…………くっ……」

　ユーリヤは大句の近くで、清羅はクレーターの底で倒れ、それぞれ苦悶に呻いている。

　ふたりともボロボロだが特に爆心地にいた清羅はひどかった。美麗なあの清羅が、土にまみれ、騎士衣も裂け、手足の装甲は焦げ付いていて……。

　大句はそんな清羅に感謝した。

　清羅は言葉通りを皆みなを守りきってくれた。まさに『守護女神』だ。

　全員、致命傷はない。

　しかし――みなアスカロンアームズの兵ひよう仗じよう化は解除され、誰だれも立てない……。

『ホホ、これが天の力というもの』

　鱗うろこ一枚傷ついていない赤鶏冠は、どこか憐あわれみの声だった。

『次に生まれ変わるときは、天を知る種になれると良いですな』

　赤鶏冠はまず清羅を始末すると決めたようだ。鷹おう揚ように巨体を動かし、清羅のいるクレーターの底まで降りようとしていた。




　大句はぜえぜえと荒あらい息をしながら目を閉じる。

　全滅だ。天にいたった赤鶏冠の力は圧倒的だった。自分たちだけではない。この山に来ている騎士全員、いや下手したら東京の街も壊滅するかもしれない……。

　結局――人間はドラゴンには勝てないのか？　頭上の運命には勝てないのか？

　そんな弱気が一いつ瞬しゆん、頭をよぎったが、

　――「運命に勝て、オオク」

　エルの最後の言葉が頭に響いた。姫ひめ様さまの応援があれば心は奮い立つ。

（そうだな。まだ終わりじゃない……）

　なぜなら天星大句は――『竜りゆう喰ぐらい』だからだ。




　生まれる前、一度めの精神融合で、大句は『竜喰らい』の力を宿された。

　妹の『精神』を喰らい、二度めの精神融合で、その力を抑え込めるようになった。




　しかし――まだ、その力を操あやつることはできない。解放したら最後、暴走してしまう。

　足りない。まだ、足りないものがあるのだ。

　いまの大句は、心はもう飛んでいるし、戦う勇気もある。ドラゴンに勝ちたいと心から思う。どうすればいい？

　それをわかりたくて、大句はこんな自問をする。




　――ドラゴンに対して、人間の強みはなんだ？




　エルがあの晩言っていたことが蘇る。

　――「あたしはね、つながれることだと思うの」

　恥はずかしいし、陳ちん腐ぷかもしれないが、その通りだと大句は思う。

　ならば、不足しているのはつながりだ。

　礼威は『精神』についてこう言っていた。

　――「結びつこうという意識が強いほど、融合しやすいという説もある」

（その可能性に、かけるしかない……）

　幸い、すぐそばに新しい翼つばさがある。傷を負いながらも、しっかり残った『精神』がある。

　――エルと三度めの精神融合を果たす。

　奪うのではない。お互たがいの『精神』を一つにすることで、ふたりとも新しい存在になる。

　調律器官による精神融合――もちろん初めてやることだ。失敗すればふたりとも『精神』が壊れて死ぬだろう。だがこのまま転がっていても赤鶏冠の手によって死ぬだけだ。

（どうせ死ぬなら、やることやって死んでやる）

　大句はエルを右手で抱き寄せると、体が密着するよう力を込めた。

　まず右手をエルの背中にまわして、調律器官を出す。

　エルの胴どう体たいにある『精神』を貫き、そのまま自分の胴体にある『精神』も貫く。

　一本の調律器官でふたりの『精神』をつないだのだ。

　体が熱くなる。これまで感じたことのないような熱がともる。

　大句は『精神』を奪うのではなく、まぜあわせるようなイメージをする。

（……いける！）

　ふたりの『精神』が水流のように循環を始める。

　だが、流れきらない。すんでのところで、お互いの『精神』が融ゆう合ごうしない。

　なんだかエルにぎりぎりで拒まれてるような感覚になる。覚かく悟ごを見せて、ということか？

　なるほど。それじゃあ――するしかないじゃないか。あれを。

（ああああーーーーもうっ）

　この姫様といると本当に自分がブッ壊れていくと思う。

　生き残れて、あとあとふりかえったら恥ずかしくて真っ赤になるだろう。

　しかし――人間の男女がつながるといったら、古今東西これしかない。

　ドラゴンは絶対しないだろう行こう為い。

　それは、人間だけの特権だ。




　大句は三度目の精神融合をはたすべく――。

　心の底から未々桜エルとつながるべく――。




　唇を重ねた。





※






　赤鶏冠は清羅のすぐそばまで迫せまっていた。

　牙きばを剥むき出しにして、清羅を喰らおうとしたそのときだ。

『む――？』

　何かに気づいたように赤鶏冠が動きを止める。

　赤鶏冠が頭を横に向けると――。




　大句の鉄拳が一発、赤鶏冠の横面に炸さく裂れつした。




『あがッ』

　赤鶏冠の巨体は勢いよく舞い上がり、クレーターの底から縁までふきとんでいく。

　赤鶏冠は空中で体勢を立て直すと、なんとか着地に成功。四本の足で地面をえぐりながら停止する。

『な、なにごとですか!?』

「こういうことだよ」

　赤鶏冠が元いた場所に屹立するのはエルを抱いた大句。

　大句はそのまま赤鶏冠に向かい、クレーターの傾斜をのぼっていく。

『な、馬ば鹿かな……』

　その様子を見て驚おどろいたのか、赤鶏冠の赤い瞳どう孔こうが少し開いている。

　大句の瞳孔もまた、赤い輝きを帯びていた。

『地這いの『精神』が――決戦化しているですと!?』

　大句はエルと精神融合を果たし――『竜喰らい』の力を解放できるようになった。
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　それによって大句に宿されたドラゴンの力がより強く発現し、ドラゴンの特徴である『精神』の決戦化も可能となったのだ。

「ふん、とっとと片付けないとな」

　ドラゴン同様、決戦化は超化だ。端的にいえばめちゃくちゃ「強くなる」。しかし、『精神』の力を消耗するため、この状態がもつのは十分もない。

『なるほど……あの愚おろかな竜族の『精神』を完全に掌握したということですか……』

　一気に決着をつけたいところだが――大句は赤鶏冠にふたつ、用があった。それは済ませなきゃいけない。

　ひとつはブン殴ることだ。たったいま達成した。

　もうひとつは――。

　天、天、とうるさかった赤鶏冠。ドラゴンにとって天とやらは、それはもう尊い概がい念ねんらしい。

　ならば言ってやろうじゃないか。そっちに天があるなら、人間にはこれがあると。

　その概念には――たとえば、男女のつながり、兄きよう妹だいのぬくもり、仲間との絆、親子の情……なんだって含められる。

　大句自身でいうなら妹のおかげでいままで生きてこられたし、清羅たちとは絆ができそうな気がする。さらにはドラゴンの力を宿した誰かの思いや、もしかしたらそのドラゴンの思いすらこの概念に包括できるかもしれない。

　何より――大句は左手で抱くエルの愛らしい顔を見つめる。

　未々桜エルとのつながりが、人にはこれがあると強くわからせてくれた。

　人間の代表として、天とやらを抱くドラゴンに問おう。




「――あんた、愛って知ってるか？」




『…………』

　赤鶏冠は沈ちん黙もくした。知らないのだから答えようがないのだろう。

「妹でもいいぞ。愛とほぼ同義だからな」

『い、イモウト？』

「可哀相だな、ドラゴンは。愛も妹も知らないんだからな」

　大句は心の底からドラゴンを憐れんだ。翼があろうと、天とやらを心に抱こうと、かたい鱗があろうと、大きな体があろうと――一番大切なものがこいつらにはない。

　大句は赤鶏冠ににじりよりながら、アスカロンアームズを兵仗化した。

　あらわれたのは普ふ段だんの鈍色の大剣ではなかった。おおまかなフォルムは似ているが、色が闇夜のような黒になっている。さらに、刃の先端が、牙をむいたドラゴンの顎あぎ門とのような、生物的なものに変化している。

『精神』を決戦化した大句だけが発現する――。

《セイリオス・ドミニオン決戦型》である。

　そこから漂うのは、喰くらい尽くす力。捕ほ食しよく者の力だ。

　ちなみに決戦型とはいま大句が即興で名付けた。

『こ、これは……』

　気圧されたのか、赤鶏冠は後ずさった。大句は獰どう猛もうに嗤いながら、迫っていく。

「俺おれが怖こわいか？　人間が怖いか？」

『…………』

　身長百七十三センチの大句が、頭長十メートル以上はある赤鶏冠を追い詰つめていく。

　一歩、一歩、また一歩。

「鶏冠野郎、あんたは……いや、ドラゴンは人間に勝てない。なぜだかわかるか？」

　もう一歩。

「愛を知らない種は、愛を知る種には勝てない」
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　そして――咆ほえる。

「勝っていいわけがない!!」

『――――!?』

　大句は戦いの気持ちを全開にした。

　たちまち黒き巨剣の回転機構が唸うなりをあげ、黒い銃じゆう弾だん薬やつ莢きようが勢いよく噴出する。

『ち、地這い風ふ情ぜいが！　そうまで大言を吐くとは!!』

「決戦だ！　いくぞ、《セイリオス》!!」

　右手に剣。左手には眠る姫様。相対するのは巨大なドラゴン。

　大句は、自分はいままさに騎士だと思った。こんなに燃え立つことはない。

「あんたを――喰らい尽くす!!」

　大句はエルを抱いたまま跳躍すると、赤鶏冠との距きよ離りを一気に詰め、黒き巨剣を振り下ろした。

　狙ねらいも速度も十分だったが、剣けん先さきは惜しくも長い首をかすめる。

　着地した大句は、獣じゆう人じんのような身のこなしで巨剣を横に薙ぐ。赤鶏冠が長い尻尾をしならせてその一撃を弾き返すと、大句は反動を利用して一回転。そのまま回転斬りを見舞う。赤鶏冠は慌あわてて後ろに飛びのき、辛うじてかわす。

「さっきまでの威勢はどうした！」

　そこからの戦いはもう一方的なものだった。

　大句の阿修羅のような斬撃に、赤鶏冠はひたすら守るだけ。

　赤鶏冠にすれば吐息や魔法を駆く使ししたいのだろうが、大句の俊敏な動きと、鋭するどい太刀さばきの前に余よ裕ゆうがない。

　大句が斬る。赤鶏冠の鱗が削られる。さらに大句が斬る。

　幾いく度どとなくそれが繰り返された。

「終わりだ、鶏冠野郎!!」

　体のあちこちから血を流し、目に見えて弱りだした赤鶏冠めがけ、大句はトドメの一撃を振るう。狙いは細長い首。そこを一刀両断すれば――。

　しかし、ギリギリのところで赤鶏冠が舞い上がってしまう。

「逃にげる気か！」

　大句の視界で小さくなっていく赤鶏冠。その体の傷が、徐々に塞がっていく。肉体を再生する特質があるようだ。

「くそ、ほんと厄介なやつだな……」

　だが、撃げき退たいはした。大技の魔法で『精神』の力をかなり消耗しているはずだから、再びまみえるとしても少し先だろう――。




　異様な気配がした。




「む？」

　頭上から、強きよう烈れつな圧迫感のようなものがのしかかってくる。

　咄とつ嗟さに顔を上げた大句は――瞠目した。

「なに……!?」

　はるか高空――そこにあらわれつつあるものは、半透明の隕石だった。ただし、これまでの《隕石落とし》でつくられた隕石とは大きさがまるで違ちがう。数十メートルはある。

　高空はエーテルが地表より桁違いに濃こい。周辺から大量のエーテルをかき集め、時間をかけて実体化することであれだけの隕石をつくりだすのだろう。

　名付けるならこうだろうか。

　――『巨大隕石インペリアルメテオ』。

　さらなる運命が頭上にあらわれようとしている。

　サイズが大きいため完全に実体化するには時間がかかるようだが、あれが完成し、落とされてしまったら……この山が吹き飛ぶ。いや東京水区がまるごと消し飛ぶ。

『ホホ、いかに蛮勇を誇ろうと、しょせん翼なき地這い。虚空の支配者たる竜族にはとうてい及およばないと知りなさい！』

　大句はほぞを噛む。

　かつて赤鶏冠と戦ったとき、十五メートルほどの空ならば手が届いた。

　しかし、あの高さまで飛ばれてしまっては、とても届かない。

　やつの言うように人は飛べない。

　どんなにあがいても竜の尻尾はとらえられない。

　人間に――翼はない。




「……オオ、ク……？」




　――いや、翼はある。

　腕うでのなかのエルがうっすらと瞼を開け大句を見上げていた。

「あれ……あたし……？」

　エルの意識が急速に戻もどっていく。大句は安あん堵どと喜びで、折れるほど抱きしめてやりたくなったが、そんな場合ではない。

「あたし……死んで……？」

「おはよう姫様。端的にまとめるとあなたは生まれ変わった」

「ええっ!?　いつの間にっ!?」

　わっとびっくりしてエルは飛び跳ね、大句から体がはなれる。

　見た目は何も変わっていないが、大句と精神融合したことでエルの『精神』は新生した。存在そのものが生まれ変わったと表現しても、言い過ぎではない。

「起き抜けで悪いがあれを見てくれ」

「やだあっ、なにあれ、でっかいの！」

『巨大隕石』を目まの当あたりにしたエルはぎょっとなっていたが、すぐに状じよう況きようをのみこんだらしい。

「……ふふ……ふふふふ……なるほどね。なんか最高のタイミングであたしの出番ってわけね！」

　エルの眼差しが燃え始める。

「あたし、わかる。新しい自分になったって、わかる。飛べる。いまなら飛べる!!」

「俺と精神融合した。エルのドラゴンの『精神』はあいつに奪うばわれたが、俺のぶんを注ぎ込んだからな。うまくいけば……」

「は？　オオクと融合？　ドラゴンの『精神』？　あとなんか目が赤いけど？」

「ん……。そのへんは終わってからだ」

「あたしオオクにまたなんかされちゃったの……？」

「……。いいから、とにかく兵仗化だ」

「りょうかい!!」

　エルは元気よくアスカロンを取り出だすと、手に掲げる。

　巨大な騎兵槍ランス《チェリーブロッサム・フューリアス》がその姿をあらわして――。

「違う……」

　エルが息をのんで、みずからのアスカロンアームズを見ている。

「違う、いままでのと――違う!!」

　大きさや形は同じだ。だが、桜の翼が、二枚だけではなく幾重にも展開され、さらに一枚、一枚が以前よりワイドになっている。まさに咲き誇る桜のようだ。

「これが新しいあたしの相棒……」

　エルの瞳ひとみがますます燃える。それはもういままで見たこともないほどに。

「未々桜さん」「おじさん……」

　するとそこに、清羅とユーリヤがやってきた。ユーリヤは黒から白、普段のユーリヤに戻っているようで、ふたりとも心配そうな顔をしている。これからエルが飛ぼうとしていることがわかるのだろう。

　エルは満面の笑えみになって――ふたりの手をつかんだ。

「え、未々桜さん？」「エルさん？」

　強ごう引いんにつかんだ手を重ね合わせて、

「ほら、オオクも手、のせて」

　エルが何をしようとしているかわかった大句は、ちょっと照れたが素す直なおに手をのせた。

　エルはユーリヤと清羅に向け、立て続けにこう言う。

「ユーリヤ、あたし前言ったわよね。一いつ緒しよに飛ぼうって。そのときがついに来たの」

「清羅、あたしリベンジしてくる。ナイチンゲールの仇かたき、とってくるから」

　清羅もユーリヤもそれぞれの理由でエルが飛ぶことに反対していた。

　空でドラゴンに挑いどみ、惨さん劇げきをまねいたナイチンゲール計画。

　その計画を進めた皇城の娘むすめ、清羅。

　ナイチンゲールのパイロットだった姉を失った、ユーリヤ。

　ふたりの心はおそらく、まだ飛べていない。

　すでに大句の心は飛ひ翔しようしている。未々桜エルが飛ばせてくれた。

　ならば次は――清羅の、ユーリヤの、大勢の人たちの心を飛翔させるべきだ。

　そのためには空で、勝たなければならないだろう。

　飛べなければそれはただの夢だし、飛んでも勝たなければ蛮勇だ。

　飛んで勝ったとき――初めて希望となるのだろうから。

「セイラ。ユーリヤ。いつも心配かけてごめんね。でも、見てて。なんど折れたって……人間に翼は絶対なくならないって、いまこそ証明してやるんだから!!」

　エルはひときわ高く叫ぶと、ガッツポーズ。

　清羅とユーリヤは顔を見合わせ、もうほほ笑むしかない。

「さあさあ、出陣よ！」

　エルは勇ましく言うと――《チェリーブロッサム》を横倒しにした。

　これには皆意表をつかれて、大句もつい問うてしまう。

「横？」

「うん、二人でいくならこれが安定するでしょ」

　エルは言いながら騎兵槍にまたがり、ぽんぽんとお尻の後ろを叩く。

「オオク、ほらっ、つかまって」

　乗れ、と誘っているようだ。

「あたしわかる。悔くやしいけどひとりじゃ勝てない。あたしだけじゃ希望の翼にはなれない。だから……一緒に来て」

　もともと大句もそのつもりだったので、黒き巨剣を左手に持ちかえ、エルの後ろにまたがる。

「さっきの話だと、あんたも《チェリーブロッサム》と連結っぽいことできるはずだから」

「ああ。操作はできないが、くっつくことくらいはできる」

「うん。だからほら、つかまって？」

「つかまってるだろ、槍やりに」

　念のため利き腕の右手で。

「……ほんと照れ屋ね……」

「ほら、さっさといくぞ」

　大句があらためて空を見上げると、半透明だった『巨大隕石』の姿がかなり濃くなっている。時間はあまりない。大句が『竜喰らい』でいられるのもあと数分だろう。

　大句は視線を降ろし、目の前のエルを見る。

　初めて聞いた第一声がこうだった。

「――あたしは、希望の翼になる!!」

　大句の部屋で亡き母親を思ってこう漏もらしていたこともあった。

　――「飛びたいよ、オオク……」

　何度も何度も飛びたいと訴えていたエル。

　ついに――そのときがきたのだ。

「よし……お母さんに見てもらおうか、エルの雄ゆう姿しを」

「ふふ、翼つばさちゃんにも見てもらわないとでしょ？」

　ふたりとも思うことは一緒のようだった。

　愛した家族あのひとはもういない。でも、受け継いだ愛はある。愛があるからふたりは生きて、こうして飛んでいける。

　あとは愛する人たちのために――この空で勝つだけだ。

「オオク、しっかりつかまってなさいよ。あたし、すんごいスピード出すから」

「エルはいつも全力だもんな」

「もちろん。よーし、それじゃ、行くわよ――」

　エルは満面の笑みになると、力強く、《チェリーブロッサム》に号令する。




「全ぜん力りよく天てん翔しよう!!」




　瞬間――一斉に桜の翼がはばたきはじめる。

　同時に騎兵槍の先せん端たんが上にかたむき、視界を埋め尽くすほどの桜の花びらが排はい出しゆつされる。

　直後、騎兵槍は飛行機のように飛び立って、翼がはためくたびに、グン、グン、と先端の角度が上がっていく。

　やがて垂直となった《チェリーブロッサム》は高速の飛翔体となり、高空へとのぼっていった。




　飛び立っていくふたりを見上げるユーリヤと清羅。

「おふたり、行っちゃいましたですね……」

「ええ。わたくしたちにできるのはもう祈いのることだけですわ」

「あの、ちなみに、ドラゴンと空で戦うことを大人の言い方するとなんですか？」

「大人の言い方？」

　清羅は少し考えて、

「大人の言い方ではありませんけど、こんなのはどうかしら。有史初となる、空飛ぶ騎き士しとドラゴンの――」




「空中決戦！」





※






『……なんということを……』

　赤鶏冠は怒いかりに震ふるえていた。

　眼下から桜の翼が迫り来る。

　地這はいが空を侵す――それは竜族の本能として、許しがたいこと。

　だが――かつてのように群れて戦いはしない。天にいたった自分が群れるなどあり得ない。

　赤鶏冠は五年前と逆の行動をとることにした。周囲のドラゴンに向け、手出しをするなという思念を拡散したのだ。いまの赤鶏冠に逆らう愚か者などいないから、存分にひとりで戦える。

　地上では押されたが空ならば別だ。虚こ空くうで竜族に挑む愚かさを思い知らせるのみ。

　まず、手始めに――。




　これが飛ぶ、ということか。

　髮がなびき、耳朶を風がないでいく。身を包む浮ふ遊ゆう感と、疾しつ走そう感。風と一体化するような、不思議な感覚がある。

　眼下を見ると清羅とユーリヤは、もはや豆粒のように小さくなっている。その周囲には山々の深い緑が広がっていて、視線を滑すべらせると、いまでは大半が無人の廃はい墟きよと化してしまった関東平野がある。さらにその向こうには太平洋の水平線があって、はてなき空と海が混じり合っている。

　なんと広大だろう。なんと気持ちがいいのだろう。

「オオク……あたし、飛んでる……ついに飛んでるよお……」

「ああ、飛んでいるな。だが、感激するのは」

　頭上から――巨きよ大だいな雷の槍が迫っている。

「勝ってからだ！」

「《チェリーブロッサム》、螺ら旋せん回かい避ひ！」

　すぐさまエルの号令が飛び、頭上より迫る《雷槍》をかわすが――あまりの急機動に大句とエルは振り落とされそうになる。

「お、おいっ!?」

「ごめんっ！　なんだか怖いくらいの力がわいてきて!!」

　槍にぶら下がる体勢になるふたり。再びまたがろうとするが、立て続けに雷の槍が降り注いでくる。ひとつでも命中すれば致命傷だろうが、桜の翼は螺旋の軌き道どうでその合間をすり抜ぬけていく。

「凄すごいな……空で戦うの、初めてだろ？」

「そりゃあたし、この日のためにいろいろやってきたから！」

　空戦のシミュレーションはさんざんしてきたという。飛んで戦うというエルの思いが、実ったということだろう。

「よし、このまま一気に決着つけてあげる!!」

　桜の花弁を噴射し、一段と加速を強める《チェリーブロッサム》だったが――。

『空を侵おかした罪、その身に思い知らせてあげましょう!!』

　赤鶏冠が直接突っ込んできた。

「あちらさんからきたなっ」

「《チェリーブロッサム》左によけてっ!!」
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　エルの命令で《チェリーブロッサム》が旋回。その一いち撃げきを回避する。

　赤鶏冠は桜の翼をかすめ、弾丸のようにそのまま降下していく。

「速い！　これが空で戦うドラゴンなの！」

「怖いか？」

「ううんっ、燃えてきたっ！」

　今度は赤鶏冠が下から猛追。エルは上昇していた《チェリーブロッサム》を空中でＵターンさせ、降下する。

「エル、俺がヤツを斬りつける。少しそらしてくれ！」

「了解っ」

　エルは上昇してくる赤鶏冠と《チェリーブロッサム》がぶつかる直前に軌道をそらした。すれ違いざま大句が《セイリオス》を振ふるうが、赤鶏冠は体をななめにしてかわす。

「地上のときとは段違いだな！」

「《チェリーブロッサム》、右からまわりこんで横腹に一撃！」

　旋回した《チェリーブロッサム》は、凄すさまじい推進力で空気を切り裂きながら、赤鶏冠の側面めがけ突とつ進しんする。

　赤鶏冠はぎりぎりでその一撃を回避すると、高速で空中を周回し前脚による攻こう撃げきを見舞う。すぐさま大句が《セイリオス》で迎げい撃げき、刀身とかぎ爪が衝しよう突とつし火花が散る。

『ホホ、小こ癪しやくですな！』

　赤鶏冠は距離を取ると、そのまま地表に向け降下していった。

「あいつ馬鹿ね、下はエーテル薄いのに……。オオク、体勢整えて！　猛烈に追っかけるから！」

　槍にまたがり、再びタンデム体勢になったふたりは、すぐに赤鶏冠のあとを追う。

　赤鶏冠は地表近くまで降りると、山肌にそって低空飛行を開始。《チェリーブロッサム》が、ホーミングミサイルのように続く。

　森林の木々をなぎ倒たおしながら飛空する赤鶏冠。追う桜の翼。飛行の際に発する衝しよう撃げき波で山肌がえぐれ、樹木が空に舞まい上あがっていく。

「地球さんごめんっ!!」

　突つき進すすむ桜の翼。

「追いかけっこならあたし絶対負けない!!」

　地表に降り、赤鶏冠の速度が鈍ったため、距離がみるみる縮まっていく。

　二十メートル、十五メートル、十メートル、五メートル……。

　もう少しで細長い尻尾しつぽをとらえる――というそのとき。

『ホホ、もういいでしょう!!』

　突とつ如じよ、赤鶏冠の前面に光でできた門扉があらわれる。赤鶏冠が突入すると、光の門ごと体が消えてしまう。直後に《チェリーブロッサム》がそこを猛然と通り過ぎるが、すでに何もない。

「《転移トランスポート》か！」

　あらかじめ設置したポイントふたつを移動する魔ま法ほう罠の一種だ。

　エルは《チェリーブロッサム》の先端を上げて、高度を上昇させる。

「あいつどこに消えたの!?」

　大句はハッとなった。赤鶏冠はなぜ有利な高空ではなく、低空まで降りてきて、攻撃もせず逃げていたのか。

「しまった。時間を稼がれたか！」

「どういうこと？」

「あれを見ろ」

　見上げたふたりの顔が強こわ張ばる。

『巨大隕石』が完全に実体化していた――。




　赤鶏冠は巨大隕石の上に、その姿を転移させていた。

『ホホ、ずいぶんと手こずらされたものですが』

　だがいよいよ、このときがきた。

　赤鶏冠は歓かん喜きで打ち震えそうになる。

　ドラゴン族最大の奥義を、この手で繰くり出す――こんなに嬉うれしいことはない。

　すなわち――『流星シユーテイ落ングスター』。

『これぞ――天の一撃[image: ]』

　赤鶏冠は咆えると、巨大隕石を地表めがけおしこむ。隕いん石せきがゆっくり降下を始め、やがて加速し、ドラゴンと星屑は一体となってひとすじの流星と化した。




　流星が落ちてくる――。

「俺たちだけでも逃げるか？」

　とたん、大句は後ろを向いたエルに頭をぽかっとこづかれる。

「つまらない冗じよう談だん言うな！　いまのあんたはそんなこと言わないって知ってるんだから！」

「ふふ、まあな」

　大句はキッと『流星落』を見据えて、

「突とつ撃げきだ、エル」

「……あるのね、勝算が」

「ああ。決戦型は――エーテルをとりこみ、破は壊かい力りよくを増大させられる」

「お、オオクって相変わらず凄いわね、いろいろと……」

「む……」

　照れる大句。

「ふふ、なら――あたしの役目はあんたをできるだけ高いところまで連れていくってこと？　高いところほどエーテルが濃いでしょ」

「そうしてくれると助かる」

「よーし、じゃあ、全力天翔っ!!」

　弾丸のような勢いで垂直上昇を開始する桜の翼。

　速い。エルも『精神』の力を全すべて注ぎ込み、フルパワーを出している。

　ごうごうと風を切って上昇していると、不意にエルが叫さけんだ。

「オオク、あたしあんたと出会えて嬉しかった！」

「まて、そういうのはまだ早い」

「あんたのおかげで飛べた。もうそれだけで夢が半分かなったような気持ちになったけど、あたし、もういっこ夢ができたの」

「もういっこの夢？」

「うん。だから――絶対勝つ[image: ]」

　視界で流星が大きくなっていく。激げき突とつはもうすぐだ。

「ほらっ、オオク、最後はあんたが前よ！」

　するとエルが立ち上がり、飛びはねて、大句の後ろにまたがる。

「オオク。かっこいいとこ、見せてね」

　そんなことを言って、後ろから大句に手をまわす。大句はエルのやわらかい感かん触しよくと、その体温を背中に感じて、少し胸が熱くなった。他者のぬくもりを感じられる人間という生き物で良かったと、心の底から思う。

　前になった大句は、風を浴びながら、迫りくる流星をみすえる。

『天の力、思い知りなさいぃぃ!!』

　本当に天、天とうるさい。大句たちが空を侵したのに、他のドラゴンと群れなかったところを見ると、よほどの信念であり、また誇りなのだろう。

　確かにドラゴンという個は強い。体は大きく魔法を使う。翼つばさがあって空を飛ぶ。それに比べれば、人間はあまりにも卑小だろう。

　だが――大句は飛べないがエルがいれば飛べるし、エルにそこまでの破は壊かいの力がなくとも、大句にはある。ひとりでは不完全でもふたりなら――自分たちはそういう戦い方ができる種だ。

『天』を尊ぶドラゴンと、『愛』を育める人間と、どちらが上回るか。

「決着といこうじゃないか、鶏冠野郎！」

　流星がいよいよ目前に迫ってくる。大句は《セイリオス》を突き出した。エーテルが高速でその顎門に集まっていく。

　落ちてくるのは炎ほのおの尾おをひくドラゴン。

　のぼっていくのは、花弁を舞い散ちらす人間。

　二つの種が互たがいの尊厳をかけて激突し――。

《セイリオス》の先端が『巨大隕石』に突き立てられた。そこに全ての破壊のエネルギーが注がれる。衝撃で大句もエルも吹き飛びそうになるが、なんとか踏ん張る。力がぶつかりあい、互いを押おしこもうとして、そして。




　人間が勝った。




《セイリオス》が突き立てられた箇所から『巨大隕石』に亀裂が入る。そこから表面が剥がれだし、すぐに大きく崩ほう壊かい。バラバラになっていく。

　もう、赤鶏冠との間に遮るものは何もない。

『て、天の力が！　なぜ地這いごときに!?』

「あんたはひとりで戦った。こっちはふたりで戦った。そういうことだ」

　黒き巨剣の先端が突き進む。

「せめて妹の意味くらい調べてこないと――」

　突き進む。

「人間には、勝てないな」

　赤鶏冠は身をよじりかわそうとする。だが、それはむしろ、鱗うろこのない無防備な腹をさらすことになった。

　その瞬しゆん間かん、赤鶏冠の赤い瞳孔が少しだけ広がった。ドラゴンに表情があるとしたら、それは驚きよう愕がくだったのか恐きよう怖ふだったのか――。

　大句たちはその巨きよ体たいを、まっぷたつに切り裂いた。




「きゃああああっ!!　やった、勝ったあああああ!!」

　赤鶏冠を貫つらぬいた直後、エルは興奮して万ばん歳ざい。そのまま大句に抱き付こうとするが――。

「――ええっ!?」

　眼下を確かく認にんして、藍あい色いろの瞳が驚おどろきに見開かれる。

　赤鶏冠は腹から背中にかけて切り裂かれ、前後に分断されていた。普ふ通つうならそのまま落下していくはずだが、体が空中に漂ただよっており――接合しようとしているのだ。

「うそおっ!!　不死身なのあいつっっっ」

　切断面の肉が盛り上がり、もう片方の切断面と混ざり合っていく。

「ああ。不死身かもな。肉体は」

「肉体は？」

「これがなかったら、さすがに再生はできない」

「え？」

　大句は右手を掲かかげていた。手の平から調律器官が少し伸のびており、先端に黒い球体がつかまれている。

「それってあいつの……『精神』!?」

　大句は頷うなずく。念のため右手を使えるようにして、赤鶏冠を貫く瞬間に『精神』を奪ったのだ。

「しかし……ほんと厄やつ介かいだな……クソッ」

　天にいたったドラゴンとはなんと恐ろしい存在だろうか。奪った『精神』が肉体に戻ろうとしているのである。

　ぐいぐいと強い力で調律器官を引っ張り、大句が体ごと落下しそうなほどだ。手放したら赤鶏冠の肉体に戻り復活してしまう。かといって、このままでは大句が落ちる。

　大句は咄嗟に判断した。この『精神』を消しよう滅めつさせる最適な方法は――。

「俺は『竜りゆう喰くらい』なんでな！」

　喰らうことだろう。

　大句は口を大きく開け赤鶏冠の『精神』を押し込み、嚥下する。腹のなかに落とすと、溶けるように消えていくのがわかった。

　大句はふうと息をはき、口を手でぬぐって……。

「……」

　驚いているだろうエルの視線を背中に感じた。

（見られた、か……）

　大句は目を伏ふせる。この姿は見られたくなかった。

　エルは無言のまま《チェリーブロッサム》を水平にして、飛び立ったときのように、大句の前に座すわった。ふたりは向き合う姿勢になる。

　エルはなんと言ってくるだろう。『精神』を喰らう姿を見て、何かが変わるのだろうか？

　はたしてエルは――いつもの笑顔を見せて、

「……おつかれさま、オオク」

「……」

「ふふ、ごちそうさま、したら？」

　エルは大句の口をふくようなジェスチャーをした。

　大句は何も言わなかった。いろいろなことが身に染みて、何も言えなかった。

「えへへ、大勝利ねっ!!」

　前を向いたエルは《チェリーブロッサム》を旋回させると、大空に桜の花弁を舞い散らせながら、《戦咆哮》を放つ。

　大句もまた《セイリオス》を咆哮させ、蒼空に勝利のユニゾンが響き渡る。

　墜落していく赤鶏冠の巨体と、踊るように舞う桜の翼のコントラスト。

　希望の翼は見事――はばたいた。




　空を見上げている、ユーリヤと清羅。

　ふたりとも信じられないといった笑顔だ。

「か、勝ちました。エルさんとおじさん……勝ってくれましたです！」

「ええ……信じられませんわね、空で人が勝てるなんて」

　純じゆん粋すいに大喜びするユーリヤに対して、清羅は少しだけ切なかった。

　もちろん嬉しい。でも、自分は大句を守ることはできても、あんなふうに飛ばせてあげることはできないから……。

　いけない、と首を振る。そんな小さな感情にとらわれてはいけない。人が空で勝ったのだ。祝福し、今日くらいは勝利に酔いしれたい。

　翼ははばたいた。それで人はドラゴンと互ご角かくになる。

　なら、ドラゴンを超えたとき、人は何を得る？

「フルシチェロワ六等、ドラゴンは空を支配していますわ。でも、空の上には何があると思います？」

「え？」

　怪け訝げんそうなユーリヤに、清羅はほほ笑んで答える。

　天空のドラゴンよりさらに上にあるもの――。

「天星ほしがありますわ」





※






　富士山――。

　ドラゴン族の領界であるこの高峰の山頂に、一体の白銀竜がたたずんでいる。

　竜族の無垢なる乙女・最高知性種の天てん雷らいだ。

　天雷は双そう眸ぼうを閉じ微動だにしなかったが、びくりと震えた。

『……赤い鶏冠の竜が、死んだ？』

　空を満たすエーテルより、死の波動を感じた。赤鶏冠は竜族の実力者だったはず。何な故ぜ、あっさりと翼なき地這いに敗れ去ったのか？

『愛にまけた？』

　赤鶏冠が死ぬ直前、そのような概がい念ねんに敗れたと波動は告げている。

　愛とはなんなのか？　竜族にはないもの。そしてどうやら、地這いにはあるもの。

『天を超こえるの？　気になる、わ』

　天雷は静かに、だが力強く告げる。

『識りたい。その、概念を』

　もともと地這いとはよく分からない生き物だ。

　かの地より帰ってきたら、地べたにウヨウヨとわいていた。

　やたらと群れて、個々は脆弱なくせに、ときおり異様な力を発揮する。

　あくまで個を重視する竜族にとって、群れたがる習性はとても興味深い。知らないものを知りたいと強く思うのは、人間もドラゴンも変わらない。

『どういう、いきもの？　地這いとは』

　赤鶏冠は姿を隠し上空から地這いの観察を続けていたようだが、天雷はもっと近くに寄り、深く知りたいと思った。しかし、この姿でいけば戦いになるのは避さけられない。

　天雷自身、闘とう争そう本能に火がつき、必殺の速射拡散《雷光の吐息サンダーブレス》を雨あられと降らせてしまうのは確実だ。

　戦わずに、彼かれらを知るには――こうするべきだろう。

　天雷は静かに『竜族古代語』の呪じゆ文もんを唱える。たちまち、白銀の体がもやにつつまれて――。

『これで、いいかしら』

　もやが晴れるとそこには、人間の姿をした幼い少女の裸身があった。銀髪銀眼に白く透き通るような肌をもち、体のまわりでバチ、バチと雷光がはぜている。

『頭にこんなのが、ある。なのに、尻尾はない。へん』

　天雷は流れるような白銀の髪を手ですき、肉付きの薄い臀部を何度も何度もなでる。

　そうやってしばらく自分の『造形』を確認していた天雷だったが、

『東にある、地這いの都。まずはそこに』

　不意に勢いよく駆かけ始めると、山頂から虚空に身を躍おどらせて――。




『――いってきます』







エピローグ







　英雄になった。

　人類が初めて空でドラゴンに勝利した――その祝勝パレード。

　移送用のバスを改造したパレード車。その上に立つ大おお句くたちに、街路を埋め尽つくした人たちが笑顔で手を振っている。

「オオク見て見て、凄い人！　嬉しいけど……ちょっと大げさじゃない？」

「エルはまあ、ずっと空で勝つことを目指していたからな。当たり前なんだろうが……」

　その他の人たちにとっては歴史に残る偉業なのだ。

「未み々み桜おさん、大句さん、おふたりがこれだけの人たちを笑顔にしたということですわ」

「ダー。もちろん、わたしたちも笑顔になりましたです」

　パレード車の上に乗っているのは騎士衣姿の大句、エル、清せい羅ら、ユーリヤ。そして――礼れ威い。

「ふふ、貴様たちの成し遂げたことだ。胸を張れ。『空飛ぶサクラヒメ』、『重戦チジヨールイ車イ・ターンク』、『守護女め神がみ』、『竜喰らい』」

　眼下の道路沿いにつめかけた人々はエルたちの名を叫んでおり、「天あま星ほしくーん」「大句くーん」という黄色い声せい援えんもかなりある。

　何気なく声のしたほうを見ると、群衆の最前列に露出度の高い女の子ふたり組がいて、大句の目はすぐさまそれをキャッチする。

「……オオク、ここでもえっちな目光らせてる！」

「むっ」

　慌あわてて目をそらすと、見たことのある男が立っていた。

　長身痩そう躯くの神経質そうな顔――狭はざ間まだ。苦々しい顔で大句たちを見上げている。狭間は大おお岳だけ山さんの戦いのとき、見事に《混乱》コンフユージヨンをくらい、全ぜん裸らになってダンスをしていたらしい。ひとりだけむすっとしたその顔つきに、大句は苦笑してしまう。

　なんだか不思議な気持ちだった。海外から東京に戻もどってきたのはつい一か月ほど前だ。あのとき、環境が変わっても何も変わらないと思っていたし、変える気もなかった。

　それがいまや、空で強大なドラゴンに勝ち、マスコミに取り上げられ、将来、教科書にのるような存在になっている……。

「フッ、全ては変転していくということさ、天星」

　大句の隣となりに礼威がたち、訳知りふうに言う。

「いいか、この人々の笑え顔がおを貴様が守ったのだ。宝物だと思え」

「キザったらしいこと言いますね」

「ふん、私はそういう女だ。だから男ができんのか？」

　知りませんよ、と答えつつ大句は人々に向けひかえめに手を振る。

　ちょっと込み上げるものがあったことは礼威には黙だまっていた。




　パレードが終わり、大句が車から降りると、清羅が近づいてきた。

「そうだ、ちょうどいい。俺、清羅に言わなきゃと思っていたことあるんだ」

「まあ、なんですの？　そんなあらたまって」

「俺さ、皇すめら城ぎのことは悪く思ってないからな？　もちろん清羅のことも」

「……え？」

「ナイチンゲールで勝とうとした皇城の魂たましいは決して間違ってなかったと思うんだ」

　おこがましいかもしれないが、今回の勝利で、空で勝つことを目指した人たちの思いを肯こう定ていできたのではないかと思うのだ。

「だから……なんていうか……」

　あんまり無理に責任とか感じなくていいんじゃないか、そう伝えたかったが、結局、そこまでは照れくさくて言えなかった。

　言われた清羅は――。

「…………」

　切れ長の瞳ひとみに、みるみる涙なみだを浮うかべていく。

「お、おい、泣くほどのことか？　大げさすぎないか？」

「ひぐっ……だって、わたくし……ずっと……」

「む、むむ……」

　狼ろう狽ばいする大句。まさか清羅を泣かせてしまうとは……。

　清羅にかける言葉を必死で考えていると、横から可か憐れんな声がする。

「お、おじさん、あの」

「ユーリヤか。いいかげんおじさんはやめて……って、え？」

　見ると、ユーリヤの目もうるっときている。大句と清羅のやりとりを見て、もらい泣き寸前のようだ。

「お、お姉ちゃんの魂も間違ってなかったって……言ってください……」

「……」

　大句が言われた通り、間違っていなかったと答えると、ユーリヤは決壊したように涙をこぼしはじめた。

「大句さん……わたくし……嬉し……」「お姉ちゃん……良かったね……」

　感涙するふたりは大句の両りよう腕うでをつかみ、体を寄せてきた。豊満な清羅と細身のユーリヤ、それぞれの感触に挟はさまれて身動きがとれない。

　周囲にいる人たちから女泣かせだ、という視線が突き刺ささる。

「むむむっ……」

　頬ほおを赤らめ、口を「へ」にして何も言えなくなる大句だった。




「あ、オオク、いたいた」

　清羅たちと別れると、エルがとんできた。

「東京支部の幹部とか、他の支部の人とかいろいろ話しかけてきて抜け出せなかったのよ。そっちは？」

「俺はエルみたいな姫ひめ様さまでもないしな。それほどの注目はない」

「じゃ、なにしてたの？」

「ん、まあ。清羅やユーリヤと話していたが」

「……ふーん」

「なんだよ」

「何も」

　言うとエルはちょっと大おお股またで先を歩いて行く。

　その後ろ姿を見て、大句は肩かたをすくめる。

　だいぶ理解したと思っているが……やっぱりよくわからない。




（お母さま、あたし、男の子と一いつ緒しよに空飛んじゃったの）

　エルは、心のなかで一連の出来事を母に報告していた。

（アマホシ・オオクっていうんだけど……彼、やっぱり何考えてるかよくわからなくて）

　あの戦いのとき、大句はエルにキスをして、意識のないエルを大切そうに守ってくれていたという。

　しかし――戦いが終わってから大句は何ひとつそれっぽいことを言ってこないし、行動を起こす気配もない。手すら握ろうとしない。

（なんていうか、生殺しなの）

　大句はわかっていないのだ。大句がどれだけのものをエルに与あたえたかわかっていない。

　そしてエルがどれだけ大句を好きになってしまっているかもわかっていない。

　エルは騎兵槍ランスらしく、大句めがけ猛もう烈れつな突進をしまくろうかとも思うのだが……控えることに決めた。自分は騎士だから、恋こいにのぼせているわけにはいかない。

（だからお母さま、素す敵てきな彼氏ができました、みたいな報告は当分できないと思う）

　とりあえずは、大句と一緒に飛んだ空の思い出だけで十分だ。

（でも、もし、いつかかなうのなら――）

　エルは新しい夢を思い浮かべる。

　飛行機雲を浮かべたいという夢は変わらないが、そこにもうひとつ、追加されていることがある。

　映像にするならこんな感じだろう。

　青い空に細長い飛行機雲が浮かんでおり、はるか下に教会がある。

　礼装をした人たちが教会の庭に集まっており、囲まれているのは、ウェディングドレス姿でほほ笑むエル。

　その隣にいるのは、もちろん――。




「ぼーっとなに考えてんだ？」

　後ろから声をかけると、エルはくるりと振り向いた。

「ん？　もちろん夢に向かって全ぜん力りよく天てん翔しようってことよ」

「エルらしいな」

「あたしの夢はまだ半ばだから。これからなのよ、これから」

　エルはまっすぐ手を伸ばし空を指さす。

「オオク、てっぺんまでいこう」

「てっぺん？」

「うん。まず、階級は一等位まで極めるの」

　大句とエルは偉業をたたえられ階級が一つ上がり、八等位になった。めでたいことだが、まだまだ上がある。

「そして、もっともっと高い山を落とす」

　今回、高空で大決戦を展開したが、戦略的にはさほど高くない山をひとつ掃そう討とうしたにすぎない。日本にはもっと高い山、たとえば富士山があるし、世界にはさらに高い山がたくさんある。

「最後は――」

　はるか高空まで飛んでいき、次元の裂さけ目めを封じる。エーテルの流入を止められれば、ドラゴンという種に勝てる。

「そこまでかけ上ろう、オオク」

「壮大だな」

　かけ上る。

　大句はそう言われて、あらためて思うことがあった。

　エルとともに飛び、空から眺めた景色。あの果てしない地平線や眼下に広がる大地を見て、エルはやはり自分のような庶民とは違う、生まれながら高みにいる姫様だったのだなと実感した。

　なぜなら、エルはずっとあの景色を見ていたから。物理的には飛べなくても、心はずっと飛んでいた。

　だから大勢の誰だれかや、美しい景色のために戦うなどと言えたのだ。

　大句はあの高みにいくまで、そうは思えなかった。視野が及ぶのは、せいぜい大切な誰かのためまでだった。

　でも――あそこからの景色を見て、ガラでもなくエルと同じようなことを、ちょっとだけど、思ったのだ。この美しい景色や、そこに住むはずだった人々のために戦うというのも、かっこいいんじゃないか、と。

　そう思えたのはあの高さまでエルとともにのぼったからだし、さらに、もっともっと高いところまでもいけると信じたい。

（それが俺の新しい――生きる目的だ）

　なら、けじめとしてこう問わなければならないだろう。

（翼つばさ――申し訳ないが、お兄ちゃんはエルたちと一緒に飛べるところまで飛びたい。そんなふうに生きていきたい）

　許してくれるか？

　本当は問うまでもないとわかっている。

　――もちろんですよ、兄さん。

　翼のそんな声が聞こえるくらいだ。

「ん？　オオクまたむっつりしてる……。何考えてるのよ？」

「秘密だ」

「あっそ」

　エルはおかしそうに笑うと、大句の手をつかんだ。

「よし、じゃあ気合いれよっと。ほら、オオクも一緒にあれ言って」

　恥はずかしいので断る――はずが、どういう気の迷いか、まあ言ってもいいかという気になった。エルは大句が拒まなかったので、少し驚いたあとに、嬉しそうにほほ笑えむ。

　そして、エルは元気良く、大句はちょっと照れくさそうに――頭上の青空に向かってその言葉を叫ぶのだった。

「全力――」







あとがき







　はじめまして、あるいはお久しぶりです。かじいたかしです。

　本作はパラレルな現代を舞台に、騎士とドラゴンが戦う話なのですが、

「ぼくのかんがえたさいきょうのひろいん」

「ぼくのかんがえたさいきょうのぶき」

「ぼくのかんがえたさいきょうのふぇちずむ」

「ぼくのかんがえた（以下略）」

　などを詰め込みまくっております。趣味の世界です。

　作品を構成する要素はいろいろあるんですけど、本質は出会いの物語になるでしょうか。

　ひとつは男の子と女の子の出会い。

　もうひとつは人間とドラゴンの出会い。

　好きな男の子にドキドキする乙女心から、時空を超えた二つの種族のぶつかりあいまで書きたいと思いまして、結果、こうなりました。

　書いていて超楽しかったのですが、ここまで好き勝手に書いたものが出版されていいのかなという気も。

　読者の皆様にも楽しんでいただければ嬉しいのですが。

　ちなみに、章の合間にオマケのページがありますが、読まなくても本編に支障はありませんのでご安心を。読んでいただくと、設定の理解が深まるので、気が向いたら目を通してくださいませ。




　さて。

　前作からかなり間があいてしまいましたが、この二年間ほど何もしていなかったわけでは決してありません。

　数々のボツ企画が泡のように生まれては消えていきました。

　そのうちのひとつを紹介すると――




『開幕せよ！　デレリンピック』




　タイトルからしていかにもアレ。

　内容は……細かくは決めてなかったですけど、デレ技術の競技大会があって、それが開幕されない危機で、とかそんな感じだったような気が。

　これを思いついたのはおととしの秋。いちばん煮詰まっていた時期ですから、変なことやりたかったんでしょうね。

　担当さんに打診したところ、

「本気じゃないですよね？」

　と、アホの相手してられるか的な声色で却下されました。

　その間、三秒くらい。いままで無数の企画案がボツとなりましたが、あれが提案から却下されるまでの最速記録だったと思います。

　そこからさらにいろいろありまして、ようやくこの作品が形になったのですが、本を出すのって大変だなとつくづく実感した二年間でした……。




　恒例の謝辞に参ります。

　グダグダな私に根気よくつきあってくださった担当のＨさん、素敵なイラストをつけてくださった硯先生（ピンクのチェリーブロッサムがオシャレだと思いました！）、その他関係者の方々に深くお礼を申し上げます。こうしてこの本を世に出せるのも皆さまのおかげです。本当にありがとうこざいます。




　次巻を出せる場合、「ちっちゃい女の子×いかつい巨大武器」をたっぷり書きたいというリビドーに従い、某キャラが活躍する話になるかもしれません。

　いずれにしても、何かしらの物語でまたお会いしましょう。





かじいたかし










※作中である行為を「人間だけの特権」と書きましたが、動物もすると知っています。ただ、あの状況でああするのは人間だけかなと思ったので、人間の特権と書きました。ご容赦ください。




※『かじいたかしのブログ』というブログをはじめました。よろしければ閲覧、ブックマークしてください。
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